


目　　　次

臨床業績集	 	 ページ

１．患者数

　　職員数　過去３年間の患者数等… 1

　　入院科別患者数…………………… 2

　　診療科別新入院患者数・

　　　平均在院日数…………………… 3

　　外来科別患者数…………………… 4

　　外来科別初診再診別患者数……… 5

２．疾病構成

　　ICD-10疾病分類大分類別

　　　退院患者数……………………… 6

　　上位30疾患退院患者数	…………… 7

　　悪性新生物上位20

　　　疾患退院患者数………………… 8

　　診療科・疾患別退院患者分類…… 9

３．高度医療

　　診療科別診療単価………………… 19

　　診療科別手術件数・

　　　麻酔法別件数…………………… 20

　　入院患者におけるリハビリテーション　

　　　実施率・外来化学療法実施件数	… 21

４．救急医療

　　救急患者数・

　　　救急患者入院数推移…………… 22

　　救急車搬送患者数推移・

　　　診療科別救急患者数…………… 23

５．地域医療

　　診療圏地域別患者構成比………… 24

　　紹介率・紹介件数の推移逆紹介率・

　　　逆紹介件数の推移……………… 25

学術業績集	 	 ページ

内　　　科……………………………… 27

消化器内科……………………………… 30

循環器内科……………………………… 33

脳神経内科……………………………… 41

心療内科・精神科……………………… 41	

小　児　科……………………………… 44

外科・消化器外科・乳腺外科………… 44

整形外科・スポーツ整形外科………… 54

形 成 外 科	……………………………… 58

脳神経外科……………………………… 59

心臓血管外科・呼吸器外科…………… 60

皮　膚　科……………………………… 61

泌	尿	器	科	……………………………… 62

産	婦	人	科	……………………………… 63

眼　　　科……………………………… 65

耳鼻咽喉科・頭頸部外科……………… 68

リハビリテーション科………………… 69

放 射 線 科	……………………………… 70

（放射線診断科・放射線治療科・核医学診断科）

歯科口腔外科…………………………… 72	

麻酔科・中央手術部…………………… 73

救急科／重症治療部…………………… 73

病　理　科……………………………… 74

検　査　科……………………………… 75

環境医学研究センター………………… 75

（シックハウス診療科）

産業中毒センター……………………… 76

教育・研修センター…………………… 77

看　護　部……………………………… 77

薬　剤　部……………………………… 79

栄養管理室……………………………… 80

診療情報管理室………………………… 81

勤労者予防医療センター……………… 81





序

関西労災病院「臨床・学術業績集 2012」刊行にあたって

　関西労災病院の2012年（平成24年）版「臨床・学術業績集」が発刊のはこびとなりましたの
で、関係各位にお届け致します。
　関西労災病院におきましては社会構造の変遷と医療技術の飛躍的な進歩に伴い、取り扱う対
象疾患も、診療内容も年々変化しています。勤労者医療、地域医療そして南阪神医療圏の急性
期高度医療に対応する基幹病院としての位置付けがより明確になりつつあります。そしてがん
診療連携拠点病院、地域医療支援病院として、地域医療圏のみならず関西一円、さらに広範囲
の方々からも信頼される病院に躍進しようとしています。「ガイドラインに沿った標準治療・
高度医療の推進」、「チーム医療の拡大」を診療基本方針として掲げて職員一同奮闘しています。
　また診療機能の３本柱として「がん診療」「脳・循環器診療」「勤労者の運動機能回復」を掲
げています。最近では取り扱う臨床症例数の増加のみならず、より高度で良質な医療の提供が
求められています。「豊富な取り扱い症例数」と「高度かつ良質な医療」の両立という課題を
実現するためには、臨床実績と学術業績という医療機関のいわば両輪となるものを毎年再点検
し、新たな医療技術の発展に繋げていくプロセスを継続することが重要です。良質な医療をよ
り多くの人々へ、そして医療の結果は臨床研究として学会発表や論文発表を通じて世に問うこ
とで新たなエビデンスの確立、新たな医療技術の発展へと繋がるのです。
　さて、本業績集では例年、診療科ごとに臨床実績と学術業績を掲載してまいりましたが、今
年は臨床実績については大きく変更し、５つの臨床指標について掲載をしております。内容は
１）患者数２）疾病構成３）高度医療４）救急医療５）地域医療となっており、当院の臨床指
標について具体的にご理解いただけることかと思います。なお、学術業績については例年通り
の様式で掲載しておりますので、是非、学会報告・論文発表も活発なところを御覧いただきた
いと思います。
　医療を取り巻く環境は厳しさを増していますが、「安全で良質な医療を提供する」という基
本理念を追求しつづければ、結果としてその厳しい状況を乗り越えることができると考えます。
本業績集はその「安全で良質な医療を公開する」役割を果たしています。林紀夫院長体制も早
や４年目を迎えましたが、今後も当院の使命を忘れることなく全職員が医療の向上のため職務
に専念し、なおかつ学術活動推進にも精力的に取り組んでまいる所存です。
　関係各位におかれましては本業績集に対し忌憚の無いご意見ご指導を賜れば幸甚です。

　平成25年12月吉日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　独立行政法人　労働者健康福祉機構　関西労災病院

副院長　大　園　健　二
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患者数

職員数
常　　　勤 非常勤（常勤換算） 合　　　計

医師 160 11.35	 171.35	
歯科医師 3 0	 3.00	
初期臨床研修医 16 0	 16.00	
薬剤師 22 0	 22.00	
看護師 576 20.95	 596.95	
助産師 40 0	 40.00	
診療放射線技師 30 0	 30.00	
臨床検査技師 36 3.96	 39.96	
理学療法士 18 0	 18.00	
作業療法士 6 0	 6.00	
言語聴覚士 3 0	 3.00	
歯科衛生士 3 0	 3.00	
歯科技工士 0 1.20	 1.20	
臨床工学技士 6 0	 6.00	
管理栄養士 4 0	 4.00	
その他医療技術職員 4 7.58	 11.58	
事務職員 38 21.90	 59.90	
診療情報管理士 3 2.64	 5.64	
メディカルソーシャルワーカー 3 0.88	 3.88	
看護助手 0 35.40	 35.40	
その他技能職員 6 0.88	 6.88	

合　　　計 977 106.74	 1083.74	

平成25年４月１日現在　単位：人

過去３年間の患者数等
平成22年度 平成23年度 平成24年度

入院患者延数 200,898 207,637 212,760
１日平均入院患者数 512.0 527.0 540.8
新入院患者数 14,051 14,687 15,411
退院患者数 14,011 14,773 15,382
平均在院日数 12.8 12.3 12.7
病床利用率 79.8 82.1 84.2
外来患者延数 297,299 306,438 304,089
1日平均外来患者数 1223.5 1255.9 1241.2
救急患者数 5,574 5,348 5,737
救急車受入件数 2,891 2,814 3,359
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入院科別患者数
1日平均在院患者数 在院患者延数

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

内科 162.5 (0.5) 163.9 (0.4) 179.9 (0.0) 59,305 (167) 59,991 (146) 65,651 (5)

内科（消化器）(再掲) − − 50.8 − 59.0 − 13,933 − 18,584 − 21,480 −

内科（血糖腎呼）(再掲） − − 43.3 − 38.0 − 15,564 − 15,862 − 13,911 −

内科（脳神経）(再掲） − − − − 0.3 − − − − − 117 −

循環器内科（再掲） 66.5 (0.0) 69.8 (0.0) 82.6 (0.0) 24,261 (0) 25,545 (0) 30,143 (10)

救急科 − − − − 14.8 (0.8) − − − − 5,388 (300)

精神科 1.0 (0.0) 1.0 (0.0) 1.0 (0.0) 365 (0) 367 (0) 365 (0)

神経内科 − − − − − − − − − − − −

小児科 3.1 (0.0) 3.3 (0.0) 2.4 (0.0) 1,128 (0) 1,192 (0) 887 (0)

外科 79.1 (0.0) 84.6 (0.0) 90.2 (0.0) 28,886 (0) 30,956 (0) 32,934 (0)

外科（消化器）(再掲） − − 74.3 (0.0) 79.0 (0.0) − − 27,184 (0) 28,862 (0)

外科（乳腺）(再掲） − − 10.3 (0.0) 11.2 (0.0) − − 3,772 (0) 4,072 (0)

整形外科 109.8 (4.3) 116.2 (6.2) 104.0 (4.4) 40,090 (1,587) 42,528 (2,275) 37,972 (1,601)

形成外科 11.0 (0.2) 8.7 (0.3) 6.3 (0.3) 4,033 (61) 3,167 (94) 2,307 (109)

脳神経外科 34.3 (0.2) 35.4 (0.2) 34.6 (0.3) 12,525 (82) 12,973 (81) 12,612 (110)

心臓血管外科 12.9 (0.1) 15.0 (0.0) 15.7 (0.0) 4,719 (25) 5,492 (0) 5,740 (11)

皮膚科 1.9 (0.0) 1.7 (0.0) 2.9 (0.2) 685 (0) 605 (2) 1,064 (58)

泌尿器科 27.4 (0.1) 28.4 (0.1) 25.6 (0.0) 10,001 (26) 10,400 (51) 9,354 (10)

産婦人科 32.7 (0.0) 34.8 (0.0) 34.0 (0.0) 11,947 (0) 12,732 (0) 12,411 (0)

眼科 8.6 (0.0) 8.0 (0.0) 8.6 (0.0) 3,143 (11) 2,924 (15) 3,129 (2)

耳鼻咽喉科 21.6 (0.0) 21.4 (0.0) 15.9 (0.0) 7,899 (11) 7,846 (0) 5,811 (10)

リハビリテ−ション科 − − − − − − − − − − − −

放射線科 − − − − − − − − − − − −

麻酔科 − − − − − − − − − − − −

口腔外科 5.9 (0.0) 4.6 (0.0) 4.8 (0.0) 2,161 (0) 1,691 (0) 1,753 (2)

合　　　計 512.0 (5.4) 527.0 (7.3) 540.8 (6.1) 186,887 (1,970) 192,864 (2,664) 197,378 (2,218)

※　労災患者は括弧にて再掲
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診療科別新入院患者数・平均在院日数
新入院患者数 平均在院日数

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

内科 5,128 (4) 5,482 (3) 5,541 (2) 11.5 10.9 11.4

内科（消化器）(再掲) − − 1,859 − 2,022 − − − −

内科（血糖腎呼）(再掲） − − 857 − 661 − − − −

内科（脳神経）(再掲） − − − − 7 − − − −

循環器内科（再掲） 2,690 (0) 2,766 (0) 2,851 (1) 9.0 9.2 10.6

救急科 − − − − 518 (17) − − 10.6

精神科 − − 1 (0) − − − − −

神経内科 − − − − − − − − −

小児科 224 (0) 234 (0) 212 (0) 5.1 5.1 4.2

外科 2,007 (0) 1,995 (0) 2,008 (0) 14.4 15.5 16.5

外科（消化器）（再掲） − − 1,577 (0) 1,609 (0) − − −

外科（乳腺）（再掲） − − 418 (0) 399 (0) − − −

整形外科 1,491 (71) 1,633 (93) 1,533 (71) 27.0 25.9 24.7

形成外科 291 (3) 265 (7) 263 (7) 13.7 12.0 8.7

脳神経外科 913 (7) 927 (7) 978 (6) 13.7 13.9 12.9

心臓血管外科 251 (3) 281 (0) 270 (1) 18.7 19.9 20.9

皮膚科 58 (0) 63 (1) 105 (2) 11.5 9.7 10.2

泌尿器科 1,041 (3) 1,070 (3) 1,054 (1) 9.6 9.7 8.8

産婦人科 1,413 (0) 1,462 (0) 1,490 (0) 8.5 8.7 8.3

眼科 473 (2) 487 (2) 606 (1) 6.6 6.0 5.2

耳鼻咽喉科 458 (1) 501 (0) 487 (1) 17.4 15.5 11.9

リハビリテ−ション科 − − − − − − − − −

放射線科 − − − − − − − − −

麻酔科 − − − − − − − − −

口腔外科 303 (0) 286 (0) 346 (1) 7.1 5.9 5.1

合　　　計 14,051 (94) 14,687 (116) 540.8 (110) 13.3 13.1 12.8

※　労災患者は括弧にて再掲
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外来科別患者数
延患者数 1日平均患者数

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

内科 85,236 (273) 93,279 (151) 96,751 (175) 350.8 (1.1) 382.4 (0.7) 394.9 (0.7)

内科（消化器）(再掲） − − 28,816 − 30,541 − 111.3 − 118.1 − 124.8 −

内科（血糖腎呼）(再掲） − − 34,825 − 35,926 − 125.3 − 142.8 − 146.5 −

内科（脳神経）(再掲） − − − − 817 − − − − − 3.3 −

循環器内科（再掲) 23,299 (0) 29,638 (16) 29,467 (26) 114.2 (0.0) 121.5 (0.1) 120.3 (0.1)

シックハウス診療科 39 (0) 28 (0) 38 (0) 0.2 (0.0) 0.1 (0.0) 0.2 (0.0)

救急科 − − − − 866 (27) − − − − 3.5 (0.1)

精神科 23,425 (217) 23,381 (262) 22,245 (192) 96.4 (0.9) 95.8 (1.1) 90.8 (0.8)

神経内科 630 (17) − − − − 2.6 (0.1) 0.0 (0.0) 0.0 (0.0)

小児科 4,316 (0) 4,088 (0) 3,731 (0) 17.8 (0.0) 16.8 (0.0) 15.2 (0.0)

外科 32,460 (13) 30,595 (10) 29,587 (4) 133.6 (0.1) 125.4 (0.0) 120.8 (0.0)

外科（消化器）（再掲） − − 20,718 − 19,970 − − − 84.9 − 81.5 −

外科（乳腺）（再掲） − − 9,877 − 9,617 − − − 40.5 − 39.3 −

整形外科 32,643 (1,058) 34,075 (1,078) 34,422 (1,047) 134.3 (4.3) 139.7 (4.4) 140.5 (4.3)

形成外科 8,787 (226) 8,178 (297) 7,736 (218) 36.2 (0.9) 33.5 (1.2) 31.6 (0.9)

脳神経外科 7,454 (84) 6,972 (78) 7,073 (82) 30.7 (0.3) 28.6 (0.3) 28.9 (0.3)

心臓血管外科 4,396 (31) 4,425 (32) 4,585 (42) 18.1 (0.1) 18.1 (0.1) 18.7 (0.2)

皮膚科 13,139 (54) 13,364 (76) 12,687 (60) 54.1 (0.2) 54.8 (0.3) 51.8 (0.2)

泌尿器科 16,732 (212) 16,069 (183) 15,988 (160) 68.9 (0.9) 65.9 (0.8) 65.3 (0.7)

産婦人科 13,511 (0) 14,525 (0) 14,250 (0) 55.6 (0.0) 59.5 (0.0) 58.2 (0.0)

眼科 14,044 (91) 14,384 (90) 13,287 (89) 57.8 (0.4) 59.0 (0.4) 54.2 (0.4)

耳鼻咽喉科 10,879 (28) 9,568 (12) 9,287 (17) 44.8 (0.1) 39.2 (0.0) 37.9 (0.1)

リハビリテーション科 8,663 (1,482) 9,694 (1,318) 9,077 (1,541) 35.7 (6.1) 39.7 (5.4) 37.0 (6.3)

放射線科 9,993 (6) 11,905 (45) 10,897 (3) 41.1 (0.0) 48.8 (0.2) 44.5 (0.0)

麻酔科 0 (0) 132 (13) 201 (16) 0.0 (0.0) 0.5 (0.1) 0.8 (0.1)

口腔外科 9,432 (14) 10,096 (35) 9,894 (23) 38.8 (0.1) 41.4 (0.1) 40.4 (0.1)

医療相談科（健診部） 1,520 (0) 1,680 (0) 1,487 (0) 6.3 (0.0) 6.9 (0.0) 6.1 (0.0)

合　　　計 297,299 (3,806) 306,438 (3,680) 304,089 (3,696) 1,223.5 (15.7) 1,255.9 (15.1) 1,241.2 (15.1)

※　労災患者は括弧にて再掲
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外来科別初診再診別患者数

初診患者延数 再診患者延数

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

内科（※） 7,455 8,504 8,066 77,781 84,791 88,685

内科（消化器）(再掲) − 3,013 2,991 − 26,111 27,593

内科（血糖腎呼）(再掲) − 2,715 2,157 − 31,818 33,726

内科（脳神経）(再掲) − − 242 − − 575

循環器内科(再掲) − 2,776 2,676 − 26,862 26,791

シックハウス診療科 37 10 36 2 2 2

救急科 − − 794 − − 72

精神科 1,312 1,262 1,162 22,113 22,119 21,083

神経内科 133 − − 497 − −

小児科 1,377 1,281 1,052 2,939 2,807 2,679

外科 2,032 1,921 1,544 30,428 28,674 28,043

外科（消化器）（再掲） − 1,055 889 − 19,775 19,800

外科（乳腺）（再掲） − 866 655 − 8,899 8,243

整形外科 6,169 6,028 5,369 26,474 28,047 29,053

形成外科 1,425 1,476 1,427 7,362 6,702 6,309

脳神経外科 1,783 1,952 1,662 5,671 5,020 5,411

心臓血管外科 246 291 283 4,150 4,134 4,302

皮膚科 2,320 2,146 2,101 10,819 11,218 10,586

泌尿器科 1,604 1,497 1,464 15,128 14,572 14,524

産婦人科 1,525 1,419 1,292 11,986 13,106 12,958

眼科 1,875 1,722 1,606 12,169 12,662 11,681

耳鼻咽喉科 2,674 2,439 2,372 8,205 7,129 6,915

リハビリテ−ション科 523 485 425 8,140 9,209 8,652

放射線科 1,272 1,415 1,282 8,721 10,490 9,615

麻酔科 0 25 25 0 107 176

口腔外科 2,799 2,833 2,731 6,633 7,263 7,163

医療相談科（健診部） 1,520 1,680 1,487 0 0 0

合　　　計 38,081 38,386 36,180 259,218 268,052 267,909
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疾病構成

ICD-10　疾病大分類別退院患者数（平成24年度）

ICD−10　疾病大分類
患者数 平均在

院日数
平均
年齢 死亡数 死亡率

計 ％ 男 女

総数 15,382	 100% 8,282 7,100 12.6 63.0 555 3.6％

A00−B99 １．感染症及び寄生虫 251	 1.6% 136	 115	 13.0	 59.1	 26	 10.4%

C00−D48 ２．新生物 3,577	 23.3% 2,033	 1,544	 13.4	 66.1	 163	 4.6%

D50−D89
３．血液及び造血器の疾
患並びに免疫機構の
障害

116	 0.8% 44	 72	 13.3	 64.6	 6	 5.2%

E00−E90 ４．内分泌、栄養及び代
謝疾患 299	 1.9% 159	 140	 13.8	 66.5	 3	 1.0%

F00−F99 ５．精神及び行動の障害 8	 0.1% 2	 6	 6.4	 47.8	 0.0%

G00−G99 ６．神経系の疾患 167	 1.1% 92	 75	 9.0	 61.1	 2	 1.2%

H00−H59 ７．眼及び付属器の疾患 615	 4.0% 303	 312	 5.0	 73.4	 0.0%

H60−H95 ８．耳及び乳様突起の疾
患 99	 0.6% 55	 44	 7.0	 53.6	 0.0%

I00−I95 ９．循環器系の疾患 2,905	 18.9% 1,880	 1,025	 13.0	 70.4	 212	 7.3%

J00−J99 10．呼吸器系の疾患 468	 3.0% 300	 168	 15.6	 57.9	 40	 8.5%

K00−K99 11.．消化器系の疾患 1,550	 10.1% 816	 734	 10.9	 65.1	 39	 2.5%

L00−L99 12．皮膚及び皮下組織の
疾患 112	 0.7% 61	 51	 16.6	 58.9	 0.0%

M00−M99 13.．筋骨格系及び結合組織の疾患 1,020	 6.6% 429	 591	 28.7	 62.6	 4	 0.4%

N00−N99 14．尿路性器系の疾患 775	 5.0% 384	 391	 12.1	 61.8	 11	 1.4%

O00−O99 15．妊娠、分娩及び産
じょく 656	 4.3% 656	 7.5	 31.8	 0.0%

P00−P96 16．周産期に発生した病
態 136	 0.9% 74	 62	 3.9	 0.0	 0.0%

Q00−Q99 17．先天性奇形、変形及
び染色体異常 62	 0.4% 31	 31	 11.2	 29.1	 0.0%

R00−R99
18．症状、微候及び異常
臨床所見・異常検査
所見で他に分類され
ないもの

169	 1.1% 89	 80	 12.9	 66.3	 10	 5.9%

S00−T98 19．損傷・中毒及びその
たの外因の影響 776	 5.0% 447	 329	 15.3	 52.1	 30	 3.9%

Z00−Z99
21．健康状態に影響を及
ぼす要因及び保健
サービスの利用

1,621	 10.5% 947	 674	 6.0	 64.4	 9	 0.6%
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上位30疾患　退院患者数（平成24年度）
順
位
ICD	
-10 疾患名（ＩＣＤ− 10　中分類名称に準ずる）患者数 比率 男 女 平均	

年齢
平均在
院日数

死亡	
退院

1 I70 アテローム硬化症 705 4.6% 486 219 73.0	 15.9	 8
2 I20 狭心症 615 4.0% 477 138 69.2	 5.6	 1
3 H25 老人性白内障 506 3.3% 246 260 74.4	 5.2	 0
4 C16 胃の悪性新生物 393 2.6% 298 95 69.2	 13.8	 13
5 C22 肝及び肝内胆管の悪性新生物 365 2.4% 285 80 73.1	 13.8	 17
6 O80 単胎自然分娩 338 2.2% 0 338 30.9	 6.8	 0
7 C50 乳房の悪性新生物 309 2.0% 1 308 60.2	 9.7	 6
8 C79 その他の部位の続発性悪性新生物 305 2.0% 158 147 66.2	 7.3	 10
9 Z13 疾病及び病態の疑い（心カテ目的） 296 1.9% 187 109 69.9	 3.4	 0
10 C61 前立腺の悪性新生物 270 1.8% 270 0 71.7	 10.5	 4
11 D12 結腸、直腸、肛門及び肛門管の良性新生物 264 1.7% 169 95 68.1	 4.2	 0
12 K80 胆石症 253 1.6% 123 130 69.8	 12.1	 0
13 Z12 新生物の特殊スクリーニング検査 252 1.6% 181 71 67.4	 4.1	 0
14 I50 心不全 224 1.5% 126 98 74.8	 23.1	 15
15 M16 股関節症（股関節部の関節症） 213 1.4% 28 185 66.2	 37.9	 0
16 C18 結腸の悪性新生物 200 1.3% 103 97 70.6	 18.3	 7
17 I63 脳梗塞 181 1.2% 93 88 73.7	 22.2	 19
18 I48 心房細動及び粗動 180 1.2% 118 62 67.5	 7.9	 0
19 M48 その他の脊椎症 180 1.2% 107 73 71.3	 28.2	 0
20 N18 慢性腎不全 175 1.1% 123 52 71.8	 19.5	 6
21 C15 食道の悪性新生物 167 1.1% 143 24 66.3	 24.4	 16
22 C78 呼吸器及び消化器の続発性悪性新生物 164 1.1% 60 104 66.1	 17.1	 32
23 E11 インスリン非依存性糖尿病（ＮＩＤＤＭ） 163 1.1% 92 71 65.7	 15.6	 0
24 M17 膝関節症（膝の関節症） 134 0.9% 29 105 73.8	 36.7	 0
25 D09 その他の部位の上皮内癌 130 0.8% 117 13 70.6	 8.0	 0
26 N20 腎結石及び尿管結石 125 0.8% 82 43 59.0	 7.6	 0
27 K04 歯髄及び根尖部歯周組織の疾患 124 0.8% 73 51 67.7	 3.5	 0
28 K40 そけいヘルニア 123 0.8% 107 16 69.4	 6.3	 0
29 C54 子宮体部の悪性新生物 119 0.8% 0 119 59.1	 8.0	 2
30 I61 脳内出血 112 0.7% 78 34 67.6	 27.0	 14
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悪性新生物　上位20疾患　退院患者数（平成24年度）
順
位
ICD	
-10 疾患名（ＩＣＤ− 10　中分類名称） 患者数 比率 男 女 平均	

年齢
平均在
院日数

死亡	
退院

1 C16 胃の悪性新生物 393 11.4% 298 95 69.2	 13.8	 13
2 C22 肝及び肝内胆管の悪性新生物 365 10.6% 285 80 73.1	 13.8	 17
3 C50 乳房の悪性新生物 309 8.9% 1 308 60.2	 9.7	 6
4 C79 その他の部位の続発性悪性新生物 305 8.8% 158 147 66.2	 7.3	 10
5 C61 前立腺の悪性新生物 270 7.8% 270 0 71.7	 10.5	 4
6 C18 結腸の悪性新生物 200 5.8% 103 97 70.6	 18.3	 7
7 C15 食道の悪性新生物 167 4.8% 143 24 66.3	 24.4	 16
8 C78 呼吸器及び消化器の続発性悪性新生物 164 4.7% 60 104 66.1	 17.1	 32
9 D09 その他の部位の上皮内癌 130 3.8% 117 13 70.6	 8.0	 0
10 C54 子宮体部の悪性新生物 119 3.4% 0 119 59.1	 8.0	 2
11 C25 膵の悪性新生物 96 2.8% 58 38 67.1	 26.3	 16
12 C56 卵巣の悪性新生物 90 2.6% 0 90 55.0	 14.7	 1
13 C20 直腸の悪性新生物 79 2.3% 54 25 66.8	 22.8	 4
14 D06 子宮頚部の上皮内癌 66 1.9% 0 66 40.2	 5.8	 0
15 C67 膀胱の悪性新生物 63 1.8% 55 8 70.3	 15.9	 0
16 C53 子宮頚部の悪性新生物 61 1.8% 0 61 56.8	 21.7	 0
17 C64 腎盂を除く腎の悪性新生物 56 1.6% 43 13 67.6	 19.5	 1
18 C34 気管支及び肺の悪性新生物 54 1.6% 39 15 74.2	 15.1	 10
19 C24 その他の胆道の悪性新生物 42 1.2% 26 16 72.0	 47.5	 8
20 C83 びまん性非ホジキンリンパ腫 40 1.2% 27 13 69.6	 20.9	 5
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診療科・疾患別退院患者分類

内　科

ICD-10 疾患名（ＩＣＤ− 10　中分類名称に準ずる） 患者数 比率 平均年齢 平均在
院日数

E11 インスリン非依存性糖尿病（ＮＩＤＤＭ） 148 22.4% 65.0	 15.9	
N18 慢性腎不全 137 20.8% 71.6	 22.0	
E87 電解質及び酸塩基平衡障害 23 3.5% 72.2	 12.0	
C83 びまん性非ホジキンリンパ腫 18 2.7% 69.3	 28.9	
E10 インスリン依存性糖尿病（ＩＤＤＭ） 15 2.3% 60.7	 18.9	
J15 細菌性肺炎 15 2.3% 79.5	 63.7	
J18 肺炎、病原体不詳 13 2.0% 74.6	 20.6	
N02 反復性及び持続性血尿 13 2.0% 47.1	 16.1	
N10 急性尿細管間質性腎炎 13 2.0% 55.0	 14.0	
N04 ネフローゼ症候群 12 1.8% 64.3	 47.0	
C92 骨髄性白血病 10 1.5% 60.3	 15.0	
C84 末梢性及び皮膚T細胞リンパ腫 9 1.4% 72.3	 22.6	
C90 多発性骨髄腫及び悪質形質細胞性新生物 9 1.4% 70.8	 21.9	
N39 尿路系その他の障害（尿路感染症） 8 1.2% 76.1	 39.6	
Z13 その他の疾患及び障害の特殊スクリーニング検査 8 1.2% 58.9	 10.3	
C82 濾胞性非ホジキンリンパ腫 7 1.1% 69.0	 22.9	

循環器内科

ICD-10 疾患名（ＩＣＤ− 10　中分類名称に準ずる） 患者数 比率 平均年齢 平均在
院日数

I70 アテローム硬化症 696 24.4% 72.9	 15.8	
I20 狭心症 582 20.4% 68.9	 4.4	
Z13 疾病及び病態の疑い（心カテ目的） 296 10.4% 69.9	 3.4	
I50 心不全 204 7.1% 74.7	 23.5	
I48 心房細動及び粗動 180 6.3% 67.4	 7.8	
I25 慢性虚血性心疾患 158 5.5% 68.4	 4.7	
I71 大動脈瘤及び解離 71 2.5% 76.6	 14.1	
I21 急性心筋梗塞 69 2.4% 67.4	 18.3	
T82 心臓及び血管のプロステーシス、挿入物及び移植片の合併症 67 2.3% 72.6	 7.2	
I49 その他の不整脈 54 1.9% 68.9	 7.5	
I47 発作性頻拍症 52 1.8% 61.9	 8.0	
I44 房室ブロック及び左脚ブロック 37 1.3% 76.4	 10.8	
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消化器内科

ICD-10 疾患名（ＩＣＤ− 10　中分類名称に準ずる） 患者数 比率 平均年齢 平均在
院日数

C22 肝及び肝内胆管の悪性新生物 273 13.7% 73.4	 12.4	
D12 結腸、直腸、肛門及び肛門管の良性新生物 253 12.7% 67.9	 3.9	
K80 胆石症 125 6.3% 74.1	 13.3	
C16 胃の悪性新生物 115 5.8% 72.9	 12.9	
Z12 新生物の特殊スクリーニング検査 74 3.7% 70.6	 5.1	
C15 食道の悪性新生物 66 3.3% 66.3	 18.7	
B18 慢性ウイルス性肝炎 65 3.3% 57.4	 11.2	
C25 膵の悪性新生物 55 2.8% 68.5	 18.4	
K63 腸のその他の疾患 48 2.4% 72.6	 4.0	
K57 腸の憩室性疾患 47 2.4% 71.0	 8.2	
K25 胃潰瘍 46 2.3% 72.5	 10.7	
I98 他に分類される疾患における循環器系障害（食道静脈瘤） 38 1.9% 66.1	 14.5	
C18 結腸の悪性新生物 36 1.8% 72.2	 6.9	
K56 麻痺性イレウス及び腸閉塞、ヘルニアを伴わないもの 36 1.8% 69.6	 11.7	
K83 胆道のその他の疾患 33 1.7% 68.0	 19.0	
D01 消化器の上皮内癌 32 1.6% 69.3	 5.4	
K92 消化器系のその他の疾患 32 1.6% 70.6	 13.6	
K55 腸の血行障害 29 1.5% 69.2	 11.0	
K31 胃及び十二指腸のその他の疾患 28 1.4% 69.5	 11.3	
D13 消化器系の良性新生物 27 1.4% 73.6	 8.9	
K72 肝不全 27 1.4% 70.1	 21.9	
K74 肝線維症及び肝硬変 25 1.3% 74.2	 16.8	
A09 感染性下痢及び胃腸炎 23 1.2% 51.3	 6.8	
C24 その他の胆道の悪性新生物 21 1.1% 72.1	 27.5	
K75 その他の炎症性肝疾患 19 1.0% 71.7	 23.6	

脳神経内科

ICD-10 疾患名（ＩＣＤ− 10　中分類名称に準ずる） 患者数 比率 平均年齢 平均在
院日数

I63 脳梗塞 4 57.1% 67.5	 16.0	
G45 一過性脳虚血発作および関連症候群 2 28.6% 64.5	 18.0	
I69 脳血管疾患の続発・後遺症 1 14.3% 72.0	 24.0	
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小児科

ICD-10 疾患名（ＩＣＤ− 10　中分類名称に準ずる） 患者数 比率 平均年齢 平均在
院日数

P59 新生児黄疸 72 34.3% 0.0	 2.9	
J20 急性気管支炎 24 11.4% 0.9	 5.3	
P07 妊娠期間短縮及び低出産体重に関する障害 18 8.6% 0.0	 9.2	
P22 新生児の呼吸窮迫 16 7.6% 0.0	 6.4	
P21 出生時仮死 10 4.8% 0.0	 7.0	
J15 細菌性肺炎 9 4.3% 4.9	 6.3	
J45 喘息 7 3.3% 4.9	 7.9	
P39 周産期に特異的なその他の感染症 6 2.9% 0.0	 6.0	
B08 皮膚及び粘膜病変を特徴とするウイルス感染症（突発性発疹） 4 1.9% 1.0	 5.0	
P24 新生児吸引症候群 4 1.9% 0.0	 5.3	
A09 感染性下痢及び胃腸炎 3 1.4% 2.0	 1.7	
A49 部位不明の細菌感染症 3 1.4% 0.3	 5.0	
M30 結節性多発動脈炎及び関連病態（川崎病） 3 1.4% 1.3	 13.3	
P00 母体の病態により影響を受けた胎児及び新生児 3 1.4% 0.0	 7.0	

外　科

ICD-10 疾患名（ＩＣＤ− 10　中分類名称に準ずる） 患者数 比率 平均年齢 平均在
院日数

C50 乳房の悪性新生物 297 14.9% 60.5	 9.8	
C16 胃の悪性新生物 272 13.6% 67.3	 14.3	
C18 結腸の悪性新生物 158 7.9% 70.5	 21.2	
K40 そけいヘルニア 123 6.2% 69.4	 6.3	
K80 胆石症 121 6.1% 64.9	 11.4	
C15 食道の悪性新生物 101 5.1% 66.2	 28.0	
C78 呼吸器及び消化器の続発性悪性新生物 93 4.7% 67.2	 20.4	
C22 肝及び肝内胆管の悪性新生物 89 4.5% 73.1	 18.3	
C20 直腸の悪性新生物 68 3.4% 66.7	 25.5	
K56 麻痺性イレウス及び腸閉塞、ヘルニアを伴わないもの 51 2.6% 71.5	 22.6	
C25 膵の悪性新生物 40 2.0% 64.6	 37.0	
K35 急性虫垂炎 38 1.9% 40.5	 8.0	
K83 胆道のその他の疾患 37 1.9% 71.7	 21.5	
C79 その他の部位の続発性悪性新生物 24 1.2% 62.9	 25.2	
D70 無顆粒球症 23 1.2% 64.7	 9.4	
C24 その他の胆道の悪性新生物 21 1.1% 72.0	 67.5	
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整形外科

ICD-10 疾患名（ＩＣＤ− 10　中分類名称に準ずる） 患者数 比率 平均年齢 平均在
院日数

M16 股関節症（股関節部の関節症） 212 13.7% 66.2	 38.0	
M48 その他の脊椎症 178 11.5% 71.3	 28.5	
M17 膝関節症（膝の関節症） 134 8.7% 73.8	 36.7	
S52 前腕の骨折 96 6.2% 52.0	 7.1	
S42 肩及び上腕の骨折 75 4.9% 34.8	 10.3	
M43 その他の変形性脊柱障害 67 4.3% 64.3	 22.1	
S83 膝の関節及び靭帯の脱臼、捻挫及びストレイン 63 4.1% 28.1	 30.5	
S62 手首及び手の骨折 55 3.6% 27.9	 3.1	
M47 脊椎症 54 3.5% 67.3	 27.4	
M23 膝内障 49 3.2% 30.2	 29.8	
M19 その他の関節症 35 2.3% 61.5	 13.2	
S82 下腿の骨折、足首を含む 35 2.3% 38.1	 37.7	
S72 大腿骨骨折 32 2.1% 73.3	 44.7	
G56 上肢の単ニューロパチー 28 1.8% 63.0	 5.5	
M24 その他の明示された関節内障 28 1.8% 42.0	 16.0	
M51 その他の椎間板障害 21 1.4% 52.3	 26.5	
M84 骨の癒合障害 21 1.4% 59.8	 25.1	
T84 体内整形外科的プロステーシス、挿入物及び移植片の合併症 18 1.2% 64.3	 48.4	
M06 その他の関節リウマチ 17 1.1% 64.4	 25.3	
M65 滑膜炎及び腱鞘炎 17 1.1% 49.5	 14.5	

形成外科

ICD-10 疾患名（ＩＣＤ− 10　中分類名称に準ずる） 患者数 比率 平均年齢 平均在
院日数

I83 下肢の静脈瘤 79 29.3% 66.3	 5.5	
H02 眼瞼のその他の障害（眼瞼下垂） 23 8.5% 74.8	 4.7	
N18 慢性腎不全（シャント造設） 22 8.1% 70.1	 3.3	
D17 良性脂肪腫性新生物 16 5.9% 53.8	 4.4	
S02 頭蓋骨及び顔面骨の骨折 12 4.4% 47.4	 9.7	
C50 乳房の悪性新生物 11 4.1% 49.2	 6.0	
L90 皮膚の萎縮性障害 8 3.0% 41.5	 12.8	
L97 下肢の潰瘍、他に分類されないもの 8 3.0% 58.3	 41.9	
L75 アポクリン汗腺の障害 6 2.2% 37.5	 5.2	
L98 皮膚及び皮下組織のその他の障害 6 2.2% 69.2	 31.7	
I70 アテローム硬化症 5 1.9% 74.6	 24.2	
L89 褥瘡性潰瘍 5 1.9% 54.2	 50.6	
L03 蜂巣炎 4 1.5% 66.8	 15.8	
L91 皮膚の肥厚性障害 4 1.5% 25.0	 4.5	
D18 血管腫及びリンパ管腫、全ての部位 3 1.1% 43.3	 5.0	
D22 メラニン細胞性母斑 3 1.1% 2.3	 3.0	
D36 その他の部位の良性新生物 3 1.1% 30.7	 4.7	
K42 臍ヘルニア 3 1.1% 22.0	 3.0	
M67 滑膜及び腱のその他の障害 3 1.1% 56.0	 6.0	
Q17 耳のその他の先天奇形 3 1.1% 0.7	 3.0	
R02 壊疽、他に分類されないもの 3 1.1% 78.3 50.3 
C44 皮膚その他の悪性新生物 3 1.1% 65.7 16.3 
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脳神経外科

ICD-10 疾患名（ＩＣＤ− 10　中分類名称に準ずる） 患者数 比率 平均年齢 平均在
院日数

C79 その他の部位の続発性悪性新生物 261 26.9% 66.2	 3.9	
I63 脳梗塞 147 15.2% 73.6	 22.1	
I61 脳内出血 109 11.2% 67.6	 26.8	
I67 その他の脳血管疾患 70 7.2% 59.8	 9.6	
S06 頭蓋内損傷 49 5.1% 64.4	 15.7	
I62 その他の非外傷性頭蓋内出血（慢性硬膜下血腫） 37 3.8% 75.3	 9.9	
I60 くも膜下出血 36 3.7% 62.2	 28.9	
I65 脳実質外動脈の閉塞及び狭窄、脳梗塞に至らなかったもの 33 3.4% 70.8	 9.9	
G40 てんかん 29 3.0% 56.6	 4.8	
D32 髄膜の良性新生物 21 2.2% 65.0	 14.8	
C71 脳の悪性新生物 18 1.9% 58.9	 35.3	
I46 心停止 15 1.5% 72.1	 1.5	
D33 脳及び中枢神経系のその他の部位の良性新生物 14 1.4% 58.6	 9.9	
G41 てんかん重責状態 13 1.3% 60.8	 9.2	
D35 内分泌腺の良性新生物（下垂体腫瘍） 10 1.0% 60.2	 9.7	

心臓血管外科

ICD-10 疾患名（ＩＣＤ− 10　中分類名称に準ずる） 患者数 比率 平均年齢 平均在
院日数

C34 気管支及び肺の悪性新生物 40 14.4% 73.2	 16.9	
I20 狭心症 31 11.2% 67.5	 27.4	
I71 大動脈瘤及び解離 26 9.4% 71.2	 27.2	
C78 呼吸器及び消化器の続発性悪性新生物 24 8.6% 67.1	 13.0	
I35 非リウマチ性大動脈弁障害 12 4.3% 69.5	 39.9	
J93 気胸 10 3.6% 61.4	 11.8	
I34 非リウマチ性僧房弁障害 9 3.2% 62.7	 30.4	
Z12 新生物の特殊スクリーニング検査 9 3.2% 78.0	 5.4	
C45 中皮腫 8 2.9% 70.4	 16.6	
I50 心不全 8 2.9% 75.4	 21.0	
D14 中耳及び呼吸器系の良性新生物 7 2.5% 62.9	 12.3	
J86 膿胸 7 2.5% 71.7	 29.0	
I08 連合弁膜症 6 2.2% 74.0	 34.7	
C77 リンパ節の続発性悪性新生物 5 1.8% 70.8	 23.4	
I33 急性及び亜急性心内膜炎 4 1.4% 66.8	 36.0	
I72 その他の動脈瘤 4 1.4% 74.0	 9.5	
J84 その他の間質性肺疾患 4 1.4% 74.3	 34.5	
C18 結腸の悪性新生物 3 1.1% 71.0	 13.3	
J85 肺及び縦隔の膿瘍 3 1.1% 71.7	 16.7	
J98 その他の呼吸器障害 3 1.1% 83.3	 8.0	
T82 心臓及び血管のプロステーシス、挿入物及び移植片の合併症 3 1.1% 61.3	 32.3	
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皮膚科

ICD-10 疾患名（ＩＣＤ− 10　中分類名称に準ずる） 患者数 比率 平均年齢 平均在
院日数

B02 帯状疱疹 40 38.8% 74.4	 7.6	
L03 蜂巣炎 13 12.6% 67.5	 10.7	
C44 皮膚のその他の悪性新生物 10 9.7% 72.4	 9.1	
A46 丹毒 4 3.9% 73.5	 8.8	
L12 類天疱瘡 3 2.9% 91.3	 28.3	
L27 摂取物質による皮膚炎 3 2.9% 64.3	 9.0	
L57 非電離放射線の慢性暴露による皮膚変化（日光角化症） 3 2.9% 80.7	 12.7	
D03 上皮内黒色腫 2 1.9% 67.0	 15.5	
E11 インスリン非依存性糖尿病（ＮＩＤＤＭ） 2 1.9% 60.5	 20.0	
L10 天疱瘡 2 1.9% 57.0	 41.5	
L51 多形紅斑 2 1.9% 67.5	 16.5	
L72 皮膚及び皮下組織の毛包のう胞 2 1.9% 66.0	 3.5	

泌尿器科

ICD-10 疾患名（ＩＣＤ− 10　中分類名称に準ずる） 患者数 比率 平均年齢 平均在
院日数

C61 前立腺の悪性新生物 270 25.5% 71.7	 10.5	
Z12 新生物の特殊スクリーニング検査（前立腺生検目的） 133 12.5% 68.3	 3.3	
D09 その他の部位の上皮内癌（膀胱の上皮内癌） 130 12.3% 70.6	 8.0	
N20 腎結石及び尿管結石 120 11.3% 59.4	 7.0	
N40 前立腺肥大 74 7.0% 70.9	 8.4	
C67 膀胱の悪性新生物 63 5.9% 70.3	 17.4	
C64 腎盂を除く腎の悪性新生物 53 5.0% 70.1	 20.3	
N10 急性尿細管間質性腎炎 19 1.8% 69.9	 10.6	
N13 閉塞性尿路疾患及び逆流性尿路疾患 19 1.8% 60.9	 5.4	
C66 尿管の悪性新生物 18 1.7% 66.1	 16.2	
N21 下部尿路結石 16 1.5% 71.0	 7.0	
R33 尿閉 13 1.2% 72.5	 8.3	
D41 腎尿路の性状不詳または不明の新生物 12 1.1% 69.0	 8.0	
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産　科

ICD-10 疾患名（ＩＣＤ− 10　中分類名称に準ずる） 患者数 比率 平均年齢 平均在
院日数

O80 単胎自然分娩 338 51.6% 30.9	 6.8	
O82 帝王切開による単胎分娩 87 13.3% 34.0	 13.6	
O81 鉗子分娩及び吸引分娩による単胎分娩 66 10.1% 32.8	 8.1	
O47 偽陣痛 58 8.9% 31.7	 12.2	
O02 受胎のその他の異常生成物 24 3.7% 34.2	 4.0	
O00 子宮外妊娠 13 2.0% 31.3	 10.0	
O20 妊娠早期の出血 8 1.2% 33.9	 24.6	
O21 過度の妊娠嘔吐 7 1.1% 32.9	 15.1	

婦人科

ICD-10 疾患名（ＩＣＤ− 10　中分類名称に準ずる） 患者数 比率 平均年齢 平均在
院日数

C54 子宮体部の悪性新生物 119 14.1% 59.1	 8.0	
D27 卵巣の良性新生物 92 10.9% 47.8	 10.6	
C56 卵巣の悪性新生物 88 10.5% 55.0	 14.7	
D06 子宮頚部の上皮内癌 65 7.7% 40.1	 5.8	
C53 子宮頚部の悪性新生物 60 7.1% 56.4	 22.0	
D25 子宮平滑筋腫 58 6.9% 44.6	 11.0	
N85 子宮のその他の非炎症性障害、子宮頚部除く 42 5.0% 49.9	 3.2	
C78 呼吸器及び消化器の続発性悪性新生物 32 3.8% 59.9	 13.3	
N80 子宮内膜症 26 3.1% 40.5	 11.1	
Z12 新生物の特殊スクリーニング検査 26 3.1% 48.9	 3.0	
D39 女性生殖器の性状不詳または不明の新生物（境界悪性） 20 2.4% 45.1	 11.8	
N81 女性性器脱 20 2.4% 72.4	 11.5	
N84 女性性器のポリープ 19 2.3% 40.1	 3.6	
N93 子宮及び膣のその他の異常出血 18 2.1% 44.3	 3.5	
N83 卵巣、卵管及び子宮広間膜の非炎症性障害 16 1.9% 44.8	 9.5	
N87 子宮頚部の異型成 13 1.5% 35.9	 3.2	
D70 無顆粒球症 9 1.1% 38.8	 8.3	

眼　科

ICD-10 疾患名（ＩＣＤ− 10　中分類名称に準ずる） 患者数 比率 平均年齢 平均在
院日数

H25 老人性白内障 506 83.5% 74.4	 5.2	
H33 網膜剥離及び裂孔 14 2.3% 56.9	 16.2	
T85 挿入物及び移植片の合併症（眼内レンズの機械的合併症） 13 2.1% 72.6	 11.5	
H43 硝子体の障害 11 1.8% 66.5	 8.4	
H35 網膜症 10 1.7% 67.3	 9.4	
H18 角膜のその他の障害 9 1.5% 74.4	 18.1	
H26 その他の白内障 8 1.3% 67.1	 5.1	
H11 結膜のその他の障害 7 1.2% 77.0	 3.0	
H17 角膜瘢痕及び混濁 6 1.0% 79.2	 20.3	
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耳鼻科

ICD-10 疾患名（ＩＣＤ− 10　中分類名称に準ずる） 患者数 比率 平均年齢 平均在
院日数

J32 慢性副鼻腔炎 46 9.5% 57.6	 8.7	
H91 その他の難聴 42 8.6% 53.9	 7.8	
J35 扁桃及びアデノイドの慢性疾患 35 7.2% 23.3	 9.3	
G51 顔面神経障害 24 4.9% 59.0	 8.5	
D11 大唾液腺の良性新生物 20 4.1% 57.3	 8.4	
J36 扁桃周囲膿瘍 19 3.9% 42.8	 6.9	
C32 喉頭の悪性新生物 18 3.7% 67.7	 28.4	
J38 声帯及び喉頭の疾患、他に分類されないもの 18 3.7% 52.2	 7.3	
H81 前庭機能障害 16 3.3% 68.1	 6.0	
K11 唾液腺疾患 13 2.7% 47.8	 7.8	
C13 下咽頭の悪性新生物 12 2.5% 66.4	 23.0	
C12 梨状陥凹の悪性新生物 11 2.3% 67.7	 47.4	
D34 甲状腺の良性新生物 11 2.3% 59.6	 9.6	
J34 鼻及び副鼻腔のその他の障害 11 2.3% 48.7	 7.3	
C73 甲状腺の悪性新生物 10 2.1% 64.5	 16.8	
H66 化膿性中耳炎 10 2.1% 60.6	 9.8	
H71 中耳真珠腫 10 2.1% 35.0	 9.8	
C02 舌のその他の部位の悪性新生物 9 1.9% 64.8	 27.1	
C10 中咽頭の悪性新生物 7 1.4% 65.9	 46.3	
C77 リンパ節の続発性悪性新生物 7 1.4% 69.7	 15.4	
C11 上咽頭の悪性新生物 6 1.2% 59.8	 40.2	
H65 非化膿性中耳炎 6 1.2% 55.5	 10.8	
Q18 顔面及び頚部のその他の先天奇形 6 1.2% 26.0	 8.3	
C80 原発不明の悪性新生物 5 1.0% 60.6	 18.8	
D18 血管腫及びリンパ管腫、全ての部位 5 1.0% 55.0	 6.4	
J03 急性扁桃炎 5 1.0% 38.2	 7.6	
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口腔外科

ICD-10 疾患名（ＩＣＤ− 10　中分類名称に準ずる） 患者数 比率 平均年齢 平均在
院日数

K04 歯髄及び根尖部歯周組織の疾患 124 35.9% 67.7	 3.5	
K01 埋伏歯 65 18.8% 26.0	 4.2	
K09 口腔部のう胞 37 10.7% 39.6	 5.3	
Q38 舌、口及び咽頭のその他の先天奇形 12 3.5% 2.3	 3.0	
D10 口腔及び咽頭の良性新生物 10 2.9% 63.5	 7.3	
K08 歯及び歯の支持組織のその他の障害 10 2.9% 67.8	 2.7	
D16 骨及び関節軟骨の良性新生物 8 2.3% 43.0	 7.6	
K13 口唇及び口腔粘膜のその他の疾患 8 2.3% 51.9	 7.4	
K05 歯肉炎及び歯周疾患 7 2.0% 69.0	 2.4	
K10 顎骨のその他の疾患 7 2.0% 66.7	 6.4	
K03 歯の硬組織のその他の疾患 6 1.7% 61.8	 2.8	
K07 歯顎顔面（先天）異常［不正咬合を含む］ 6 1.7% 19.8	 13.5	
S02 頭蓋骨及び顔面骨の骨折 6 1.7% 32.2	 8.7	
C03 歯肉の悪性新生物 5 1.4% 75.2	 29.8	
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救急科

ICD-10 疾患名（ＩＣＤ− 10　中分類名称に準ずる） 患者数 比率 平均年齢 平均在
院日数

I46 心停止 87 17.4% 70.6	 4.8	
S06 頭蓋内損傷 36 7.2% 45.7	 10.4	
S72 大腿骨骨折 16 3.2% 77.5	 3.9	
S32 腰椎及び骨盤の骨折 10 2.0% 60.4	 23.1	
A41 その他の敗血症 9 1.8% 76.1	 12.4	
R40 傾眠、昏迷及び昏睡（意識喪失） 9 1.8% 75.2	 3.4	
S36 腹腔内臓器の損傷 9 1.8% 32.9	 6.8	
G40 てんかん 8 1.6% 67.0	 13.3	
I63 脳梗塞 8 1.6% 74.5	 15.0	
S82 下腿の骨折、足首を含む 8 1.6% 62.1	 5.5	
T17 気道内異物 8 1.6% 82.0	 11.1	
J15 細菌性肺炎 7 1.4% 78.3	 27.0	
S22 肋骨、胸骨及び胸椎骨折 7 1.4% 59.7	 6.9	
S30 腹部、下背部及び骨盤部の表在損傷 7 1.4% 52.3	 5.7	
S42 肩及び上腕の骨折 7 1.4% 60.4	 6.9	
T02 多部位の骨折 7 1.4% 62.4	 33.6	
E11 インスリン非依存性糖尿病（ＮＩＤＤＭ） 6 1.2% 75.7	 13.5	
E87 電解質及び酸塩基平衡障害 6 1.2% 74.7	 5.5	
I50 心不全 6 1.2% 78.7	 8.7	
J69 固形物及び液状物による肺臓炎（誤嚥性肺炎） 6 1.2% 70.3	 19.5	
S02 頭蓋骨及び顔面骨の骨折 6 1.2% 25.3	 3.5	
I21 急性心筋梗塞 5 1.0% 76.6	 1.0	
I71 大動脈瘤及び解離 5 1.0% 75.8	 3.0	
J13 肺炎レンサ球菌による肺炎 5 1.0% 82.4	 12.6	
J46 喘息発作重積状態 5 1.0% 60.6	 3.8	
N10 急性尿細管間質性腎炎 5 1.0% 74.6	 34.2	
S00 頭部の表在損傷 5 1.0% 61.2	 3.6	
S14 頚部の神経及び脊髄の損傷 5 1.0% 56.8	 16.4	
T67 熱及び光線の作用（熱中症） 5 1.0% 60.0	 28.0	
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高度医療

診療科別診療単価
1人1日当たり単価（入院） 1人1日当たり単価（外来）

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

内科 76,934 79,593 77,456 15,998 15,895 15,447

内科（消化器）（再掲） 49,027 51,055 51,508 13,614 13,727 13,788

内科（血糖腎呼）（再掲） 44,306 43,733 41,966 20,410 19,849 18,917

内科（脳神経）（再掲） − − 49,972 − − 12,474

循環器内科（再掲） 121,180 122,605 112,432 13,451 13,352 13,019

救急科 − − 65,859 − − 19,765

精神科 21,586 21,638 21,911 4,437 4,658 4,837

神経内科 − − − 6,004 − −

小児科 50,430 50,902 49,983 18,118 24,668 28,777

外科 58,265 61,408 62,233 23,270 24,206 28,636

外科（消化器）（再掲） − 75,495 76,274 − 20,610 24,314

外科（乳腺）（再掲） − 59,963 63,509 − 31,748 37,610

整形外科 54,499 55,757 59,337 7,412 7,476 7,884

形成外科 43,087 49,600 56,411 6,128 6,396 9,174

脳神経外科 92,849 90,819 97,893 18,227 17,865 14,272

心臓血管外科 119,561 120,068 107,474 13,057 11,831 13,389

皮膚科 40,614 48,277 45,392 3,467 4,152 4,877

泌尿器科 51,947 52,072 56,532 18,829 20,917 19,213

産婦人科 61,562 63,411 67,607 14,996 15,687 14,742

眼科 71,087 72,307 84,480 6,513 6,353 6,682

耳	鼻	咽	喉	科 41,182 44,577 51,992 7,580 8,706 9,354

リハビリテーション科 − − − 3,120 2,710 2,722

放射線科 − − − 18,251 21,790 20,354

放射線治療科（再掲） − − − 16,838 19,627 19,365

麻酔科 − − − − − 4,667

口腔外科 47,561 56,693 60,232 8,430 8,948 8,764

医療相談科（健診部） − − − 54,620 48,168 54,073

合　　　計 65,978 68,154 70,245 13,130 13,605 13,971



20

診療科別手術件数

診療科別手術件数

 

麻酔法別件数（平成２４年度）
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平成２２年度

平成２３年度

平成２４年度

22 23 24 22 23 24 22 23 24 22 23 24 22 23 24 22 23 24 22 23 24 22 23 24 22 23 24 22 23 24 22 23 24 22 23 2422 23 24

麻酔法別件数（平成24年度）

平成２２年度 循環器 外科 整形 形成 脳外 心外 皮膚 泌尿 産婦 眼科 耳鼻 口腔 合計
緊急 140 132 85 138 27 0 20 84 18 14 9 667
予定 2 806 2,043 607 176 358 11 362 348 764 354 265 6,096
合計 2 946 2,175 692 314 385 11 82 432 782 368 274 6,763

平成２３年度 循環器 外科 整形 形成 脳外 心外 皮膚 泌尿 産婦 眼科 耳鼻 口腔 合計
緊急 176 157 77 116 36 1 27 107 21 11 1 730
予定 12 812 1,928 675 161 351 28 378 397 745 397 253 6,137
合計 12 988 2,085 752 277 387 29 405 504 766 408 254 6,867

平成２４年度 循環器 外科 整形 形成 脳外 心外 皮膚 泌尿 産婦 眼科 耳鼻 口腔 救急 合計
緊急 0 178 155 93 131 33 2 18 84 24 13 3 22 756
予定 11 903 1,777 722 171 309 56 410 522 969 361 319 0 6,530
合計 11 1,081 1,932 815 302 342 58 428 606 993 374 322 22 7,286

3
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入院患者におけるリハビリテーション実施率

外来化学療法実施件数

入院患者におけるリハビリテーション実施率
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救急患者数推移（時間内・時間外別）

救急患者入院数推移（時間内・時間外別）

1,311 1,188 1,174

3,380 3,300 3,347

883 860 1,216

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

平成22年度 平成23年度 平成24年度

時間内

時間外・休日

深夜

1,311 1,188 1,174

3,380 3,300 3,347

883 860 1,216

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

平成22年度 平成23年度 平成24年度

時間内

時間外・休日

深夜

救急医療

救急患者数推移（時間内・時間外別）

救急患者入院数推移（時間内・時間外別）



23

救急車搬送患者数推移（時間内・時間外別）

診療科別救急患者数（平成２４年度）

1,534 1,521
1,982

1,157 1,096

1,380

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

平成22年度 平成23年度 平成24年度

外来

入院

2,060

719

341

1000896

49 0 61

444 370
74 190

38

798

65 17
161

744

3 130 50 31
0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

救急車搬送患者数推移（外来・入院別）

診療科別救急患者数（平成24年度）



24

地域医療

診療圏地域別患者構成比（平成24年度）

南あわじ市

洲本市

淡路市

明石市

姫路市

新温泉町

香美町

豊岡市
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上郡町

赤穂市

朝来市
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市川町

福崎町

姫路市

高砂市
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小野市

加西市 加東市

三木市

神戸市稲美町

播磨町

太子町

たつの市

相生市

芦屋市

西宮市

尼崎市

伊丹市

川西市
箕面市

池田市

猪名川町 能勢町

豊能町

宝塚市

三田市

篠山市

丹波市

多可町

西脇市

豊中市

大阪市

吹田市

淡路二次医療圏

神戸二次医療圏

中播磨二次医療圏

西播磨二次医療圏

北播磨二次医療圏

阪神北二次医療圏

丹波二次医療圏

但馬二次医療圏

東播磨二次医療圏

阪神南二次医療圏

大阪市二次医療圏

豊能二次医療圏（大阪府）

（大阪府）

0 5 10㎞

関西労災病院関西労災病院

実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比

％ ％ ％ ％

尼崎市 449,236 8,914 59.3 51 0.3 183,560 60.4 1,821 0.6
西宮市 484,516 1,640 10.9 7 0.0 35,178 11.6 559 0.2
芦屋市 94,105 313 2.1 0 - 5,733 1.9 11 0.0
小計 1,027,857 10,867 72.3 58 0.3 224,471 73.8 2,391 0.8

197,160 1,320 8.8 19 0.1 27,162 8.9 377 0.1
228,051 1,008 6.7 9 0.1 21,619 7.1 249 0.1
4,102,568 842 5.6 12 0.1 15,502 5.1 317 0.1
8,851,237 832 5.5 11 0.1 13,083 4.3 345 0.1
2,618,498 25 0.2 1 0.0 381 0.1 4 0.0
1,384,648 19 0.1 0 - 436 0.1 1 0.0
982,510 12 0.1 0 - 215 0.1 5 0.0

－ 114 0.8 0 - 1220 0.4 7 0.0

－ 15,039 100.0 110 0.7 304,089 100.0 3,696 1.2

京都府
奈良県
和歌山県
その他県外

合　　　計

労災患者

大阪府

人口
（Ｈ25.4現在）

入院患者 外来患者
労災患者

兵
庫
県

阪
神
南
医
療
圏

伊丹市
宝塚市

その他の兵庫県内
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紹介率・紹介件数の推移

逆紹介率・逆紹介件数の推移
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《 凡　例 》

　学術業績集
　  １．収載範囲

　この学術業績集は平成24年1月より12月までに発表された学会、研究会発表、論文、
テレビ・ラジオ講演、新聞等公にされた記事で、著者が関西労災病院に所属し、関西労
災病院の所属名で発表・掲載された学術業績を集録した。学会・研究会等の座長、およ
び院内職員のみ対象の講演・発表はこの業績集には含まない。
　また、学会・研究会での発表ならびに掲載論文・著書については、医学・医療に関す
るものに限って掲載した。

　  ２．各科毎に下記のように構成した
（1）論文・著書
　a　論文発表
　　　表題
　　　著者名
　　　掲載誌名、巻（または号）、始頁−終頁、発行西暦年
　b　著書
　　　表題
　　　書名、始頁−終頁、発行所、発行西暦年
（2）学会報告（国際学会→国内学会）
　　　演題
　　　発表者名
　　　発表学会名、発表年月日、地名
（3）講演会やテレビ出演
　　　表題
　　　発表者名
　　　講演会名（番組名）、発表年月日（収録年月日）、地名
（4）主催研究会
　　　主催者名
　　　研究会名、開催年月日、地名

　  ３．配　列
（1）論文発表・著書
　　　誌名（著書名）の欧文（アルファベット順）、和文（50音順）、ページ順。
（2）学会報告、講演会やテレビ出演、主催研究会
　　　開催日順に配列　　　　
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内　　科
論文・著書

●長期CAPD後に生体腎移植を施行し消化器症状と心機能
が改善した1例

金子哲也、川端裕彰、新畑覚也、坂口悠介、鈴木　朗、勝二達也、
岡田倫之、矢澤浩治、山口誓司、椿原美治

透析会誌 45（5）:407-412,2012

●急性腎不全（ARF）/急性腎傷害（障害）（AKⅠ）の診断と治
療

和泉雅章
腎臓内科レジデントマニュアル改訂第6版 p.74-91 診断と治療社 2012

●腎疾患の検査法7腎臓超音波検査（腎エコー、腎血流
Doppler法）

和泉雅章
腎臓内科レジデントマニュアル改訂第6版 p.490-496 診断と治療社 2012

●日本人2型糖尿病患者における、グリメピリドからシタ
グリプチンへの切り替えによる血糖コントロールへの影
響に関する検討

林　功、光井絵理、森川有佳、佐々木周伍、山本裕一、五郎川伸一、
山本恒彦、長谷川吉昭、福井威士、篠崎一哉、中田信輔、渡辺伸明、

橋本　創、長尾和宏、久保田稔
医学と薬学 67（3）:455-461,2012

●運動指導のコツ

真田将幸、林　功
月刊糖尿病 4（4）:77-81,2012

●【徹底解明!糖尿病にまつわる常識・非常識　あなたは
どこまで正確に答えられますか?】 糖尿病の病態編 スト
レスが多いと糖尿病が発症・悪化するって本当?

山本恒彦
糖尿病ケア 9（11）:1017-1020,2012

●再発・難治性多発性骨髄腫に対するweekly bortezomib
投与の後方視的研究

小高泰一、常峰紘子、為金　現、伊福秀貴、橋本光司、高塚広行、飯田正人、
西浦哲雄、工藤直子、岡本隆弘

新薬と臨床 61（11）:125-130,2012

  学会報告
●透析期間と移植後のミネラル異常の関係は、副甲状腺の

形態学的な変化により説明できる：The Ultrasonographical 
Evaluation of Parathyroid Hypertrophy （USE-PTH）study

冨田弘道、濱野高行、市丸直嗣、藤井直彦、松井　功、楽木宏実、
高原史郎、猪阪善隆

第23回日本腎性骨症研究会 2012.2.25 東京都

●活性型ビタミンD製剤が腎移植後悪性腫瘍の発生を抑制
する可能性

小尾佳嗣、濱野高行、市丸直嗣、冨田弘道、藤井直彦、松井　功、
貝森淳哉、楽木宏実、高原史郎、猪阪善隆

第23回日本腎性骨症研究会 2012.2.25 東京都

●保存期糖尿病合併腎不全においてOPG は心血管病予測
因子としてCACSを代替するだけでなく、より優れたバ
イオマーカーである

中野智香子、濱野高行、藤井直彦、松井　功、冨田弘道、三上聡司、
井上和則、小尾佳嗣、下村明弘、楽木宏実、猪阪善隆

第23回日本腎性骨症研究会 2012.2.25 東京都

●保存期慢性腎臓病患者における、骨ミネラル代謝因子の
eGFR低下に対する影響

藤井直彦、濱野高行、中野智香子、松井　功、三上聡司、冨田弘道、
井上和則、小尾佳嗣、岡田倫之、椿原美治、楽木宏実、猪阪善隆

第23回日本腎性骨症研究会 2012.2.25 東京都

●保存期慢性腎臓病患者における骨密度と心血管イベント
発症の関連

米本佐代子、藤井直彦、濱野高行、中野智香子、松井　功、三上聡司、
冨田弘道、井上和則、小尾佳嗣、楽木宏実、猪阪善隆

第23回日本腎性骨症研究会 2012.2.25 東京都

●高血圧合併糖尿病腎症患者における直接的レニン阻害薬
アリスキレン追加効果の検討

林　功、光井絵理、山本裕一、山本恒彦、久保田稔
第55回日本糖尿病学会年次学術集会 2012.5.17-19 横浜市

●DPP-4阻害薬間での切り替え例における検討

光井絵理、林　功、山本裕一、山本恒彦、久保田稔
第55回日本糖尿病学会年次学術集会 2012.5.17-19 横浜市

●糖尿病患者の舌苔とその関連因子の検討

高野敬子、松岡裕大、伊藤　章、北村龍二、光井絵理、山本裕一、林　功、
山本恒彦、久保田稔、高原充佳、下村伊一郎

第55回日本糖尿病学会年次学術集会 2012.5.17-19 横浜市

●リンパ球性下垂体炎との鑑別を要した Acute Sheehan
症候群の1症例（OEMCC賞受賞）

明神悠太、光井絵理、山本裕一、東　大介、林　功、山本恒彦
第6回大阪内分泌・代謝クリニカルカンファレンス（OEMCC） 2012.6.2

大阪市

●透析医の腎移植に対する意識アンケート

吉矢邦彦、荒川俊雄、和泉雅章、今井信行、喜田智幸、竹岡浩也、
永井博之、野々口博史、藤森　明、吉本明弘、依藤良一、市川靖二、

江尻一成、藤井直彦、関田憲一、赤塚東司雄、大山敦嗣
第57回透析医学会学術集会 2012.6.22 札幌市

●エリスロポエチン抵抗性貧血の原因が、寒冷凝集素によ
る溶血性貧血であった1症例

冨田弘道、木村良紀、青木克憲、依藤秀樹、金子哲也、和泉雅章、
岩佐敏生、森頴太郎、橋本光司

第57回透析医学会学術集会 2012.6.24 札幌市

●激しい皮膚掻痒感を呈し、プレガバリン投与により透析
継続が可能になったFabry病の1例

青木克憲、木村良紀、依藤秀樹、冨田弘道、金子哲也、横川朋子、
和泉雅章、世良英子、上松正朗、山中隆嗣

第57回透析医学会学術集会 2012.6.24 札幌市
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●著明な下垂体腫大を伴ったacute Sheehan症候群の1症
例

明神悠太、光井絵理、東　大介、林　功、山本恒彦
第198回日本内科学会近畿地方会 2012.9.8 京都市

●抗癌剤治療後にPR3-ANCA陽性急速進行性腎炎症候群を
生じた1例

木村良紀、大田南欧美、眞野圭司、中田裕人、金子哲也、和泉雅章
第70回大阪腎疾患研究会 2012.9.21 大阪市

●Efficacy and safety of L-AMB as empirical antifungal therapy in 
FN of hematological disease

Hashimoto K, Shibayama H, Ishikawa J, Take H, Nakagawa M, 
Hattori H, Sugahara H, Mizuki M, Tamaki T, Matsumura I, 

Kanakura Y
第74回日本血液学会学術集会 2012.10.19-21 京都市

●R-CHOP compared with R-CHOP plus RT for localized DLBCL 
: A retrospective OLSG study

Terada Y, Take H, Shibayama H, Hashimoto K, Kuwayama M, 
Fujii N, Azenishi Y, Maeda Y, Yamagami T, Uoshima N, 

Tsukaguchi M, Semba O, Mitsui H, Ueda S, Soma T, Matuda M, 
Urase F, Kiyoi T, Yoshida H, Sugahara H, Yamashita K, Tominaga N, 
Kubota K, Arima N, Mori S, Tamaki T, Okamoto T, Wada N, Aozasa K, 

Hino M
第74回日本血液学会学術集会 2012.10.19-21 京都市

●検診を契機に発見された偽性副甲状腺機能低下症の1例

松田祥宏、水谷直揮、光井絵理、東　大介、林　功、山本恒彦
第13回日本内分泌学会近畿地方会 2012.10.20 豊中市

●抗生剤加療にて腎機能悪化の進行を阻止しえたPR3-
ANCA陽性急速進行性糸球体腎炎の1例

木村良紀、大田南欧美、眞野圭司、中田裕人、金子哲也、和泉雅章
第42回日本腎臓学会西部学術大会 2012.10.27 沖縄県

●エルトロンボパグ（TPO受容体作動薬）によって血栓性
微小血管障害症（TMA）が生じた1例

大田南欧美、畑中雅喜、山本毅士、楠　康生、岩谷博次、長澤康行、
和泉雅章、楽木宏美、猪阪善隆

第42回日本腎臓学会西部学術大会 2012.10.27 沖縄県

●1型糖尿病と慢性甲状腺炎に悪性貧血を合併した多腺性
自己免疫症候群（APS）の1症例

東　大介、光井絵理、林　功、山本恒彦、橋本光司、久保田稔
第49回日本糖尿病学会近畿地方会 2011.11.17 京都市

●グリニド製剤を使用して血糖コントロールし得た症例

東　大介、光井絵理、林　功、山本恒彦
第1回武庫川糖尿病カンファレンス 2012.12.13 尼崎市

●インスリンにて糖毒性解除後 GLP-1受容体作動薬に切
り替え 奏効した症例

光井絵理、東　大介、林　功、山本恒彦
第1回武庫川糖尿病カンファレンス 2012.12.13 尼崎市

講演会やテレビ出演
●女性医師の現状・課題と自治体病院の現状

林　功
兵庫県議会自由民主党議員団勉強会 2012.1.16 神戸市

●糖尿病ケアにおけるデバイス −色々な施設から学ぶ、
療養指導の創意工夫

林　功
第6回糖尿病療養指導看護セミナー～夢舞台meeting ～ 2012.1.21 淡路市

●当院におけるフットケア外来の実際

布谷容子、光井絵理、山本裕一、林　功、山本恒彦
第4回関西糖尿病療養指導・看護研究会 2012.2.25 神戸市

●CKD治療最前線 -クレメジンの大規模試験（EPPⅠC）への
期待

中西　健、西　愼一、和泉雅章、城戸秀典
Round-table Discussion 2012.3.21 神戸市

●当院におけるCSⅡ患者の特徴

林　功
最新の糖尿病治療を考える会in尼崎 2012.4.12 尼崎市

●PNHについて

橋本光司
兵庫PNH研究会 2012.4.20 尼崎市

●透析患者さん、長生きのヒント

金子哲也
三上クリニック患者会 2012.4.22 尼崎市

●DPP4製剤がもたらした糖尿病治療の変化

山本恒彦
阪神MT臨床フォーラム 2012.4.26 尼崎市

●膵β細胞から視た糖尿病治療戦略

山本恒彦
尼崎市医師会内科医会学術講演会 2012.5.9 尼崎市

●行動医学からみた2型糖尿病患者の特徴

林　功
糖尿病談話会 2012.6.2 西宮市

●糖尿病地域連携について −吹田市・尼崎市での経験か
ら

林　功
西神戸糖尿病談話会 2012.7.5 神戸市

●糖尿病の最近の治療法について

山本恒彦
第一三共MR研修会 2012.7.20 尼崎市
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●慢性腎臓病（CKD）診療における腎生検の適応と意義 特
にⅠgA腎症の診断と治療を中心として

和泉雅章
第17回塚口病診連携研究会 2012.7.21 尼崎市

●脂質異常症について

山本恒彦
レムナントと動脈硬化を考える会 2012.7.23 西宮市

●MRⅠにて詳細にfollowしたacute Sheehan症候群の1症例

明神悠太、光井絵理、山本裕一、東　大介、林　功、山本恒彦
第2回Osaka Hypothalamo-Pituitary Academic Meeting （OHPAM） 

2012.9.14 大阪市

●糖尿病診療のポイント

山本恒彦
第7回伊丹平成カンファレンス 2012.9.15 伊丹市

●関西労災病院における糖尿病治療について

山本恒彦
サノフィ・アベンティス社内勉強会講演 2012.9.20 尼崎市

●生活習慣病における動機づけ面接 −食行動・選択行動
の心理学−

林　功
第18回内分泌糖尿病心理研究会 2012.10.4 大阪市

●透析室における感染対策

和泉雅章
医療法人社団星晶会安全管理講習会 2012.10.5 伊丹市

●持効型インスリンへのシタグリプチン上乗せ効果
−CGMを用いた検討−

林　功、光井絵理、東　大介、山本恒彦
第10回兵庫県糖尿病フォーラム 2012.10.20 尼崎市

●急性期に診断し、詳細なMRⅠフォローを施行し得た
Sheehan症候群の1症例

明神悠太、光井絵理、山本裕一、東　大介、林　功、山本恒彦
第31回兵庫下垂体疾患症例検討会 2012.11.8 西宮市

●今日からできる糖尿病予防 −糖尿病の合併症について−

山本恒彦
第4回尼崎糖尿病市民フォーラム 2012.11.10 尼崎市

●CKD診療ガイド2012：改訂のポイントとCKDの薬物療
法

和泉雅章
尼崎市内科医会学術講演会 2012.11.11尼崎市

●PNHの1例

須永晃弘、橋本光司
兵庫PNH研究会 2012.11.14 尼崎市

●造血器疾患に合併する真菌感染が疑われる発熱性好中球
減少症に対するL-AMBの有効性と安全性の検討

橋本光司
第44回北摂血液疾患談話会 2012.11.17 大阪市

●1型糖尿病についてのフリーディスカッション

山本恒彦
第11回全国ヤングDMカンファレンス 2012.11.23-24 大阪市

●高齢者糖尿病の治療指針

山本恒彦
西宮市内科医会学術勉強会 2012.11.28 西宮市

●動脈硬化進展抑制を目指した新たな糖尿病治療戦略

林　功、光井絵理、東　大介、山本恒彦
第1回武庫川糖尿病カンファレンス 2012.12.13 尼崎市

●糖尿病患者の足病変 −病態生理から治療まで−

山本恒彦
糖尿病合併症重症化予防（フットケア）研修 兵庫県看護協会 2012.12.15-16 

関西労災病院

主催研究会
●

橋本光司
第12回南兵庫臨床血液セミナー 2012.3.30 神戸市

●
山本恒彦

第1回武庫川糖尿病カンファレンス 2012.12.13 尼崎市
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消化器内科
論文・著書

●Dynamics of regulatory T cells and plasmacytoid dendritic 
cells as immune markers for virological response in pegylated 
interferon-α and ribavirin therapy for chronic hepatitis C 
patients

Kanto T, Inoue M, Oze T, Miyazaki M, Sakakibara M, Kakita N, 
Matsubara T, Higashitani K, Hagiwara H, Iio S, Katayama K, Mita E, 

Kasahara A, Hiramatsu N, Takehara T, Hayashi N
J Gastroenterol 47（2）:169-178,2012

●Reducing Peg-ⅠFN doses causes later virologic response or 
no response in HCV genotype 1 patients treated with Peg-ⅠFN 
alfa-2b plus ribavirin

Oze T, Hiramatsu N, Song C, Yakushijin T, Iio S, Doi Y, 
Oshita M, Hagiwara H, Mita E, Ito T, Inui Y, Hijioka T, Tamura S, 

Yoshihara H, Inoue A, Imai Y, Hayashi E, Kato M, Miyazaki M, 
Hosui A, Miyagi T, Yoshida Y, Tatsumi T, Kiso S, Kanto T, Kasahara A, 

Hayashi N, Takehara T
J Gastroenterol 47（3）:334-342,2012

●Long-term effect of lamivudine treatment on the incidence of 
hepatocellular carcinoma in patients with hepatitis B virus 
infection

Kurokawa M, Hiramatsu N, Oze T, Yakushijin T, Miyazaki M, Hosui A, 
Miyagi T, Yoshida Y, Ishida H, Tatsumi T, Kiso S, Kanto T, Kasahara A, 

Iio S, Doi Y, Yamada A, Oshita M, Kaneko A, Mochizuki K,
Hagiwara H, Mita E, Ito T, Inui Y, Katayama K, Yoshihara H, Imai Y, 

Hayashi E, Hayashi N, Takehara T
J Gastroenterol 47（5）:577-585,2012

●脂肪肝・脂肪肝炎の診断と治療

萩原秀紀
肝炎診療バイブル改訂第2版 p.213-222 メディカ出版 2012

●肝癌の分類、肝癌の診断

望月　圭
肝炎診療バイブル改訂第2版 p.254-272 メディカ出版 2012

●B型慢性肝炎の治療（インターフェロン治療）、劇症肝炎
の診断と治療

糸瀬一陽
肝炎診療バイブル改訂第2版 p.142-146，p.328-336 メディカ出版 2012

学会報告
●炎症性ポリープによる狭窄症状で発症した潰瘍性大腸炎

の1例

須永晃弘、嶋吉章紀、阿部佳奈子、板倉史晃、小豆澤秀人、戸田万生良、
中村剛之、糸瀬一陽、柄川悟志、牧野　仁、望月　圭、伊藤善基、萩原秀紀、

林　紀夫
日本消化器病学会近畿支部第96回例会 2012.1.28 大阪市

●小腸海綿状血管腫による消化管出血の1例

水谷直揮、小豆澤秀人、嶋吉章紀、阿部佳奈子、板倉史晃、戸田万生良、
中村剛之、糸瀬一陽、柄川悟志、牧野　仁、望月　圭、伊藤善基、萩原秀紀、

林　紀夫
第88回日本消化器内視鏡学会近畿地方会 2012.3.17 大阪市

●特発性食道壁内血腫の2例

村井大毅、中村剛之、嶋吉章紀、阿部佳奈子、板倉史晃、小豆澤秀人、
戸田万生良、糸瀬一陽、柄川悟志、牧野　仁、望月　圭、伊藤善基、

萩原秀紀、林　紀夫
第88回日本消化器内視鏡学会近畿地方会 2012.3.17 大阪市

●当院における下部消化管出血例の検討

戸田万生良、萩原秀紀、嶋吉章紀、板倉史晃、阿部佳奈子、小豆澤秀人、
中村剛之、柄川悟志、糸瀬一陽、牧野　仁、望月　圭、伊藤善基、

林　紀夫
第98回日本消化器病学会総会 2012.4.19-21 東京都

●悪性胃十二指腸狭窄に対する十二指腸ステント留置に関
する検討

板倉史晃、牧野　仁、嶋吉章紀、阿部佳奈子、小豆澤秀人、戸田万生良、
中村剛之、柄川悟志、糸瀬一陽、望月　圭、伊藤善基、萩原秀紀、

林　紀夫
第98回日本消化器病学会総会 2012.4.19-21 東京都

●当院での上部消化管粘膜下腫瘍に対する粘膜切開生検に
よる組織診断の現状

阿部佳奈子、柄川悟志、嶋吉章紀、板倉史晃、小豆澤秀人、戸田万生良、
中村剛之、糸瀬一陽、牧野　仁、望月　圭、伊藤善基、萩原秀紀、

林　紀夫
第83回日本消化器内視鏡学会総会 2012.5.12-14 東京都

●第 二 世 代 プ ロ テ ア ー ゼ 阻 害 剤 併 用 療 法 を 行 っ た
Genotype1型高ウイルス量のC型慢性肝炎症例の検討

萩原秀紀、糸瀬一陽、望月　圭、嶋吉章紀、阿部佳奈子、板倉史晃、
小豆澤秀人、戸田万生良、中村剛之、柄川悟志、牧野　仁、伊藤善基、

林　紀夫
第48回日本肝臓学会総会 2012.6.7-8 金沢市

●C型慢性肝炎に対するペグインターフェロン・リバビリ
ン併用療法における発熱と治療効果へのⅠL28B多型の関
与

糸瀬一陽、萩原秀紀、望月　圭、嶋吉章紀、阿部佳奈子、板倉史晃、
小豆澤秀人、戸田万生良、中村剛之、柄川悟志、牧野　仁、伊藤善基、

林　紀夫
第48回日本肝臓学会総会 2012.6.7-8 金沢市

●実地臨床における肝細胞癌に対するソラフェニブ療法 
−多施設（OLF）共同研究−

今中和穂、山田晃正、片山和宏、今井康陽、尾下正秀、井上敦雄、飯尾禎元、
吉原治正、稲田正己、伊藤敏文、平松直樹、林　紀夫、竹原徹郎

第48回日本肝臓学会総会 2012.6.7-8 金沢市

●C型肝炎におけるPeg-ⅠFN/RBV併用療法の肝発癌抑制
効果について −多施設（OLF）共同研究−

小瀬嗣子、平松直樹、竹原徹郎、薬師神崇行、宮崎昌典、尾下正秀、
萩原秀紀、三田英治、吉原治正、今井康陽、宮城琢也、吉田雄一、

巽　智秀、木曽真一、考藤達哉、笠原章紀、林　紀夫
第48回日本肝臓学会総会 2012.6.7-8 金沢市

●ⅠL-28B SNP minor allele症例におけるPeg-ⅠFN/Ribavirin
併用療法の治療効果に関与する因子について

原田直毅、平松直樹、小瀬嗣子、山田涼子、宮崎正典、薬師神崇行、
飯尾禎元、三田英治、尾下正秀、萩原秀紀、肱岡泰三、片山和宏、
林英二朗、今井康陽、宮城琢也、吉田雄一、木曽真一、考藤達哉、

林　紀夫、竹原徹郎
第16回日本肝臓学会大会 JDDW2012 2012.10.10-13 神戸市
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●肝線維化進展 C 型肝炎に対する Peg-ⅠFN/RBV 併用療
法の短期治療効果および発がん抑制効果について −多
施設（OLF）共同研究−

小瀬嗣子、平松直樹、竹原徹郎、薬師神崇行、宮崎昌典、尾下正秀、
萩原秀紀、三田英治、田村信司、吉原治正、今井康陽、宮城琢也、

吉田雄一、巽　智秀、木曽真一、考藤達哉、笠原章紀、林　紀夫
第48回日本肝臓学会総会 2012.6.7-8 金沢市

●ALT正常C型肝炎に対する抗ウイルス療法の適応：発癌
抑制の見地からの検証

原田直毅、平松直樹、小瀬嗣子、山田涼子、宮崎昌典、薬師神崇行、
吉原治正、尾下正秀、永瀬寿彦、萩原秀紀、三田英治、乾　由明、

福井弘幸、今井康陽、法水　淳、吉田雄一、木曽真一、考藤達哉、笠原章紀、
林　紀夫、竹原徹郎

第48回日本肝臓学会総会 2012.6.7-8 金沢市

●肝癌治癒後症例に対するPeg-ⅠFN/RBV併用療法の発癌
抑制効果について −多施設（OLF）共同研究−

原田直毅、平松直樹、小瀬嗣子、山田涼子、宮崎昌典、薬師神崇行、
飯尾禎元、山田　晃、伊藤敏文、肱岡泰三、稲田正己、片山和宏、
田村信司、井上敦雄、林英二朗、加藤道夫、宮城琢也、巽　智秀、

木曽真一、考藤達哉、笠原章紀、林　紀夫、竹原徹郎
第48回日本肝臓学会総会 2012.6.7-8 金沢市

●C型肝炎に対する第2世代プロテアーゼ阻害剤（TMC435，
MK-7009）の治療効果と安全性について

平松直樹、竹原徹郎、林　紀夫
第48回日本肝臓学会総会 2012.6.7-8 金沢市

●新薬を踏まえた難治性C型肝炎に対するPeg-ⅠFN/RBV
併用療法 −肝発癌抑制の見地から−

平松直樹、林　紀夫、竹原徹郎
第48回日本肝臓学会総会 2012.6.7-8 金沢市

●B型慢性肝疾患に対するエンテカビルの抗ウイルス効果
と発癌抑制効果について −多施設共同研究−

山田涼子、平松直樹、小瀬嗣子、原田直毅、宮崎昌典、薬師神崇行、
加藤道夫、林英二朗、田村信司、肱岡泰三、鈴木都男、福井弘幸、

萩原秀紀、金子 晃、山田　晃、土井喜宣、飯尾禎元、木曽真一、考藤達哉、
笠原章紀、林　紀夫、竹原徹郎

第48回日本肝臓学会総会 2012.6.7-8 金沢市

●特発性腸間膜静脈硬化症の1症例

奥野翔太、土居　哲、吉水祥一、嶋吉章紀、阿部佳奈子、板倉史晃、
小豆澤秀人、戸田万生良、中村剛之、糸瀬一陽、柄川悟志、牧野　仁、

望月　圭、伊藤善基、萩原秀紀、林　紀夫
日本消化器病学会近畿支部第97回例会 2012.9.1 京都市

●胆膵悪性腫瘍に対するTS-1治療中にニューモシスチス
肺炎と考えられる日和見感染症を合併した2症例

糸瀬一陽、嶋吉章紀、板倉史晃、阿部佳奈子、小豆澤秀人、戸田万生良、
中村剛之、柄川悟志、牧野　仁、望月　圭、伊藤善基、萩原秀紀、

林　紀夫
第84回日本消化器内視鏡学会総会 JDDW2012 2012.10.10-13 神戸市

●胃粘膜下腫瘍に対する切開生検の有用性の検討

柄川悟志、嶋吉章紀、板倉史晃、阿部佳奈子、小豆澤秀人、戸田万生良、
中村剛之、糸瀬一陽、牧野　仁、望月　圭、伊藤善基、萩原秀紀、

林　紀夫
第84回日本消化器内視鏡学会総会 JDDW2012 2012.10.10-13 神戸市

●ESDにて一括切除された20mmを超える結節集簇型の早
期胃癌の検討

中村剛之、嶋吉章紀、板倉史晃、阿部佳奈子、小豆澤秀人、戸田万生良、
柄川悟志、糸瀬一陽、牧野　仁、望月　圭、伊藤善基、萩原秀紀、

林　紀夫
第54回日本消化器病学会大会 JDDW2012 2012.10.10-13 神戸市

●当院における内視鏡的止血術の現状と治療抵抗例の検討

嶋吉章紀、牧野　仁、中村剛之、板倉史晃、阿部佳奈子、小豆澤秀人、
戸田万生良、柄川悟志、糸瀬一陽、望月　圭、伊藤善基、萩原秀紀、

林　紀夫
第84回日本消化器内視鏡学会総会 JDDW2012 2012.10.10-13 神戸市

●クローン病小腸狭窄に対するバルーン拡張術の治療成績 
−多施設（OGF）共同研究−

井上隆弘、飯島英樹、山口真二郎、柄川悟志、有本雄貴、富永恒平、
前川　聡、日山智史、新崎信一郎、小森真人、西田　勉、萩原秀紀、

尾下正秀、辻井正彦、久保光彦、竹原徹郎
第84回日本消化器内視鏡学会総会 JDDW2012 2012.10.10-13 神戸市

●肝細胞癌に対するソラフェニブ療法における予後因子の
検討 −多施設共同研究−

今中和穂、山田晃正、片山和宏、今井康陽、尾下正秀、井上敦雄、
飯尾禎治、吉原治正、稲田正己、伊藤敏文、三田英治、福井弘幸、山田　晃、

林英二郎、肱岡泰三、萩原秀紀、永瀬寿彦、平松直樹、林　紀夫、
竹原徹郎

第16回日本肝臓学会大会 JDDW2012 2012.10.10-13 神戸市

●Genotype 1型C型肝炎に対するPeg-ⅠFN/RBV/Vitamin 
D併用療法の有用性について −多施設共同研究−

小瀬嗣子、平松直樹、薬師神崇行、宮崎昌典、飯尾禎元、山田　晃、
萩原秀紀、三田英治、伊藤敏文、稲田正己、吉原治正、今井康陽、林英二朗、

加藤道夫、巽　智秀、木曽真一、考藤達哉、林　紀夫、竹原徹郎
第16回日本肝臓学会大会 JDDW2012 2012.10.10-13 神戸市

●表在性食道癌に対するESD後の長期予後 −阪大ESD 
Study Groupでの多施設長期成績の検討−

辻井芳樹、西田　勉、林　史郎、山本克己、薮田隆正、北村信次、
由雄敏之、道田知樹、中村剛之、柄川悟志、河相直樹、加藤元彦、

山田拓哉、飯島英樹、辻井正彦、竹原徹郎
第84回日本消化器内視鏡学会総会 JDDW2012 2012.10.10-13 神戸市

●C型肝炎に対するPeg-ⅠFN/Ribavirin併用療法の治療後
再燃時期と効果判定について

原田直毅、平松直樹、小瀬嗣子、山田涼子、宮崎正典、薬師神崇行、
土井喜宣、小川弘之、金子　晃、福井弘幸、永瀬寿彦、乾　由明、

田村信司、井上敦雄、巽　智秀、木曽真一、考藤達哉、笠原彰紀、林　紀夫、
竹原徹郎

第16回日本肝臓学会大会 JDDW2012 2012.10.10-13 神戸市
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●B型慢性肝疾患に対するエンテカビルの抗ウイルス効果
ならびに発癌抑制効果について −多施設共同研究ー

山田涼子、平松直樹、小瀬嗣子、原田直毅、宮崎正典、薬師神崇行、
加藤道夫、今井康陽、林英二朗、吉原治正、片山和宏、肱岡泰三、
金子　晃、土井喜宣、飯尾禎元、木曽真一、考藤達哉、笠原彰紀、

林　紀夫、竹原徹郎
第16回日本肝臓学会大会 JDDW2012 2012.10.10-13 神戸市

●B型慢性肝炎に対するPeg-ⅠFNα2a単独投与の長期治療
成績

山田涼子、平松直樹、小瀬嗣子、原田直毅、宮崎正典、薬師神崇行、
今井康陽、吉原治正、伊藤敏文、三田英治、宮城琢也、吉田雄一、

巽　智秀、木曽真一、考藤達哉、笠原彰紀、林　紀夫、竹原徹郎
第16回日本肝臓学会大会 JDDW2012 2012.10.10-13 神戸市

●C 型慢性肝炎におけるⅠFN- λ高産生樹状細胞
（BDCA3+DC）の機能低下 −ⅠL-28B SNP との関連

由雄祥代、考藤達哉、松原徳周、東谷光庸、垣田成庸、平松直樹、
林　紀夫、竹原徹郎

第16回日本肝臓学会大会 JDDW2012 2012.10.10-13 神戸市

●ESD後の適切なフォローアップ法 −多発胃癌に対する
サーベイランスの観点から−

由雄敏之、加藤元彦、西田　勉、山本克己、北村信次、中村剛之、
小森真人、河相直樹、西原彰浩、中西文彦、中原征則、萩山秀治、木下和郎、

辻井正彦、竹原徹郎
第84回日本消化器内視鏡学会総会 JDDW2012 2012.10.10-13 神戸市

●ポリープ様の形態を呈し脂肪腫との併存を認めた十二指
腸血管腫の1例

吉水祥一、土居　哲、嶋吉章紀、阿部佳奈子、板倉史晃、小豆澤秀人、
戸田万生良、中村剛之、糸瀬一陽、柄川悟志、牧野　仁、望月　圭、

伊藤善基、萩原秀紀、林　紀夫
日本消化器内視鏡学会近畿支部第89回支部例会 2012.11.10 大阪市

●多彩な電解質異常を合併したアルコール性肝硬変による
肝不全の1例

菅野皓文、板倉史晃、柄川悟志、糸瀬一陽、牧野　仁、望月　圭、
伊藤善基、萩原秀紀、林　紀夫

第199回日本内科学会近畿地方会 2012.12.8 大阪市

講演会やテレビ出演
●テラプレビルによる新たなC型肝炎治療

糸瀬一陽　
第21回尼崎肝疾患懇話会 2012.1.28 尼崎市

●早期発見で、手術しなくても治せる胃がん・大腸がん

中村剛之
第9回関西ろうさい病院市民公開講座 2012.7.14 西宮市

●新しくなったC型肝炎治療のガイドライン

望月　圭
第22回尼崎肝疾患懇話会 2012.7.21 尼崎市

●透析導入後に肝性脳症を発症した多発性嚢胞腎の1例

板倉史晃
第22回尼崎肝疾患懇話会 2012.7.21 尼崎市

●ウイルス性肝臓病の最新治療について

萩原秀紀
肝炎友の会兵庫支部医療講演会 2012.12.16 尼崎市
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循環器内科
論文・著書

●Successful outside-the-stent stenting for in-stent chronic total 
occlusion in the common iliac artery

Ishihara T, Iida O, Okamoto S, Dohi T, Sato K, Nanto K, 
Fujita M, Watanabe T, Awata M, Sera F, Tanaka N, Ishida Y, Nanto S, 

Uematsu M
Cardiovasc Interv Ther 27（2）:131-136,2012

●Contemporary outcomes after endovascular treatment for aorto-
iliac artery disease

Soga Y, Iida O, Kawasaki D, Yamauchi Y, Suzuki K, Hirano K, 
Koshida R, Kamoi D, Tazaki J, Higashitani M, Shintani Y, 

Yamaoka T, Okazaki S, Suematsu N, Tsuchiya T, Miyashita Y, 
Shinozaki N, Takahashi H; on behalf of REAL-AI investigators

Circ J 76（11）:2697-2704,2012

●Association of diabetes and hemodialysis with ankle pressure 
and ankle-brachial index in Japanese patients with critical limb 
ischemia

Takahara M, Kaneto H, Iida O, Katakami N, Matsuoka TA, Ikeda M, 
Shimomura I

Diabetes Care 35（10）:2000-2004,2012

●Midterm outcomes and risk stratification after endovascular 
therapy for patients with critical limb ischaemia due to isolated 
below-the-knee Lesions

Iida O, Soga Y, Hirano K, Kawasaki D, Suzuki K, Miyashita Y, 
Nanto S, Uematsu M

Eur J Vasc Endovasc Surg 43（3）:313-321,2012

●Anatomical predictors of major adverse  limb events after 
infrapopliteal angioplasty for patients with critical limb ischae
mia due to pure isolated infrapopliteal lesions

Iida O, Soga Y, Kawasaki D, Hirano K, Yamaoka T, Suzuki K, 
Miyashita Y, Yokoi H, Takahara M, Uematsu M

Eur J Vasc Endovasc Surg 44（3）:318-324,2012

●Angiographic restenosis and its cl inical impact after 
infrapopliteal angioplasty

Iida O, Soga Y, Kawasaki D, Hirano K, Yamaoka T, Suzuki K, 
Miyashita Y, Yokoi H, Takahara M, Uematsu M

Eur J Vasc Endovasc Surg 44（4）:425-431,2012

●Ⅰmpact of cilostazol on angiographic restenosis after balloon 
angioplasty for infrapopliteal artery disease in patients with 
critical limb ischemia

Soga Y, Iida O, Kawasaki D, Hirano K, Yamaoka T, Suzuki K
Eur J Vasc Endovasc Surg 44（6）:577-581,2012

●Classif ication and clinical impact of restenosis after 
femoropopliteal stenting.

Tosaka A, Soga Y, Iida O, Ishihara T, Hirano K, Suzuki K, Yokoi H, 
Nanto S, Nobuyoshi M

J Am Coll Cardiol 59（1）:16-23,2012

●Long-term results of direct and indirect endovascular 
revascularization based on the angiosome concept in patients 
with critical limb ischemia presenting with isolated below-the-
knee lesions.

Iida O, Soga Y, Hirano K, Kawasaki D, Suzuki K, Miyashita Y, 
Terashi H, Uematsu M

J Vasc Surg 55（2）:363-370,2012

●ステントの種類によりDAPTの至適投与期間は異なる
か？

粟田政樹
Cardiovascular Contemporary 1（3）:46-53,2012

●佐藤論文に対するeditorial comment

粟田政樹
月刊心臓 44（10）:1256-1257,2012

●心疾患のトータルマネージメントを目指して

渡部徹也
Coronary Intervention 8（1）:96-101,2012

学会報告
●RotablatorとCutting balloonの併用にて高度石灰化病変

の切削に成功した1例

石原隆行
第18回日本心血管インターベンション治療学会　近畿地方会 2012.2.11

豊中市

●重症感染を合併した潰瘍有する重症虚血肢に対し血管内
治療に成功した症例

白記達也
第18回日本心血管インターベンション治療学会　近畿地方会 2012.2.11

豊中市

●ペースメーカ植え込み時におけるリードディスロッジの
検討

渡部徹也
日本不整脈学会第4回植込みデバイス関連冬季大会 2012.2.25-26

福岡県

●CRT-Dの右室リード断線（Sprint Fidelisリード）をきたし、
再挿入を要した1症例

神田貴史
日本不整脈学会第4回植込みデバイス関連冬季大会 2012.2.25-26 福岡県

●Ⅰntegrity of stent polymer layer after drug-eluting stent 
implantation:Ⅰn vivo comparison of drug eluting stents

渡部徹也
第76回日本循環器学会学術集会 2012.3.16-18 福岡市

●Obese patients are more prone to pacemaker lead dislodgment

渡部徹也
第76回日本循環器学会学術集会 2012.3.16-18 福岡市
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●Angioscopic comparison of arterial repair following everolimus- 
and sirolimus-eluting stent implantation in Patients: A 
multicenter angioscopic study

粟田政樹
第76回日本循環器学会学術集会 2012.3.16-18 福岡市

●Angioscopic assessment of peri-stent contrast staining following 
drug-eluting stent implantation

石原隆行
第76回日本循環器学会学術集会 2012.3.16-18 福岡市

●Severity of coronary artery disease affects the prognosis in 
patients with peripheral artery disease

石原隆行
第76回日本循環器学会学術集会 2012.3.16-18 福岡市

●Ⅰnitial and long-term outcomes of endovascular treatment for 
the chronic total occlusions in the aorta and iliac artery

土肥智晴
第76回日本循環器学会学術集会 2012.3.16-18 福岡市

●Long-term result of EVT with stenting for aortoiliac disease 
according to TASC classification

佐藤　圭
第76回日本循環器学会学術集会 2012.3.16-18 福岡市

●Long-term outcomes following endovascular therapy with nitinol 
stenting in the femoropopliteal artery

南都清範
第76回日本循環器学会学術集会 2012.3.16-18 福岡市

●Five-year outcomes following endovascular therapy with nitinol 
stenting for TransAtlantic Ⅰnter-Society ConsensusⅡD lesions 
in the femoro-popliteal segment

飯田卓馬
第76回日本循環器学会学術集会 2012.3.16-18 福岡市

●Predictors of 2-year mortality after endovascular therapy for 
patients with critical limb ischemia

白記達也
第76回日本循環器学会学術集会 2012.3.16-18 福岡市

●Comparison of arterial repair following everolimus- and 
sirolimus-eluting stent implantation in patients: A multicenter 
angioscopic study

Awata M
American College of Cardiology2012 2012.3.24-27 Chicago,IL

●Angiographic restenosis and its clinical impact after below-the-
knee angioplasty

Iida O
American College of Cardiology2012 2012.3.24-27 Chicago,IL

●Optimal heart rate adjustment contributes to the image quality 
in half scan reconstruction with 320-detector row computed 
tomography coronary angiography

Sera F
American College of Cardiology2012 2012.3.24-27 Chicago,IL

●Endovascular therapy for patients aged 80 years or older with 
aorto-iliac lesion

Okamoto S
American College of Cardiology2012 2012.3.24-27 Chicago,IL

●Angioscopic assessment of peri-stent contrast staining following 
drug-eluting stent implantation

Ishihara T
American College of Cardiology2012 2012.3.24-27 Chicago,IL

●Ⅰmpact of perioperative complication after aortoiliac stenting 
for patients with peripheral artery disease 

Sato K
American College of Cardiology2012 2012.3.24-27 Chicago,IL

●Long-term efficacy of endovascular treatment for patients with 
critical limb ischemia due to isolated below the knee lesions

Nanto K
American College of Cardiology2012 2012.3.24-27 Chicago,IL

●Predictors of mortality within 2-year after endovascular therapy 
for patients with critical limb ischemia

Shiraki T
American College of Cardiology2012 2012.3.24-27 Chicago,IL

●心房頻拍のアブレーション後に洞不全症候群が顕在化し
た1例

渡部徹也
第113回日本循環器学会近畿地方会 2012.6.16 大阪市

●ドブタミン離脱困難であったが少量オルプリノンを併用
することにより離脱しえた拡張型心筋症の1例

藤田雅史
第113回日本循環器学会近畿地方会 2012.6.16 大阪市

●右冠動脈分岐部に留置したステントを10カ月後に血管内
視鏡で観察し、露出ストラットを認めた1例

粟田政樹
第113回日本循環器学会近畿地方会 2012.6.16 大阪市

●膝下動脈単独病変による重症虚血肢症例に対する血管内
治療長期成績

飯田　修
第113回日本循環器学会近畿地方会 2012.6.16 大阪市

●80歳以上の患者の大動脈-腸骨動脈領域に対する血管内
治療

岡本　慎
第113回日本循環器学会近畿地方会 2012.6.16 大阪市
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●DES留 置 後 の 追 跡 冠 動 脈 造 影 で 認 め たperi-stent 
contrast staining部位の血管内視鏡所見

石原隆行
第113回日本循環器学会近畿地方会 2012.6.16 大阪市

●浅大腿動脈慢性完全閉塞病変に対し深大腿動脈からの側
副血行路による逆行性アプローチで血行再建し得た1例

石原隆行
第113回日本循環器学会近畿地方会 2012.6.16 大阪市

●大動脈腸骨動脈慢性閉塞病変に対する血管内治療の初期
および遠隔期成績

土肥智晴
第113回日本循環器学会近畿地方会 2012.6.16 大阪市

●当院における重症虚血肢に対する血管内治療の中期成績

南都清範
第113回日本循環器学会近畿地方会 2012.6.16 大阪市

●感染性心内膜炎の診断に苦慮した左室内腫瘤の1例

水上雪香
第113回日本循環器学会近畿地方会 2012.6.16 大阪市

●体表上の穿刺点と透視ガイド下での大腿動脈穿刺点が大
きく異なった一例

飯田卓馬
第113回日本循環器学会近畿地方会 2012.6.16 大阪市

●当院における大腿膝窩動脈領域に対するナイチノールス
テントを用いた血管内治療の長期成績

飯田卓馬
第113回日本循環器学会近畿地方会 2012.6.16 大阪市

●Sprint Fidelisリードの断線をきたしたがLIA機能により
不適切作動を回避しえた1例

神田貴史
第113回日本循環器学会近畿地方会 2012.6.16 大阪市

●当院におけるエベロリムス溶出性ステントの臨床成績の
検討

神田貴史
第113回日本循環器学会近畿地方会 2012.6.16 大阪市

●重症感染を合併した潰瘍を有する重症虚血肢に対し血管
内治療を施行し救肢し得た2症例

白記達也
第113回日本循環器学会近畿地方会 2012.6.16 大阪市

●心房中隔ペーシングおよび心室中隔ペーシングの 有効
性についての検討

渡部徹也
第27回日本不整脈学会学術大会 2012.7.5-7 横浜市

●A young female case of right ventricular outflow ventricular 
tachycardia free from antiarrhythmic agent and devise therapy 
after catheter ablation

神田貴史
第27回日本不整脈学会学術大会 2012.7.5-7 横浜市

●Ⅰnvestigation of relation between inducement of polymorphic 
ventricular tachycardia and ventricular f ibri l lation by 
electrophysiology study and long-term outcomes in the case of 
Brugada type ECG after ergonovine injection

神田貴史
第27回日本不整脈学会学術大会 2012.7.5-7 横浜市

●診療報酬改定による臨床現場でのFFR適応の変化

粟田政樹
Imaging and Physiology Oriented PCI Live Demonstration Course 

2012 2012.7.6-7 和歌山市

●ストレイン／ストレイン・レートの意味するもの

上松正朗
第27回甲信心エコー図セミナー 2012.7.7 長野県

●電子顕微鏡による各種薬剤溶出性ステントポリマー性状
の検討

渡部徹也
CVIT2012第21回 日本心血管インターベンション治療学会・学術集会 

2012.7.12-14 新潟市

●OLⅠVEから学ぶこと

飯田　修
CVIT2012第21回 日本心血管インターベンション治療学会・学術集会 

2012.7.12-14 新潟市

●The optimal solution for SFA treatment with Zilver PTX

飯田　修
CVIT2012第21回 日本心血管インターベンション治療学会・学術集会 

2012.7.12-14 新潟市

●重症虚血肢に対する血管内治療での挑戦

飯田　修
CVIT2012第21回 日本心血管インターベンション治療学会・学術集会 

2012.7.12-14 新潟市

●80歳以下の膝下血管単独病変を有する重症虚血肢患者の
血管内治療成績

岡本　慎
CVIT2012第21回 日本心血管インターベンション治療学会・学術集会 

2012.7.12-14 新潟市

●80歳以上の患者の大動脈―腸骨動脈領域に対する血管内
治療

岡本　慎
CVIT2012第21回 日本心血管インターベンション治療学会・学術集会 

2012.7.12-14 新潟市
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●左主管部に留置したゾタロリムス溶出性ステントの臨床
成績の検討

石原隆行
CVIT2012第21回 日本心血管インターベンション治療学会・学術集会 

2012.7.12-14 新潟市

●薬剤溶出性ステント留置後の追跡冠動脈造影で認めた
peri-stent contrast staining部位の血管内視鏡所見

石原隆行
CVIT2012第21回 日本心血管インターベンション治療学会・学術集会 

2012.7.12-14 新潟市

●大動脈腸骨動脈閉塞に対する自己拡張型ステントの初期
および長期成績：バルーン拡張型ステントとの比較

土肥智晴
CVIT2012第21回 日本心血管インターベンション治療学会・学術集会 

2012.7.12-14 新潟市

●大動脈閉塞性病変に対する血管内治療の中期成績

土肥智晴
CVIT2012第21回 日本心血管インターベンション治療学会・学術集会 

2012.7.12-14 新潟市

●重症虚血肢に対する血管内治療成績；膝下単独病変、膝
下複合病変における比較

佐藤　圭
CVIT2012第21回 日本心血管インターベンション治療学会・学術集会 

2012.7.12-14 新潟市

●大動脈腸骨動脈領域におけるステント治療周術期合併
症、および合併症がもたらす影響

佐藤　圭
CVIT2012第21回 日本心血管インターベンション治療学会・学術集会 

2012.7.12-14 新潟市

●重症虚血肢患者に対する血管内治療の中長期での有効性
の検討

南都清範
CVIT2012第21回 日本心血管インターベンション治療学会・学術集会 

2012.7.12-14 新潟市

●当院における腹部大動脈瘤に対するステントグラフト治
療の臨床成績

南都清範
CVIT2012第21回 日本心血管インターベンション治療学会・学術集会 

2012.7.12-14 新潟市

●ゾタロリムス溶出性ステント留置後の再狭窄規定因子の
検討

水上雪香
CVIT2012第21回 日本心血管インターベンション治療学会・学術集会 

2012.7.12-14 新潟市

●高位前脛骨動脈穿刺にて、右総腸骨動脈起始部から膝下
動脈までの閉塞性病変に対し血行再建に成功した重症虚
血肢の1例

飯田卓馬
CVIT2012第21回 日本心血管インターベンション治療学会・学術集会 

2012.7.12-14 新潟市

●大腿膝窩動脈領域のTASCD病変における、ナイチノー
ルステントを用いた血管内治療の5年間の成績

飯田卓馬
CVIT2012第21回 日本心血管インターベンション治療学会・学術集会 

2012.7.12-14 新潟市

●当院におけるエベロリスム溶出性ステントの臨床成績の
検討

神田貴史
CVIT2012第21回 日本心血管インターベンション治療学会・学術集会 

2012.7.12-14 新潟市

●重症虚血肢に対する血管内治療2年以内の予後予測因子

白記達也
CVIT2012第21回 日本心血管インターベンション治療学会・学術集会 

2012.7.12-14 新潟市

●心臓ＣＴを慢性完全閉塞制病変のPCⅠに活用した1例　
続報

粟田政樹
インターベンショナリストのための心臓ＣＴ研究会 2012.7.12 新潟市

●DAPTの指摘投与期間 内視鏡所見による考察

粟田政樹
座談会　ステントの種類によりDAPTの指摘投与期間は異なるか 

2012.8.11 東京都

●Excimer laser ablation forⅠntra-coronary organic huge thrombus  
in a case of recent myocardial infarction

粟田政樹
Kyungsangdo-Kansai Intervention Summit 2012.8.18 神戸市

●ペースメーカlead dislodgmentに関する検討

渡部徹也
第60回 日本心臓病学会学術集会2012.9.14-16 金沢市

●薬剤溶出性ステント植込み後の各種ステントポリマー性
状の比較：電子顕微鏡による検討

渡部徹也
第60回 日本心臓病学会学術集会2012.9.14-16 金沢市

●拡張型心筋症における冠微小循環障害の検討　プレッ
シャーワイヤーを用いた検討

藤田雅史
第60回 日本心臓病学会学術集会2012.9.14-16 金沢市

●血管内視鏡で観察されるステントの新生内膜被覆形態と
再内皮化の関連性についての検討

粟田政樹
第60回 日本心臓病学会学術集会2012.9.14-16 金沢市

●Long-term efficacy of endovascular therapy for patients with 
critical limb ischemia due to isolated infrapopliteal lesions

飯田　修
第60回 日本心臓病学会学術集会2012.9.14-16 金沢市
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●80歳以上の患者の大動脈腸骨動脈領域に対する血管内治
療

岡本　慎
第60回 日本心臓病学会学術集会2012.9.14-16 金沢市

●下肢閉塞性動脈硬化症患者におけるSYNTAX scoreを用
いた冠動脈重症度の予測因子の検討

石原隆行
第60回 日本心臓病学会学術集会2012.9.14-16 金沢市

●左主幹部に留置したゾタロリムス溶出性ステントの臨床
成績の検討

石原隆行
第60回 日本心臓病学会学術集会2012.9.14-16 金沢市

●大動脈腸骨動脈閉塞に対する自己拡張型ナイチノールス
テントの初期および遠隔期成績

土肥智晴
第60回 日本心臓病学会学術集会2012.9.14-16 金沢市

●病変分布による重症虚血肢の比較：膝下単独病変は本当
に重症か？

佐藤　圭
第60回 日本心臓病学会学術集会2012.9.14-16 金沢市

●320列CT冠動脈検査における塩酸ランジオロールの有用
性の検討

水上雪香
第60回 日本心臓病学会学術集会2012.9.14-16 金沢市

●当院の重症虚血肢に対する血管内治療の中期成績

南都清範
第60回 日本心臓病学会学術集会2012.9.14-16 金沢市

●当院における重症虚血肢患者の大腿膝窩動脈領域に対す
る血管内治療の成績

飯田卓馬
第60回 日本心臓病学会学術集会2012.9.14-16 金沢市

●膝下血管単独病変有する重症虚血肢における足関節以下
血管病変合併の予測因子の検討

白記達也
第60回 日本心臓病学会学術集会2012.9.14-16 金沢市

●膝下動脈に対するバルーン拡張術後の血管造影による
3ヶ月及び12ヶ月の再狭窄評価

白記達也
第60回 日本心臓病学会学術集会2012.9.14-16 金沢市

●当院におけるエベロリムス溶出性ステントの臨床成績の
検討: シロリムス溶出性ステントとの比較

神田貴史
第60回 日本心臓病学会学術集会2012.9.14-16 金沢市

●内視鏡所見より考えるエベロリムス溶出性ステントの安
全性の検討

粟田政樹
第10回四国血管内イメージング研究会 2012.9.29 徳島市

●右冠動脈分岐部に留置したステントを10カ月後に 血管
内視鏡で観察し、露出ストラットを認めた1例

粟田政樹
第26回日本心臓血管内視鏡学会 2012.10.6 松山市

●良好な血管治癒を得るために次世代DESに対してなにが
求められるか？：血管内視鏡研究からの考察

粟田政樹
第26回日本心臓血管内視鏡学会 シンポジウム 2012.10.6 松山市

●急性冠症候群に留置したゾタロリムス溶出性ステントの
血管内視鏡による留置4カ月後の血管治癒の検討

石原隆行
第26回日本心臓血管内視鏡学会 2012.10.6 松山市

●薬剤溶出性ステント留置後に冠動脈穿孔を生じた部位に
留置したカバードステントの慢性期内視鏡所見

水上雪香
第26回日本心臓血管内視鏡学会 2012.10.6 松山市

●左心耳内血栓を認めたが、ダビガトラン内服にて消失し
た持続性心房細動の1例

神田貴史
武庫川不整脈Network Meeting 2012.10.6 芦屋市

●重症虚血肢患者に対する血管内治療後の2年死亡予測因
子およびリスク層別化による検討

白記達也
第53回 日本脈管学会総会 2012.10.11-13 東京都

●内視鏡所見より見る各種DESの安全性

粟田政樹
X-pert Forum＠TOYAMA 2012.10.18 富山市

●急性冠症候群に留置したゾタロリムス溶出性ステントの
血管内視鏡による留置4カ月後の血管治癒の検討

石原隆行
第19回日本心血管インターベンション治療学会近畿地方会 2012.10.20

京都市

●Excimer laser ablation for  intra-coronary organic huge thrombus  
in a case of recent myocardial infarction : Angioscopic evidence 
of effectiveness

粟田政樹
Transcatheter Cardiovascular Therapeutics 2012 2012.10.22-26 

Miami,FL
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●A case of very late stent thrombosis 5 years after sirolimus-
eluting stent implantation observed by OCT and angioscope

石原隆行
Transcatheter Cardiovascular Therapeutics 2012 2012.10.22-26 

Miami,FL

●Long-term clinical efficacy of endovascular therapy for patients 
with critical limb ischemia due to pure isolated infrapopliteal 
lesions

飯田　修
American Heart Association 2012 2012.11.3-7 LosAngeles,CA

●Angioscopic observation of attenuated arterial repair 4 
monthsafter zotarolimus-eluting stent implantation in patients 
with acutecoronary syndrome

石原隆行
American Heart Association 2012 2012.11.3-7 LosAngeles,CA

●Five-year outcomes following endovascular therapy with 
stenting in the aorto-iliac artery

土肥智晴
American Heart Association 2012 2012.11.3-7 LosAngeles,CA

●Anatomical predictors of major adverse limb events after 
infrapopliteal angioplasty for patients with critical limb 
ischaemia due to pure isolated infrapopliteal lesions

佐藤　圭
American Heart Association 2012 2012.11.3-7 LosAngeles,CA

●Predictors of 2-year mortality and risk stratification after 
endovascular therapy for patients with critical limb ischemia

白記達也
American Heart Association 2012 2012.11.3-7 LosAngeles,CA

●心臓CTをPCⅠに活かす

粟田政樹
第5回インターベンショナリストのための心臓CT研究会 2012.11.4 神戸市

●心筋梗塞後のelectorical stormに対し、PCPS、カテー
テルアブレーション治療を行うことにより救命しえた1
例

渡部徹也
第24回カテーテル・アブレーション委員会公開研究会 2012.11.23-24

山口県

●当院における心房細動アブレーションの治療成績：術前
の経食道エコーを用いた検討

神田貴史
第24回カテーテル・アブレーション委員会公開研究会 2012.11.23-24

山口県

●ST 上昇型心筋梗塞患者に対する冠動脈微小血管抵抗 
（ⅠMR）による心筋虚血 / 再灌流傷害の評価の検討

粟田政樹、石原隆行、高松純平、瀧　琢有、上松正朗
第40回日本救急医学会学術集会 2012.11.28 京都市

●ステントの意義と新世代薬剤溶出性ステントへの期待

粟田政樹
心臓病学会コメディカルの会 ランチョンセミナー 2012.11.28 吹田市

●心房中隔ペーシング,心室中隔ペーシングの 心機能に対
する検討

渡部徹也
第16回 日本心不全学会学術集会 2012.11.30-12.2 仙台市

●血管内視鏡で観察されるステントの新生内膜被覆性状と
再内皮化の関連性についての検討

粟田政樹
第26回日本冠疾患学会学術集会 2012.12.14-15 東京都

●心筋梗塞後のelectrical storm に対し、PCPS および体
外式ペーシングを用いることにより救命しえた１例

渡部徹也
第114回日本循環器学会近畿地方会 2012.12.15 大阪市

●血管内視鏡で観察されるステントの新生内膜被覆性状と
血栓付着の関連性についての検討

粟田政樹
第114回日本循環器学会近畿地方会 2012.12.15 大阪市

●短期間のうちに緊急手術を要する 上行大動脈解離に進
展した aortic intramural hematoma の1例

粟田政樹、明神悠太
第114回日本循環器学会近畿地方会 2012.12.15 大阪市

●浅大腿動脈に対する薬物溶出性ステント留置後にステン
ト血栓症をきたした1症例

飯田　修、石田　智
第114回日本循環器学会近畿地方会 2012.12.15 大阪市

●膝下動脈単独病変による重症虚血肢に対する血管内治療
の安全性と有効性

岡本　慎
第114回日本循環器学会近畿地方会 2012.12.15 大阪市

●急性冠症候群に留置したゾタロリムス溶出性ステントの
血管内視鏡による留置4カ月後の血管治癒の検討

石原隆行
第114回日本循環器学会近畿地方会 2012.12.15 大阪市

●浅大腿動脈に留置したパクリタキセル溶出性ステントを
留置2カ月後に血管内視鏡にて観察し得た1例

石原隆行
第114回日本循環器学会近畿地方会 2012.12.15 大阪市

●心内心電図解析機能付き植え込み型除細動器にて早期に
虚血を検出することができた陳旧性心筋梗塞の1例

石原隆行、奥野翔太
第114回日本循環器学会近畿地方会 2012.12.15 大阪市
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●人工血管置換術後右内腸骨動脈瘤に対して血管内治療に
て治療し得た1例

土肥智晴
第114回日本循環器学会近畿地方会 2012.12.15 大阪市

●失神を契機に発見された先天性QT症候群の1例

水上雪香
第114回日本循環器学会近畿地方会 2012.12.15 大阪市

●大腿膝窩動脈領域におけるZilver stentの治療成績の検討

南都清範
第114回日本循環器学会近畿地方会 2012.12.15 大阪市

●大動脈腸骨動脈性疾患に対するＳ.Ｍ.Ａ.Ｒ.Ｔステントの
長期成績

飯田卓馬
第114回日本循環器学会近畿地方会 2012.12.15 大阪市

●中枢側ネックの短い腹部大動脈瘤に対し、chimney法を
用いてステントグラフト内挿術に成功した1例

飯田卓馬
第114回日本循環器学会近畿地方会 2012.12.15 大阪市

●当院における重症虚血肢Rutherford6に対する血管内治
療成績の検討

白記達也
第114回日本循環器学会近畿地方会 2012.12.15 大阪市

●ⅠCD植え込み時にhigh DFTを認めたFabry病の1例

神田貴史
第114回日本循環器学会近畿地方会 2012.12.15 大阪市

講演会やテレビ出演
●PCⅠ術者

粟田政樹
JAPAN and KOREA Joint PCI Program 2012.1.11 Daegu,Korea

●慢性心不全の治療戦略

藤田雅史
慢性心不全の治療戦略講演会 2012.1.19 尼崎市

●PCⅠライブ術者

粟田政樹
3rd K-VⅠC Live Demonstration 2012.1.20 大阪市

●各種ステント留置後の内視鏡所見

粟田政樹
循環器エキスパートミーティング 2012.1.20 尼崎市

●糖尿病における冠動脈疾患のマネージメント 循環器内
科（PCⅠ専門医）の立場から

粟田政樹
心血管代謝フォーラム 2012.1.28 大阪市

●組織ドプラ法やスペックル・トラッキング法は心機能を
定量化できるか？

上松正朗
エコー淡路2012 2012.2.18-19 淡路市

●PCⅠライブ術者

粟田政樹
Kansai Intervention Circle Live Demonstration 2012 2012.3.2 三田市

●血管内視鏡より考えるエンデバーステントの適応

粟田政樹
Endeavor Hour 2012.3.3 東京都

●血管内視鏡所見より考える第2世代DESの安全性 −第一
世代DESの弱点を克服できるか-

粟田政樹
Beyond Angiography Japan ⅩⅦ 2012.3.15 福岡市

●Angioscopic evaluations for intimal coverage following DES

粟田政樹
第76回日本循環器学会学術集会ESC-JCSジョイントシンポジウム 

2012.3.16-18 福岡市

●Optimizing clinical outcomes in the hemodynamically unstable 
AMⅠ patient

粟田政樹
第76回日本循環器学会学術集会ファイヤーサイドセミナー 2012.3.16-18

福岡市

●血管内視鏡を基にした各種ステントの安全性の検討

粟田政樹
Endeavor Hour 2012.3.30 札幌市

●DES留置後の内膜の変化について　−内視鏡所見から−

粟田政樹
KCJL live demonstration 2012.4.20 京都市

●当院における重症下肢虚血に対する治療戦略

飯田　修
第35回武庫川循環器集会 2012.5.12 西宮市

●エパデール投与前後のEPA/AA比の推移の検討

粟田政樹
EPAネットワークフォーラム 　 尼崎市

●冠動脈病変に対する エキシマレーザーカテーテルの有
用性

粟田政樹
メドトロニック＆DVｘ共催セミナー 2012.6.4 京都市
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●ステント留置後に冠動脈穿孔を生じた部位に留置したカ
バードステントの慢性期内視鏡所見

粟田政樹
第9回OCC（大阪冠疾患研究会）/K-VIC Case Conference in Spring

2012 2012.6.9 大阪市

●心房細動とアブレーション治療

渡部徹也
甲山カンファレンス 2012.7.20 西宮市

●PCⅠ術者

粟田政樹
第14回関西Trans-Radial Intervention研究会 Live Demonstration in 

Kyoto 2012.9.1 京都市

●Resolute-Ⅰntegrityの臨床成績

粟田政樹
Resolute Integrity 講演会 2012.9.3 神戸市

●Resolute-Ⅰntegrityの臨床成績

粟田政樹
Resolute Integrity 講演会 2012.9.5 大阪市

●SHOCK-ⅡおよびBSIC-Ⅰから考えるⅠABP使用のタイ
ミング

粟田政樹
Round table discussion 予防的IABP使用の有用生について 2012.9.8

西宮市

●心房細動治療の最前線

渡部徹也
阪神core member ミーティング 2012.10.1 西宮市

●Ⅴ最近の話題と応用 DES 留置後の評価

粟田政樹
第26回日本心臓血管内視鏡学会 内視鏡講習会　講演　 2012.10.6

松山市

●不整脈を退治する

渡部徹也
伊丹市市民公開講座 2012.10.20 伊丹市

●勤労者と虚血性心疾患

粟田政樹
関労クラブ（産業医講習会） 2012.10.20 尼崎市

●当院における重症虚血肢Rutherford 6に対するカテーテ
ル治療成績の検討

白記達也
第19回日本心血管インターベンション治療学会近畿地方会 2012.10.20

京都市

●不整脈を退治する

渡部徹也
伊丹市市民公開講座 2012.10.20 伊丹市

●Quadraリードの使用経験

渡部徹也
Quadraラウンドテーブルディスカッション 2012.10.24 大阪市

●Zotarolimus-eluting stent implantation to culprit lesion in  
AMⅠ is the well balanced selection between efficacy and safety 
: Consideration from angioscopic findings

粟田政樹
Complex Cardiovascular Therapeutics 2012.11.3 神戸市

●勤労者を襲う動脈硬化の実態と対策　冠動脈硬化

粟田政樹
第60回日本職業災害医学会学術大会 2012.12.2 大阪市

●Resoluteステントの臨床成績および当院の使用経験

粟田政樹
Resolute Workshop in Fukuoka 2012.12.13 福岡市

主催研究会
●

渡部徹也
阪神不整脈フォーラム 2012.5.19 西宮市

●

渡部徹也
武庫川不整脈クラブ 2012.10.6 芦屋市

●

渡部徹也
阪神不整脈フォーラム 2012.11.10 西宮市
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脳神経内科
学会報告

●DTARG法を用いた慢性期脳血管障害のステージ分類 −
O-15ガスPEＴとの比較−

福島和人、森田奈緒美、梶本勝文、森脇　博
第52回日本核医学会学術総会 2012.10.11-13 札幌市

●中枢神経症状が皮疹に先行した帯状疱疹ウイルス脳脊髄
炎の1例

宇佐美俊輔、田中智貴、大崎正登、森脇　博、宮下光太郎、長束一行
第30回日本神経治療学会総会 2012.11.28-30 福岡県

講演会やテレビ出演
●脳卒中とその危険因子

森脇　博
第8回脳卒中市民講座 2012.5.19 豊中市

心療内科・精神科
論文・著書

●術後せん妄

梅田幹人
整形外科看護 17(12):1204-1208,2012

学会報告
●「せん妄を発症した」 「せん妄ハイリスクと予想された」が

ん患者のせん妄軽症化または発症抑制を期待しての 抑
肝散とラメルテオンの使用実態からの検討

辻本　浩、下川福子、谷口博一、戸田万生良、中田　健、野口久美子、
林　功、藤原明子、堀　謙輔、渡部昌美

第17回日本緩和医療学会学術大会 2012.6.23 神戸市

●統合失調症患者の寛解における神経認知機能の関連に対
する検討

福本素由己
第28回信貴山シンポジウム 2012.9.8 生駒市

●せん妄への対応向上のための院内教育や対応標準化を連
携させる継続的取り組み

辻本　浩、早川昌子
第25回日本総合病院精神医学会学術総会 2012.11.30 東京都

講演会やテレビ出演
●コミュニケーション

辻本　浩
兵庫県立がんセンター がん診療に携わる医師に対する緩和ケア研修会 

2012.1.22 明石市

●うつ病について

梅田幹人
神戸市中部在宅障害者福祉センター研修会 2012.1.26 神戸市

●当院における認知症診療について

梅田幹人
クリニカルカンファレンスセミナー 2012.2.9 尼崎市

●気持ちのつらさ

辻本 浩
市立堺病院 がん診療に携わる医師に対する緩和ケア研修会 2012.2.12

堺市

●職場のメンタルヘルス

梅田幹人
大阪社会保険労務士会安全衛生自主研究会 2012.2.16 大阪市
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●精神医学の基礎 うつ病と自殺予防への対応

辻本 浩
中災防 事業所内メンタルヘルス推進者養成講座 2012.2.28 神戸市

●職場のメンタルヘルス

梅田幹人
兵庫県医師会産業医研修会 2012.3.4 神戸市

●不安障害とストレス関連障害

梅田幹人
日本産業カウンセラー協会関西支部研修会 2012.3.10 大阪市

●精神医学を学ぶ　− 統合失調症 −

辻本　浩
日本産業カウンセラー協会関西支部会員研修 2012.3.10 大阪市

●気持ちのつらさ　せん妄　コミュニケーション

辻本　浩
関西労災病院 がん診療に携わる医師に対する緩和ケア研修会 2012.3.11 

尼崎市

●認知症の診療

梅田幹人
認知症治療勉強会 2012.3.15 尼崎市

●精神科におけるてんかん診療

梅田幹人
大塚製薬社内招聘勉強会 2012.3.16 神戸市

●労災において、うつ症状を訴える事例について

梅田幹人
兵庫県総合病院精神医学会 第1回学術講演会 2012.3.17 神戸市

●精神障害による労災認定　認定基準の変更点について

梅田幹人
大阪社会保険労務士会安全衛生自主研究会 2012.3.21 大阪市

●認知症の診断と治療

梅田幹人
尼崎市エリア認知症カンファレンス 2012.3.22 尼崎市

●精神科におけるてんかん治療

梅田幹人
神戸Epilepsy Meeting 2012.3.29 神戸市

●ガランンタミンの使用経験から

辻本 浩
レミニール発売１周年記念講演会 2012.4.7 尼崎市

●病棟で実践出来る「せん妄」への対処

辻本　浩
春日病院 院内勉強会講演 2012.4.13 神戸市

●使用経験を通して考えるメマンチン錠への期待

辻本　浩
阪神認知症フォーラム 2012.5.12 尼崎市

●うつ病診療における治療指針　 − 薬物治療に際しての
ポイント −

辻本　浩
田辺三菱製薬阪神営業所内研修会 2012.5.15 尼崎市

●気持ちのつらさ　コミュニケーション

辻本　浩
大阪警察病院 がん診療に携わる医師に対する緩和ケア研修会 2012.5.20 

大阪市

●気持ちのつらさ せん妄 コミュニケーション

辻本　浩
公立豊岡病院 がん診療に携わる医師に対する緩和ケア研修会 2012.5.27 

豊岡市

●コミュニケーション

辻本　浩
神戸市立医療センター中央市民病院 がん診療に携わる医師に対する緩和

ケア研修会 2012.6.10 神戸市

●働く人のうつ病と自殺予防への対応

辻本　浩
尼崎医師会 産業医研修会 2012.7.7 尼崎市

●認知症の診療

梅田幹人
淡路市医師会学術講演会 2012.7.11 淡路市
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●気持ちのつらさ　コミュニケーション

辻本 浩
国立神戸医療センター がん診療に携わる医師に対する緩和ケア研修会 

2012.7.16 神戸市

●うつ状態の診療

梅田幹人
田辺三菱製薬社内招聘勉強会 2012.7.25 西宮市

●気持ちのつらさ せん妄 コミュニケーション

辻本　浩
県立柏原病院 がん診療に携わる医師に対する緩和ケア研修会 2012.7.29 

丹波市

●職場と働く人のメンタルヘルスの基礎知識

辻本　浩
尼崎市職員 産業精神衛生研修会 2012.8.10 尼崎市

●職場内メンタルヘルスの基礎知識

辻本　浩
神戸製鋼所茨木工場内 健康講演会 2012.8.21 茨木市

●不安障害

梅田幹人
日本産業カウンセラー協会関西支部研修会 2012.9.1 大阪市

●うつ状態の診療

梅田幹人
阪神メンタルフォーラム 2012.9.8 尼崎市

●気持ちのつらさ　せん妄　コミュニケーション

辻本　浩
県立西宮病院 がん診療に携わる医師に対する緩和ケア研修会 2012.9.9 

西宮市

●気持ちのつらさ　せん妄　コミュニケーション

辻本　浩
宝塚市立病院 がん診療に携わる医師に対する緩和ケア研修会 2012.9.16 

宝塚市

●コミュニケーション

辻本　浩
神戸大学病院 がん診療に携わる医師に対する緩和ケア研修会 2012.10.14 

神戸市

●うつ状態の診療

梅田幹人
精神疾患懇話会 2012.10.17 西宮市

●精神科における抗てんかん薬の使用

梅田幹人
大塚製薬社内招聘勉強会 2012.10.17 西宮市

●職場におけるメンタルヘルスの基礎知識

辻本　浩
京都滋賀産業保健推進センター 産業医研修会 2012.11.1 京都市

●精神科における抗てんかん薬の使用

梅田幹人
阪神Epilepsy Meeting 2012.11.7 尼崎市

●気持ちのつらさ せん妄 コミュニケーション

辻本　浩
県立尼崎病院 がん診療に携わる医師に対する緩和ケア研修会 2012.11.11 

尼崎市

●気持ちのつらさ せん妄 コミュニケーション

辻本　浩
市立伊丹病院 がん診療に携わる医師に対する緩和ケア研修会 2012.11.18 

伊丹市

●ガランタミンの使用経験から

辻本　浩
ヤンセンファーマ社 社内勉強会講演 2012.11.19 西宮市

講演会やテレビ出演
●

梅田幹人
阪神認知症談話会講演会 2012.1.31 尼崎市

●

辻本　浩
第27回阪神緩和医療研究会 2012.2.23 尼崎市

●

辻本 浩
第28回阪神緩和医療研究会 2012.8.23 西宮市
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小児科
学会報告

●胎児期のヨード過剰によると思われる甲状腺機能低下症
の1例

指原淳志、阪本美香、泉　裕
第72回北摂小児科医会 2012.7.7 尼崎市

主催研究会
●

泉　裕
第72回北摂小児科医会 2012.7.7 尼崎市

外科・消化器外科・乳腺外科
論文・著書

●Cediranib in combination with mFOLFOX6 in Japanese patients 
with metastatic colorectal cancer: results from the randomised 
phase Ⅱ part of a phaseⅠ/Ⅱ study

Kato T, Muro K, Yamaguchi K, Bando H, Hazama S, Amagai K, 
Baba H, Denda T, Shi X, Fukase K, Sakamoto J, Mishima H

Ann Oncol 23（4）:933-941,2012

●Phase Ⅱ study of docetaxel, cisplatin and 5-fluorouracil（DCF） 
for metastatic esophageal cancer（OGSG 0403）

Tamura S, Imano M, Takiuchi H, Kobayashi K, Imamoto H, Miki H, 
Goto Y, Aoki T, Peng Y-F, Tsujinaka T, Hurukawa H

Anticancer Res 32（4）:1403-1408,2012

●MDM2 SNP309 and TP53 R72P associated with severe and 
febrile neutropenia in breast cancer patients treated with 5-FU/
epirubicin/cyclophosphamide

Okishiro M, Kim SJ, Tsunashima R, Nakayama T, Shimazu K, 
Shimomura A, Maruyama N, Tamakai Y, Nogushi S

Breast Cancer Res Treat 132（3）:947-953,2012

●Preoperative insulin secretion abil i ty and pancreatic 
parenchymal thickness as useful parameters for predicting 
postoperative insulin secretion in patients undergoing 
pancreaticoduodenectomy

Yoshikawa A, Kozawa J, Okita K, Yoneda S, Okauchi Y, Uno S, 
Iwahashi H, Ohira T, Takiuchi D, Eguchi H, Takeda Y, Imagawa A, 

Shimomura I
Endocr J 59（5）:383-392,2012

●Fibrin sealant with PGA felt for prevention of bile leakage after 
liver resection

Kobayashi S, Nagano H, Marubashi S, Wada H, Eguchi H, Takeda Y, 
Tanemura M, Doki Y, Mori M

Hepatogastroenterology 59（120）:2564-2568,2012

●Standard versus extended lymphadenectomy in radical 
pancreatoduodenectomy for ductal adenocarcinoma of the head 
of the pancreas : Long-term results of a Japanese multicenter 
randomized controlled trial

Nimura Y, Nagino M, Takao S, Takada T, Miyazaki K, Kawarada Y,
 Miyagawa S, Yamaguchi A, Ishiyama S, Takeda Y, Sakoda K, 

Kinoshita T, Yasui K, Shimada H, Katoh H
J Hepatobiliary Pancreat Sci 19（3）:230-241,2012

●Ⅰntragraft transcriptome level of CXCL9 as biomarker of acute 
cellular rejection after liver transplantation

Asaoka T, Marubashi S, Kobayashi S, Hama N, Eguchi H, Takeda Y, 
Tanemura M, Wada H, Takemasa I, Takahashi H, Ruiz P, Doki Y, 

Mori M, Nagano H
J Surg Res 178（2）:1003-1014,2012

●Ⅰmmunohistochemical consistency between primary tumors and 
lymph node metastases of gastric neuroendocrine carcinoma

Uchiyama C, Tamura S, Nakatsuka S, Takeno A, Miki H, Kanemura T, 
Nakahira S, Suzuki R, Nakata K, Takeda Y, Kato T

World J Surg Oncol DOI: 10.1186/1477-7819-10-115,2012
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●【まるごと知りたい手術と術後ケア】 食道の手術　頸部食
道がん手術・遊離空腸移植術（解説/特集）

田村茂行
Expert Nurse 28（14）:8-13,2012

●【写真とイラストで必須術式の流れ&看護テクニックが
まるわかり!消化器外科　開腹術・内視鏡手術完全マニュ
アル】（第1章）消化器外科手術の基礎知識 消化器外科手
術に必要な機能解剖　胸部/上腹部（図説/特集）

田村茂行
オペナーシング 秋期増刊:48-51,2012

●【疾患別知識獲得特集　医師の指示が理解できる!治療
の最前線がわかる!治療の最新事情と看護師に求められ
る役割　大腸がん】 外科的治療と術後合併症のケア

加藤健志
がん患者ケア 6（2）:16-19,2012

●CDDP動注が著効したVp3 肝細胞癌の1例

向井洋介、武田　裕、中平　伸、革島洋志、浜中美千子、内山千恵子、
金村剛志、竹野　淳、鈴木　玲、中田　健、三木宏文、加藤健志、

田村茂行
癌と化学療法 39（12）:1815-1818,2012

●ゲムシタビンによる術前化学療法後に切除し得た細胆管
細胞癌の1例

革島洋志、武田　裕、中平　伸、向井洋介、濵中美千子、内山千恵子、
金村剛志、沖代格次、竹野　淳、鈴木　玲、谷口博一、中田　健、

柄川千代美、三木宏文、加藤健志、田村茂行
癌と化学療法 39（12）:2113-2115,2012

●肝門部胆管癌術後の膵内胆管再発に対して膵頭十二指腸
切除術を行った2例

中平　伸、武田　裕、革島洋志、向井洋介、浜中美千子、内山千恵子、
金村剛志、沖代格次、竹野　淳、鈴木　玲、中田　健、柄川千代美、

三木宏文、加藤健志、中塚伸一、田村茂行
癌と化学療法 39（12）:2119-2121,2012

●胆管原発神経内分泌癌の1 例

浜中美千子、中平　伸、武田　裕、革島洋志、向井洋介、小野寿子、
内山千恵子、金村剛志、竹野　淳、鈴木　玲、中田　健、三木宏文、加藤健志、

田村茂行
癌と化学療法 39（12）:2125-2127,2012

●乳房温存術後の局所再発における人工物を用いた乳房再
建術の検討

沖代格次、柄川千代美、向井洋介、革島洋志、浜中美千子、小野寿子、
内山千恵子、金村剛志、竹野　淳、中平　伸、鈴木　玲、中田　健、三木宏文、

武田　裕、加藤健志、浅田裕司、田村茂行、高塚雄一
癌と化学療法 39（12）:2030-2032,2012

●肝動脈塞栓療法が著効した直腸カルチノイドの異時性多
発肝転移の１例

中田　健、鈴木　玲、加藤健志、竹野　淳、中平　伸、谷口博一、武田　裕、
田村茂行

Jpn J Cancer Chemother 39（12）:2289-2291,2012

●ⅠCG蛍光法による腸管血流評価により腸管切除を回避
できた絞扼性イレウスの１例

吉岡康多、田村茂行、竹野　淳、柳井亜矢子、小林政義、鈴木　玲、中平　伸、
中田　健、三木宏文、武田　裕
消化器外科 35（3）:369-373,2012

●【Q&Aで学ぶ!消化器外科手術・合併症・術前術後ケア】 
消化管ストーマ造設術と術後早期の合併症

向井洋介、加藤健志
消化器最新看護 17（4）:34-38,2012

●消化器外科手術前自由飲水量と手術時脱水の関連

竹野　淳、田村茂行、三木宏文、鈴木　玲、中平　伸、中田　健、武田　裕、
於保千恵子、大城繭子、大山淳子

静脈経腸栄養 27（2）:49-53,2012

●癌性・難治性の腹壁潰瘍に大血管が穿破した1例

中田　健、鈴木　玲、渡邉光子、大城繭子、進藤敦美、加藤健志
STOMA: Wound & Continence 19（1）:34-36,2012

●本邦における直腸癌術後の縫合不全に関する全国アン
ケート調査（第35回大腸疾患外科療法研究会アンケート
調査結果）

斉田芳久、高橋慶一、長谷川博俊、安野正道、猪股雅史、山口茂樹、
赤木由人、浅野道雄、岩本慈能、加藤健志、金澤旭宣、小山　基、

佐村博範、福永　睦、船橋公彦、山本浩文、榎本俊行
日本大腸肛門病学会雑誌 65（7）:872-875,2012

●乳癌センチネルリンパ節生検での微小転移の長期予後と
腋窩郭清省略の可能性

内山千恵子、金村剛志、竹野　淳、中平　伸、鈴木　玲、中田　健、三木宏文、
武田　裕、加藤健志、浅田裕司、田村茂行、高塚雄一

日本臨床外科学会雑誌 73（8）:1861-1868,2012

●血清亜鉛値を中心とした新しい栄養評価の有用性

芝原裕和、田村茂行、三木宏文、鈴木利夫、仲井和枝、長尾美恵、
朝岡　哲、柳智恵子、萩原秀紀
Hyogo Journal 33（2）:13-20,2012

●【治療に伴う看護特集　ケアに即効!レジメン別看護速
習覚え書き】 大腸がん

加藤健志
プロフェッショナルがんナーシング 2（6）:640-651,2012

学会報告
●PhaseⅡstudy of S-1, oral leucovorin, oxaliplatin, and 

bevacizumab combination therapy（SOL+BV; SOLA）in patients 
with unresectable metastatic colorectal cancer（mCRC）

Kato T, Nishina T, Yamazaki K, Yoshino T, Miyata Y, Esaki T, 
Moriwaki T, Hyodo I

2012Gastrointestinal cancer symposium 2012.1.19-21 San Francisco,CA
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●A prospective randomized controlled trial comparing 4-weekly 
versus 3-weekly adjuvant chemotherapy with gemcitabine after 
curative resection of biliary tract cancer.

Nakahira S, Kobayashi S, Miyamoto A, Shimizu J, Kashiwazaki M, 
Ueshima S, Kim Y, Kitagawa T, Dono K, Mori M, Doki Y, Nagano H.

2012Gastrointestinal Cancers Symposium 2012.1.19-21 San 
Francisco,CA

●PhaseⅡstudy of S-1 plus leucovorin（a new 1-week treatment 
regimen followed by a 1-week rest period）in patients with 
untreated metastatic colorectal cancer in Japan and China

Denda T, Li J, Xu R, Xu J, Ikejiri K, Shen L, Toh Y, Shimada K, Kato T, 
Baba H

2012Gastrointestinal cancer symposium 2012.1.19-21 San Francisco,CA

●Updated survival results of the randomized phaseⅡstudy of 
S-1, oral leucovorin, and oxaliplatin combination therapy （SOL） 
versus mFOLFOX6 in patients with untreated metastatic 
colorectal cancer （mCRC）

Otsuji T, Yamazaki K, Ojima H, Kuwano H, Kato T, Shimada K, 
Denda T, Esaki T, Hyodo I, Boku N

2012Gastrointestinal cancer symposium 2012.1.19-21 San Francisco,CA

●PhaseⅡstudy of Docetaxel, cisplatin and 5-fluorouracil（DCF）
for metastatic esophageal cancer （OGSG 0403）

Tamura S, Imano M, Takiuchi H, Kobayashi K, Imamoto H, Takeno A, 
Goto Y, Aoki T, Peng Y-F, Tsujinaka T, Furukawa H

10th International conference of the Asian clinical oncology society        
　2012.5.13-15 Seoul,Korea

●Randomized phase Ⅲ study of adjuvant chemotherapy with 
oral uracil and tegafur plus leucovorin versus intravenous 
fluorouracil and levofolinate in patients（pts）with stage Ⅲ colon 
cancer （CC）: Final results of Japan Clinical Oncology Group 
study （JCOG0205）.

Shimada Y, Hamaguchi T, Moriya Y, Saito N, Kanemitsu Y, Takiguchi 
N, Ohue M, Kato T, Takii Y,  Sato T, Tomita N, Yamaguchi S, Akaike 

M, Mishima H, Kubo Y, Mizusawa J, Nakamura K, Fukuda H
2012ASCO 2012.6.1-5 Chicago,IL

●Phase Ⅱ feasibility study of adjuvant S-1 plus docetaxel for 
stage Ⅲ gastric cancer patients after curative D2 gastrectomy 

（OGSG 0604）

Takeno A, Tamura S, Fujitani K, Kimura Y, Tsuji T, Iijima S,
 Imamura H, Inoue K, Kobayashi K, Kurokawa Y, Furukawa H

10th International Conference of the Asian Clinical Oncology Society 
2012.6.13-15 Seoul,Korea

●CASE report: a successful laparoscopic left colectomy for 
obstructive descending colon cancer after radical cystectomy 
with ileal conduit

Suzuki R, Nakata K, Kato T, Kanemura T, Takeno A, Shin Nakahira, 
Miki H, Takeda Y, Tamura S

20th Internatio nal congress of the Europian Association of 
Endoscopic Surgery 2012.6.20-23 Brussels,Belgium

●Phase Ⅱ study of S-1 plus leucovorin （1 week treatment 
regimen followed by 1 week rest period) in patients with 
untreated metastatic colorectal cancer in Japan and China: 
comparing results of each country and updating overall 
survival

Xu R, Li J, Xu J, Denda T, Ikejiri K, Shen L, Toh Y, Shimada K, Kato T, 
Baba H

2012ESMO 2012.9.28-10.2 Wien,Austria

●PhaseⅡstudy of 1st-line combined chemotherapy bevacizumab 
with modified rpmi regimen for elderly or frail patients with 
unresectable or metastatic colorectal cancer（OGSG0802）

Yoshida M, Kato T, Iwamoto S, Miyake Y, Nakamura M, Sato T, 
Sakai D, Matsuoka M, Otsuji T, Furukawa H

2012ESMO 2012.9.28-10.2 Wien,Austria

●Ⅰnduction chemotherapy using FAP（5-FU, ADR and CDDP）
for patients with locally advanced esophageal cancer

Tamura S, Takeno A, Miki H, Kanemura T, Hamanaka M, Mukai Y, 
Kawashima H, Nakahira S, Suzuki R, Nakata K, Takeda Y, Kato T

13th World congress of the international society for diseases of the 
esophagus 2012.10.15-17 Venice,Italy

●Clinical effect of enteral nutrition by percutaneous endoscopic 
gastrostomy during the chemoradiotherapy for esophageal 
squamous cell carcinoma

Takeno A, Tamura S, Miki H, Okishiro M, Nakahira S, Suzuki R, 
Nakata K, Egawa C, Takeda Y, Kato T

13th World Congress of the International Society for Diseases of the 
Esophagus 2012.10.15-17 Venice,Italy

●腹腔鏡補助下大腸切除術後の社会復帰について −当科
でのアンケート結果より

鈴木　玲、中田　健、加藤健志、革島洋志、向井洋介、小野寿子、濱中美千子、
内山千恵子、金村剛志、竹野　淳、中平　伸、三木宏文、武田　裕、

田村茂行
H23年度労災病院外科研究会 2012.1.14 川崎市

●腹膜転移症例の検討 大阪大学消化器外科共同研究会関
連施設へのアンケート調査結果

加藤健志、大西　直、鈴木　玲、池永雅一、山上裕子、小川淳宏、奥山正樹、
村田幸平、小森孝通、團野克樹、藤井　眞、林　太郎、森田俊治、

水野　均、鄭　光善、福永　睦、長谷川順一、渡辺康則、辻江正樹、西村潤一、
真貝竜史、太田博文、文元雄一、根津理一郎、土岐祐一郎, 森　正樹

第76回大腸癌研究会 2012.1.20 宇都宮市

●大腸癌腹膜転移に対する緩和手術の検討

中田　健、鈴木　玲、加藤健志
第76回大腸癌研究会 2012.1.20 宇都宮市

●当院の同時性腹膜播種を伴う大腸癌手術例の検討

向坂英樹、中野博史、小北晃宏、五福淳二、西　敏夫、川崎勝弘
第76回大腸癌研究会 2012.1.20 宇都宮市

●胃癌の治療戦略　特に化学療法について

竹野　淳
第5回集学的治療研究会 2012.1.27 大阪市

●化学療法の効果が認められた腹膜転移を有する胃癌症例
に対する外科的手術の意義

田村茂行、竹野　淳、三木宏文、金村剛志、内山千恵子、小野寿子、
浜中美千子、向井洋介、革島洋志、鈴木　玲、中平　伸、中田　健、武田　裕、

加藤健志
第84回日本胃癌学会総会 2012.2.8-10 大阪市
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●同時性単発肝転移胃癌のR０切除症例の検討

三木宏文、竹野　淳、田村茂行
第84回日本胃癌学会総会 2012.2.8-10 大阪市

●切除不能胃癌に対するステント留置術の意義 −胃空腸
バイパス術との比較−

竹野　淳、三木宏文、革島洋志、向井洋介、浜中美千子、小野寿子、
内山千恵子、金村剛志、鈴木　玲、中平　伸、中田　健、武田　裕、加藤健志、

田村茂行
第84回日本胃癌学会総会 2012.2.8-10 大阪市

●TRC法を用いた腹腔洗浄液遺伝子診断の臨床的意義（多
施設協同研究）

岡田かおる、藤原義之、黒川幸典、瀧口修司、田村茂行、木村　豊、
藤田淳也、今村博司、衣田誠克、宮代　勲、高山　治、小林研二、森　正樹、

土岐祐一郎
第84回日本胃癌学会総会 2012.2.8-10 大阪市

●胃内分泌細胞癌の治療成績の検討 −多施設予後調査に
よる88例の報告−

内山千恵子、金村剛志、竹野　淳、中平　伸、鈴木　玲、中田　健、三木宏文、
武田　裕、加藤健志、浅田裕司、田村茂行、高塚雄一

第84回日本胃癌学会総会 2012.2.8-10 大阪市

●Unresectable gastric cancer with pylorus stenosis（PS） 
successfully treated by administering S-1 through enteral 
feeding tube and gastric decompression through Percutaneous 
Trans-Esophageal Gastro-tubing（PTEG）: A case report

革島洋志、田村茂行、竹野　淳、三木宏文、向井洋介、小野寿子、
濵中美千子、内山千恵子、金村剛志、中平　伸、鈴木　玲、中田　健、

武田　裕、加藤健志
第84回日本胃癌学会総会 2012.2.8-10 大阪市

●集学的治療により長期生存中の神経内分泌細胞胃癌肝転
移切除の1例

橋本直佳、三木宏文、竹野　淳、田村茂行、革島洋志、向井洋介、小野寿子、
濱中美千子、内山千恵子、金村剛志、中平　伸、鈴木　玲、中田　健、

武田　裕、加藤健志
第84回日本胃癌学会総会 2012.2.8-10 大阪市

●術前化学療法第Ⅱ相試験（OGSG0004）の再発形式から
見た化学療法著効例に対する外科的切除の意義

井上健太郎、中根恭司、小切匡史、藤谷和正、木村　豊、今村博司、
田村茂行、岡野晋治、黒川幸典、下川敏雄、辻仲利政、古河　洋

第84回日本胃癌学会総会 2012.2.8-10 大阪市

●StageⅢA,ⅢB胃癌に対するS−1+CPT-11併用術後補助
化学療法第Ⅱ相臨床試験

上田修吾、藤谷和正、木村　豊、今村博司、五福淳二、田村茂行、飯島正平、
弓場健義、黒川幸典、下川敏雄、瀧内比呂也、辻仲利政、古河　洋

第84回日本胃癌学会総会 2012.2.8-10 大阪市

●開腹胃切除におけるLigaSure使用の有用性に関するラン
ダム化比較第Ⅱ相臨床試験

木村　豊、瀧口修司、山本和義、藤田淳也、西川和宏、今村博司、
田村茂行、戎井　力、藤原義之、平尾素宏、森　正樹、土岐祐一郎

第84回日本胃癌学会総会 2012.2.8-10 大阪市

●腹腔鏡下膵体尾部切除術 −だれでもできるように

武田　裕
第5回肝胆膵内視鏡下手術勉強会 2012.2.11-12 静岡市

●当院における胃癌周術期経口補水療法の現状と患者アン
ケートの結果からみた問題点

竹野　淳、三木宏文、革島洋志、向井洋介、浜中美千子、小野寿子、
内山千恵子、金村剛志、鈴木　玲、中平　伸、中田　健、武田　裕、加藤健志、

田村茂行
第27回日本静脈経腸栄養学会学術集会 2012.2.23-24 神戸市

●化学療法中に緊急手術を要した汎発性腹膜炎の1例

内山千恵子、加藤健志、柄川千代美、革島洋志、向井洋介、濵中美千子、
金村剛志、沖代格次、竹野　淳、中平　伸、鈴木　玲、中田　健、三木宏文、

武田　裕、田村茂行
第48回日本腹部救急医学会総会 2012.3.14-15 金沢市

●ⅠRⅠS（S1+irinotecan）+BV（bevacizumab）療法中に消
化管穿孔を発症した1例

橋本直佳、加藤健志、中田　健、革島洋志、向井洋介、濱中美千子、内
山千恵子、金村剛志、竹野　淳、中平　伸、鈴木　玲、三木宏文、武田　裕、

田村茂行
第48回日本腹部救急医学会総会 2012.3.14-15 金沢市

●再発肝細胞癌に対する完全腹腔鏡下再肝切除の有用性

中平　伸、武田　裕、革島洋志、向井洋介、濱中美千子、金村剛志、竹野　淳、
鈴木　玲、中田　健、三木宏文、加藤健志、田村茂行

第14回兵庫腹腔鏡外科勉強会 2012.4.7 神戸市

●腹膜転移陽性進行胃癌に対する集学的治療成績と審査腹
腔鏡の役割

田村茂行、竹野　淳、三木宏文、内山千恵子、金村剛志、小野寿子、
浜中美千子、向井洋介、革島洋志、沖代格次、鈴木　玲、中平　伸、

柄川千代美、中田　健、武田　裕、加藤健志
第112回日本外科学会定期学術集会 2012.4.12-14 千葉市

●鏡視下手術からみた肝細胞癌の治療戦略 −肝障害度B症
例に対する腹腔鏡下肝切除−

武田　裕、中平　伸、竹野　淳、鈴木　玲、中田　健、沖代格次、柄川千代美、
三木宏文、加藤健志、田村茂行

第112回日本外科学会定期学術集会 2012.4.12-14 千葉市

●当院における肝切除パス導入効果とバリアンス解析

中平　伸、武田　裕、革島洋志、向井洋介、濱中美千子、小野寿子、
内山千恵子、金村剛志、竹野　淳、鈴木　玲、中田　健、三木宏文、加藤健志、

田村茂行
第112回日本外科学会定期学術集会 2012.4.12-14 千葉市

●Siewert typeⅡ食道胃接合部浸潤胃癌におけるリンパ
節郭清効果からみた適切な胃切除範囲 −多施設共同コ
ホート研究−

藤谷和正、宮代　勲、三方彰喜、田村茂行、今村博司、黒川幸典、原　譲次、
藤田淳也、西川和宏、木村　豊、瀧口修司、森　正樹、土岐祐一郎　

第112回日本外科学会定期学術集会 2012.4.12-14 千葉市
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●フォンダパリヌクスナトリウムによる大腸癌手術施行患
者の静脈血栓塞栓症の予防に対する有効性と安全性の検
討

安井昌義、畑　泰司、村田幸平、奥山正樹、大植雅之、池田正孝、上島成幸、
木谷光太郎、長谷川順一、玉川浩司、藤井　眞、大川　淳、加藤健志、

森田俊治、福崎孝幸、水島恒和、関本貢嗣、根津理一郎、土岐祐一郎、
森　正樹

第112回日本外科学会定期学術集会 2012.4.12-14 千葉市

●膵頭十二指腸切除術施行後のインスリン分泌能における
膵実質厚の意義

沖田考平、小澤純二、芳川篤志、米田　祥、岡内幸義、宇野　彩、岩橋博見、
大平哲也、瀧内大輔、江口英利、武田　裕, 今川彰久、下村伊一郎

第85回日本内分泌学会学術総会 2012.4.19-21 名古屋市

●腹壁瘢痕ヘルニアに対する腹腔鏡手術の検討

中田　健、鈴木　玲、加藤健志、革島洋志、向井洋介、浜中美千子、
内山千恵子、金村剛志、竹野　淳、中平　伸、三木宏文、武田　裕、

田村茂行
第10回日本ヘルニア学会学術集会 2012.4.27 名古屋市

●当院におけるXP+ハーセプチン療法の使用経験

竹野　淳、田村茂行、谷口博一、橋本直佳、日馬弘貴、松下克則、革島洋志、
向井洋介、浜中美千子、鈴木　玲、中田　健、中平　伸、武田　裕、加藤健志、

中村剛之、柄川悟志、牧野　仁、萩原秀紀
Gastric Cancer Conference in Amagasaki 2012.5.18 尼崎市

●腹腔鏡下大腸癌切除術に対するReduced Port Surgery

加藤健志、鈴木　玲、中田　健、浜中美千子、向井洋介、竹野　淳、中平　伸、
谷口博一、武田　裕、田村茂行

第66回手術手技研究会 2012.5.25-26 福岡市

●腹腔鏡下膵尾側切除の手術手技

武田　裕、中平　伸、革島洋志、向井洋介、濵中美千子、内山千恵子、
金村剛志、竹野　淳、鈴木　玲、中田　健、三木宏文、加藤健志、

田村茂行
第66回手術手技研究会 2012.5.25-26 福岡市

●腹腔鏡下肝切除における工夫 完全腹腔鏡下肝右葉切除
の手技を中心に

中平　伸、武田　裕、革島洋志、向井洋介、濵中美千子、内山千恵子、
金村剛志、沖代格次、竹野　淳、鈴木　玲、中田　健、柄川千代美、

三木宏文、加藤健志、田村茂行
第66回手術手技研究会 2012.5.25-26 福岡市

●小腸大量切除による短腸症候群の1例 −術後全身管理か
ら在宅栄養管理へ

中田　健、鈴木　玲、加藤健志、革島洋志、向井洋介、浜中美千子、
内山千恵子、金村剛志、竹野　淳、中平　伸、三木宏文、武田　裕、

田村茂行
第191回近畿外科学会 2012.5.26 大阪市

●完全腹腔鏡下肝切除を2回施行した肝細胞癌の1例

森本祥悠、中平　伸、武田　裕、革島洋志、向井洋介、浜中美千子、
内山千恵子、金村剛志、竹野　淳、鈴木　玲、中田　健、三木宏文、加藤健志、

田村茂行
第191回近畿外科学会 2012.5.26 大阪市

●胆嚢癌に対する根治術後5年で下部胆管癌を発症し膵頭
十二指腸切除術を施行した1例

佐賀信之、中平　伸、武田　裕、革島洋志、向井洋介、浜中美千子、
内山千恵子、金村剛志、竹野　淳、鈴木　玲、中田　健、三木宏文、加藤健志、

田村茂行
第191回近畿外科学会 2012.5.26 大阪市

●腹腔鏡下肝切除術における工夫

武田　裕、中平　伸、竹野　淳、鈴木　玲、沖代格次、内山千恵子、中田　健、
柄川千代美、三木宏文、加藤健志、田村茂行

第24回日本肝胆膵外科学会・学術集会 2012.5.30-6.1 大阪市

●胆嚢捻転症の1例

濱中美千子、中平　伸、武田　裕、革島洋志、向井洋介、小野寿子、
内山千恵子、金村剛志、竹野　淳、鈴木　玲、中田　健、三木宏文、加藤健志、

田村茂行
第24回日本肝胆膵外科学会・学術集会 2012.5.30-6.1 大阪市

●腹腔鏡器具の微小部品を腹腔内に紛失し腹腔鏡下で摘出
し得た1例

向井洋介、中平　伸、武田　裕、革島洋志、小野寿子、濱中美千子、
内山千恵子、金村剛志、竹野　淳、鈴木　玲、中田　健、三木宏文、加藤健志、

田村茂行
第25回日本肝胆膵外科学会・学術集会 2012.5.30-6.2 大阪市

●一時的人工肛門を考える

中田　健、鈴木　玲、加藤健志
第54回関西STOMA研究会 2012.6.2 芦屋市

●肝障害度Bの肝細胞癌に対する治療戦略（鏡視下手術から）

武田　裕、中平　伸、竹野　淳、鈴木　玲、沖代格次、中田　健、柄川千代美、
谷口博一、三木宏文、加藤健志、田村茂行
第48回日本肝臓学会総会 2012.6.7-8 金沢市

●肝動脈塞栓療法が著効した直腸カルチノイドの異時性多
発肝転移の1例

中田　健、鈴木　玲、加藤健志、革島洋志、向井洋介、浜中美千子、内
山千恵子、金村剛志、竹野　淳、中平　伸、三木宏文、武田　裕、

田村茂行
第34回癌局所療法研究会 2012.6.8 福島市

●肝門部胆管癌術後の下部胆管癌に対して根治術を行った
2例

中平　伸、武田　裕、革島洋志、向井洋介、浜中美千子、内山千恵子、
金村剛志、竹野　淳、鈴木　玲、中田　健、三木宏文、加藤健志、

田村茂行
第34回日本癌局所療法研究会 2012.6.8 福島市
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●乳癌温存術後の局所再発における人工物を用いた乳房再
建術の検討

沖代格次、柄川千代美、向井洋介、革島洋志、浜中美千子、小野寿子、
内山千恵子、金村剛志、竹野　淳、中平　伸、鈴木　玲、中田　健、三木宏文、

武田　裕、加藤健志、浅田裕司、田村茂行、高塚雄一
第34回日本癌局所療法研究会 2012.6.8 福島市

●肝門部に発生した神経内分泌癌の1例

濱中美千子、中平　伸、武田　裕、革島洋志、向井洋介、小野寿子、
内山千恵子、金村剛志、竹野　淳、鈴木　玲、中田　健、三木宏文、加藤健志、

田村茂行
第34回日本癌局所療法研究会 2012.6.8 福島市

●ゲムシタビンによる術前化学療法後に切除した細胆管細
胞癌の1例

革島洋志、武田　裕、中平　伸、向井洋介、濵中美千子、内山千恵子、
金村剛志、竹野　淳、鈴木　玲、中田　健、三木宏文、加藤健志、

田村茂行
第34回日本癌局所療法研究会 2012.6.8 福島市

●当科におけるフルベストラントの使用経験

沖代格次、柄川千代美、日馬弘貴、高塚雄一
第43回兵庫乳腺疾患研究会 2012.6.9 神戸市

●腹腔鏡下膵体尾部切除術 −だれでもできるように

武田　裕
第6回肝胆膵内視鏡下手術勉強会 2012.6.16-17 福島市

●食道癌放射線化学療法における Glasgow Prognostic 
Score（GPS）の意義

竹野　淳、田村茂行、三木宏文、革島洋志、向井洋介、浜中美千子、
小野寿子、内山千恵子、金村剛志、鈴木　玲、中平　伸、中田　健、武田　裕、

加藤健志
第66回日本食道学会学術集会 2012.6.21-22 長野県

●食道癌に対する導入化学療法としてのFAP
（5-FU+CDDP+ADR）の効果

田村茂行、竹野　淳、三木宏文、浜中美千子、金村剛志、中平　伸、鈴木　玲、
中田　健、武田　裕、加藤健志

第66回日本食道学会 2012.6.21-22 長野県

●食道癌根治術後早期に皮膚筋炎を合併した１例

革島洋志、竹野　淳、田村茂行、三木宏文、中平　伸、鈴木　玲、中田　健、
武田　裕、加藤健志

第66回日本食道学会 2012.6.21-22 長野県

●癌性腸閉塞に対する腹腔鏡を利用した緩和的人工肛門造
設術の検討

中田　健、鈴木　玲、加藤健志、竹野　淳、中平　伸、三木宏文、
武田　裕、田村茂行、渡部昌子、下川福子、辻本　浩
第17回日本緩和医療学会学術大会 2012.6.22 神戸市

●腹腔鏡下膵尾側切除の手技・成績と今後の展望

武田　裕、中平　伸、永野浩昭、江口英利、竹野　淳、鈴木　玲、中田　健、
三木宏文、加藤健志、小林省吾、丸橋　繁、土岐祐一郎、森　正樹、

田村茂行
第43回日本膵臓学会大会 2012.6.28-29 山形市

●転移性乳癌に対するアンスラサイクリン療法の動向

柄川千代美、沖代格次、日馬弘貴、内山千恵子、小野寿子、武田　裕、
高塚雄一

第20回日本乳癌学会学術総会 2012.6.28-30 熊本市

●乳房温存術後の乳房内再発発症例の検討

沖代格次、柄川千代美、小野寿子、内山千恵子、武田　裕、高塚雄一
第20回日本乳癌学会学術総会 2012.6.28-30 熊本市

●当院におけるstageⅣ乳癌に対する原発巣切除後の予後
の検討

内山千恵子、柄川千代美、沖代格次、濵中美千子、武田　裕、高塚雄一
第20回日本乳癌学会学術総会 2012.6.28-30 熊本市

●76歳以上高齢者に対する化学療法の現状

鈴木　玲、加藤健志、中田　健、向井洋介、革島洋志、浜中美千子、竹野　淳、
中平　伸、三木宏文、武田　裕、田村茂行

第77回大腸癌研究会 2012.7.6 東京都

●胃切除術における周術期栄養管理 −ERASプロトコール
導入と早期の経腸栄養−

田村茂行、竹野　淳、三木宏文、濱中美千子、金村剛志、鈴木　玲、中平　伸、
中田　健、武田　裕、加藤健志　

第67回日本消化器外科学会総会 2012.7.18-20 富山市

●StageⅡ/Ⅲ大腸癌に対する手術療法と化学療法

加藤健志
第67回日本消化器外科学会総会 2012.7.18-20 富山市

●腹腔鏡下肝切除術の適応と成績

武田　裕、中平　伸、竹野　淳、沖代格次、鈴木　玲、中田　健、柄川千代美、
谷口博一、三木宏文、加藤健志、田村茂行

第67回日本消化器外科学会総会 2012.7.18-20 富山市

●StageⅣ大腸癌の治療戦略～原発巣切除の選択は正しい
か？

中田　健、鈴木　玲、加藤健志、革島洋志、向井洋介、竹野　淳、中平　伸、
三木宏文、武田　裕、田村茂行

第67回日本消化器外科学会総会 2012.7.18-20 富山市
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●当科における85歳以上大腸癌切除症例の検討

鈴木　玲、中田　健、加藤健志、向井洋介、革島洋志、濱中美千子、小野寿子、
内山千恵子、金村剛志、竹野　淳、中平　伸、三木宏文、武田　裕、

田村茂行
第67回日本消化器外科学会総会 2012.7.18-20 富山市

●再発肝細胞癌に対する完全腹腔鏡下再肝切除の有用性

中平　伸、武田　裕、革島洋志、向井洋介、濱中美千子、金村剛志、竹野　淳、
鈴木　玲、中田　健、三木宏文、加藤健志、田村茂行
第67回日本消化器外科学会総会 2012.7.18-20 富山市

●周術期経口補水療法を用いた胃切パス導入の効果

竹野　淳、田村茂行 、三木宏文 、革島洋志、向井洋介、小野寿子、
濱中美千子、 内山千恵子、金村剛志 、鈴木　玲 、中平　伸 、中田　健 、

武田　裕、加藤健志
第67回日本消化器外科学会総会 2012.7.18-20 富山市

●上部消化管手術のSSⅠ発生と術後膵液瘻に関する検討

革島洋志、中平　伸、武田　裕、濵中美千子、竹野　淳、鈴木　玲、中田　健、
三木宏文、　加藤健志、田村茂行

第67回日本消化器外科学会総会 2012.7.18-20 富山市

●腹腔鏡補助下手術を施行した梅の実による食餌性イレウ
スの1例　　　　

橋本直佳、中平　伸、革島洋志、向井洋介、小野寿子、濱中美千子、
内山千恵子、金村剛志、竹野　淳、鈴木　玲、中田　健、三木宏文、武田　裕、

加藤健志、田村茂行
第67回日本消化器外科学会総会 2012.7.18-20 富山市

●胃癌における術前、術後補助化学療法の位置づけ

井上健太郎、中根恭司、小切匡史、藤谷和正、木村　豊、今村博司、
田村茂行、岡野晋治、辻仲利政、古河　洋

第67回日本消化器外科学会総会 2012.7.18-20 富山市

●膵頭十二指腸切除を理解し究める ジェネラルを目指す
人もエキスパートを目指す人も

武田　裕
第15回専門医を目指す消化器外科セミナー 2012.8.24 大阪市

●腹腔鏡下肝切除術の適応と成績

武田　裕、中平　伸、竹野　淳、向坂英樹、鈴木　玲、沖代格次、柄川千代美、
中田　健、谷口博一、三木宏文、加藤健志、田村茂行

第25回近畿内視鏡外科研究会 2012.9.29 京都市

●当院における腹腔鏡下膵頭十二指腸切除術の導入

中平　伸、武田　裕、橋本直佳、松下克則、日馬弘貴、革島洋志、
向井洋介、浜中美千子、沖代格次、竹野　淳、鈴木　玲、谷口博一、

中田　健、柄川千代美、加藤健志、田村茂行
第25回近畿内視鏡外科研究会 2012.9.29 京都市

●Staging laparoscopyと腹腔鏡下胆道バイパス術が有効
であった切除不能十二指腸乳頭部癌の1例

濱中美千子、中平　伸、武田　裕、橋本直佳、松下克則、日馬弘貴、
革島洋志、向井洋介、沖代格次、竹野　淳、鈴木　玲、谷口博一、中田　健、

柄川千代美、加藤健志、田村茂行
第25回近畿内視鏡外科研究会 2012.9.29 京都市

●高周波手術装置バイクランプを用いた腹腔鏡下膵腫瘍核
出術の1例

橋本直佳、武田　裕、中平　伸、日馬弘貴、松下克則、革島洋志、
向井洋介、濱中美千子、竹野　淳、向坂英樹、鈴木　玲、谷口博一、

　中田　健、加藤健志、田村茂行
第25回近畿内視鏡外科研究会 2012.9.29 京都市

●膵頭十二指腸切除、肝部分切除後に完全腹腔鏡下肝部分
切除を施行した1例

日馬弘貴、武田　裕、中平　伸、松下克則、橋本直佳、向井洋介、
革島洋志、濱中美千子、竹野　淳、向坂英樹、谷口博一、鈴木　玲、

加藤健志、田村茂行
第25回近畿内視鏡外科研究会 2012.9.29 京都市

●腹水貯留を認めたliver damage Bの腹腔鏡下肝切除術の
2例

松下克則、武田　裕、中平　伸、日馬弘貴、橋本直佳、革島洋志、
向井洋介、浜中美千子、竹野　淳、向坂英樹、鈴木　玲、谷口博一、

加藤健志、田村茂行
第25回近畿内視鏡外科研究会 2012.9.29 京都市

●完全腹腔鏡下肝切除を2回施行した肝細胞癌の1例

森本祥悠、中平　伸、武田　裕、橋本直佳、松下克則、日馬弘貴、革島洋志、
向井洋介、浜中美千子、沖代格次、竹野　淳、鈴木　玲、谷口博一、

中田　健、柄川千代美、加藤健志、田村茂行
第25回近畿内視鏡外科研究会 2012.9.29 京都市

●乳腺良性病変の手術症例の検討

沖代格次、柄川千代美、日馬弘貴、高塚雄一
第29回日本乳腺甲状腺超音波医学会 2012.10.8-9 福岡県

●切除不能進行再発大腸癌に対する治療戦略

加藤健志
JDDW 2012 第20回日本消化器関連学会週間 2012.10.10-13 神戸市

●当院における高難度肝胆膵外科手術に対する腹腔鏡手術
導入のとりくみ

中平　伸、武田　裕、橋本直佳、松下克則、日馬弘貴、革島洋志、
向井洋介、浜中美千子、竹野　淳、向坂英樹、鈴木　玲、谷口博一、

加藤健志、田村茂行
第15回兵庫腹腔鏡外科勉強会 2012.10.13 神戸市

●腹膜転移を有する高度進行胃癌に対する治療成績

田村茂行、竹野　淳、谷口博一、濱中美千子、向井洋介、革島洋志、
橋本直佳、松下克則、日馬弘貴、中平　伸、鈴木　玲、中田　健、武田　裕、

加藤健志
第50回日本癌治療学会学術集会 2012.10.25-27 横浜市
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●切除不能大腸癌に対する治療

加藤健志
第50回日本癌治療学会学術集会 2012.10.25-27 横浜市

●肝細胞癌治療における 腹腔鏡下肝切除の位置付け

武田　裕、中平　伸、竹野　淳、鈴木　玲、沖代格次、柄川千代美、中田　健、
谷口博一、三木宏文、加藤健志、田村茂行

第50回日本癌治療学会学術集会 2012.10.25-27 横浜市

●転移・再発乳癌におけるパクリタキセル＋ベバシズマブ
の当院での使用経験

柄川千代美、沖代格次、日馬弘貴、高塚雄一
第50回日本癌治療学会学術集会 2012.10.25-27 横浜市

●腹腔鏡補助下大腸切除術後の社会復帰について ‐ 当科
でのアンケート結果より

鈴木　玲、中田　健、加藤健志、日馬弘貴、松下克則、橋本直佳、革島洋志、
向井洋介、浜中美千子、竹野　淳、中平　伸、谷口博一、武田　裕、

田村茂行
第50回日本癌治療学会学術集会 2012.10.25-27 横浜市

●HER2陽性進行再発胃癌に対するTrastuzumab併用療法
の使用経験と問題点

竹野　淳、田村茂行、谷口博一、橋本直佳、日馬弘貴、松下克則、革島洋志、
向井洋介、浜中美千子、鈴木　玲、中田　健、中平　伸、武田　裕、加藤健志、

中村剛之、柄川悟志、牧野　仁、萩原秀紀
第50回日本癌治療学会学術集会 2012.10.25-27 横浜市

●進行・再発乳癌に対するエリブリンの使用経験

沖代格次、柄川千代美、高塚雄一
第50回日本癌治療学会学術集会 2012.10.25-27 横浜市

●切除不能大腸癌S-1/LV併用（1週投与1週休薬）日中国際
共同試験（最終報告）

遠藤和也、Li J、Xu R、Xu J、傳田忠道、Shen L、藤也寸志、嶋田　顕、
加藤健志、馬場秀夫

第50回日本癌治療学会学術集会 2012.10.25-27 横浜市

●DPCとクリニカルパスのコラボレーション

田村茂行
第22回日本医療薬学学会 2012.10.27-28 新潟市

●当院における高難度肝胆膵外科手術 に対する腹腔鏡手
術導入のとりくみ

中平　伸、武田　裕、橋本直佳、松下克則、日馬弘貴、革島洋志、
向井洋介、浜中美千子、竹野　淳、向坂英樹、鈴木　玲、谷口博一、

加藤健志、田村茂行
大阪肝胆膵外科報告会 2012.10.31 大阪市

●腹腔鏡下肝切除の適応拡大

中平　伸、武田　裕、橋本直佳、松下克則、日馬弘貴、革島洋志、
向井洋介、浜中美千子、竹野　淳、向坂英樹、鈴木　玲、谷口博一、

加藤健志、田村茂行
第12回平成外科研究会 2012.11.2 大阪市

●超音波ガイド下吸引式針生検VACORA®の有用性の検討

沖代格次、柄川千代美、日馬弘貴、中塚伸一、高塚雄一
第22回日本乳癌検診学会総会 2012.11.10-11 沖縄県

●腹腔鏡下直腸切除術における肛門側腸管切除方法

加藤健志、鈴木　玲、中田　健、浜中美千子、向井洋介
第67回日本大腸肛門病学会学術集会 2012.11.16-17 福岡市

●本邦での大腸癌術後補助化学療法におけるオキサリプラ
チン（L-OHP）の位置づけ

加藤健志、鈴木　玲、中田　健、浜中美千子、向井洋介、竹野　淳、中平　伸、
三木宏文、武田　裕、田村茂行

第67回日本大腸肛門病学会学術集会 2012.11.16-17 福岡市

●閉塞性大腸癌に対する腹腔鏡手術の検討

中田　健、加藤健志、鈴木　玲、向井洋介、浜中美千子
第67回日本大腸肛門病学会学術集会 2012.11.16-17 福岡市

●ステージⅣ大腸癌に対する治療の現状

鈴木　玲、中田　健、加藤健志、松下克則、橋本直佳,日馬弘貴、向井洋介、
革島洋志、浜中美千子、竹野　淳、中平　伸、武田　裕、田村茂行

第67日本大腸肛門病学会学術集会 2012.11.16-17 福岡市

●傍ストマヘルニアを腹腔鏡下に修復した2例

濱中美千子、加藤健志、中田　健、鈴木　玲、向井洋介
第67回日本大腸肛門病学会学術集会 2012.11.16 福岡市

●総胆管結石にて腹腔鏡下肝切除術後bilomaの増悪をきた
した2例

中平　伸、武田　裕、橋本直佳、松下克則、日馬弘貴、革島洋志、
向井洋介、浜中美千子、竹野　淳、向坂英樹、鈴木　玲、谷口博一、

加藤健志、田村茂行
第1回大阪肝・胆道外科セミナー 2012.11.16 大阪市

●消化器手術における栄養評価と手術部位感染の関連性

中平　伸、橋本直佳、松下克則、日馬弘貴、革島洋志、向井洋介、
浜中美千子、竹野　淳、向坂英樹、鈴木　玲、谷口博一、武田　裕、

加藤健志、田村茂行
第25回日本外科感染症学会総会学術集会 2012.11.21-22 千葉市
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●胃癌手術のSSⅠ発生率とⅠSGPF分類による膵液度との関
連性

革島洋志、中平　伸、谷口博一、 濵中美千子、沖代格次、竹野　淳、
向坂英樹、鈴木　玲、柄川千代美、武田　裕、加藤健志、田村茂行

第25回日本外科感染症学会総会学術集会 2012.11.21-22 千葉市

●当院における肝切除術に対する手術部位感染対策

橋本直佳、中平　伸、松下克則、日馬弘貴、革島洋志、向井洋介、
浜中美千子、竹野　淳、向坂英樹、鈴木　玲、谷口博一、武田　裕、

加藤健志、田村茂行
第25回日本外科感染症学会総会学術集会 2012.11.21-22 千葉市

●当院における下部消化管手術に対する手術部位感染対策

松下克則、中平　伸、橋本直佳、日馬弘貴、革島洋志、向井洋介、
浜中美千子、竹野　淳、向坂英樹、鈴木　玲、谷口博一、武田　裕、

加藤健志、田村茂行
第27回日本外科感染症学会総会学術集会 2012.11.21-22 千葉市

●非典型的な病理所見を呈した乳腺adenomyoepithelioma
の1例

松下克則、沖代格次、日馬弘貴、柄川千代美、高塚雄一
第10回日本乳癌学会近畿地方会 2012.11.24 豊中市

●腹腔鏡下肝切除術式の変遷と成績

武田　裕、中平　伸、竹野　淳、向坂英樹、鈴木　玲、谷口博一、加藤健志、
田村茂行

第6回肝臓内視鏡外科研究会 2012.11.28 東京都

●腹腔鏡下膵尾側切除の手技上のポイント

武田　裕、中平　伸、江口英利、永野浩昭、加藤健志、田村茂行
第4回膵臓内視鏡外科研究会 2012.11.28 東京都

●当院における完全腹腔鏡下系統的肝切除術

中平　伸、武田　裕、橋本直佳、松下克則、日馬弘貴、革島洋志、
向井洋介、浜中美千子、竹野　淳、向坂英樹、鈴木　玲、谷口博一、

加藤健志、田村茂行
第6回肝臓内視鏡外科研究会 2012.11.28 東京都

●当院における腹腔鏡下膵頭十二指腸切除術の導入

中平　伸、武田　裕、革島洋志、向井洋介、浜中美千子、竹野　淳、向坂英樹、
鈴木　玲、谷口博一、加藤健志、田村茂行

第4回膵臓内視鏡外科研究会 2012.11.28 東京都

●腹腔鏡下膵切除術 尾側膵切除から膵頭十二指腸切除へ

武田　裕、中平　伸、竹野　淳、鈴木　玲、沖代格次、中田　健、谷口博一、
柄川千代美、加藤健志、田村茂行

第74回日本臨床外科学会総会 2012.11.29-12.1 東京都

●当院における乳癌晩期再発症例の検討

柄川千代美、沖代格次、日馬弘貴、高塚雄一
第74回日本臨床外科学会総会 2012.11.29-12/1 東京都

●当院での腹腔鏡下虫垂切除術の現状と展望

鈴木　玲、加藤健志、向坂英樹、中田　健、橋本直佳、松下克則、
日馬弘貴、向井洋介、革島洋志、浜中美千子、沖代格次、竹野　淳、

中平　伸、谷口博一、柄川千代美、武田　裕、田村茂行
第74回日本臨床外科学会総会 2012.11.29-12.1 東京都

●当院における腹腔鏡下膵頭十二指腸切除術の手術手技

中平　伸、武田　裕、橋本直佳、松下克則、日馬弘貴、革島洋志、
向井洋介、浜中美千子、竹野　淳、鈴木　玲、谷口博一、中田　健、

加藤健志、田村茂行
第74回日本臨床外科学会総会 2012.11.29-12.1 東京都

●腹腔鏡下肝切除における工夫 完全腹腔鏡下肝右葉切除
の手技を中心に

中平　伸、武田　裕、橋本直佳、松下克則、日馬弘貴、革島洋志、
向井洋介、浜中美千子、竹野　淳、鈴木　玲、谷口博一、中田　健、

加藤健志、田村茂行
第74回日本臨床外科学会総会 2012.11.29-12.1 東京都

●非浸潤性乳管癌術後に肺転移を発症した1例

沖代格次、柄川千代美、日馬弘貴、高塚雄一
第73回日本臨床外科学会総会 2012.11.29-12.1 東京都

●乳腺線維腫症術後胸壁再発に対して胸筋合併乳房切除お
よび胸壁合併切除を施行した1例

橋本直佳、沖代格次、柄川千代美、高塚雄一、岩田　隆
第74回日本臨床外科学会総会 2012.11.29-12.1 東京都

●DPCとクリニカルパスによる医療の標準化と経済効果

田村茂行、谷口博一、竹野　淳、沖代格次、向坂英樹、中平　伸、鈴木　玲、
柄川千代美、武田　裕、加藤健志、山尾吉宏、副島彰典、山根一浩

第60回日本職業・災害医学会学術大会 2012.12.2-3 大阪市

●外来化学療法におけるチーム医療 がん患者の社会復帰
支援における工夫と問題点 がん化学療法の外来導入に
おける工夫

加藤健志、鈴木　玲、向坂英樹、沖代格次、竹野　淳、中平　伸、
柄川千代美、武田　裕、田村茂行

第60回日本職業・災害医学会学術大会 2012.12.2-3 大阪市

●大腸癌に対する単孔式・Reducef Port Surgery導入にお
ける利点と問題点

加藤健志、鈴木　玲、中田　健、浜中美千子、向井洋介、竹野　淳、中平　伸、
谷口博一、武田　裕、田村茂行

第25回日本内視鏡外科学会総会 2012.12.6-8 横浜市



53

●腹腔鏡下肝切除、膵切除の現状と展望

武田　裕、中平　伸、竹野　淳、向坂英樹、鈴木　玲、沖代格次、柄川千代美、
中田　健、谷口博一、加藤健志、田村茂行

第25回日本内視鏡外科学会総会 2012.12.6-8 横浜市

●当院での腹部救急疾患に対する腹腔鏡手術の現状と展望

鈴木　玲、加藤健志、向坂英樹、中田　健、橋本直佳、松下克則、
日馬弘貴、向井洋介、革島洋志、浜中美千子、沖代格次、竹野　淳、

中平　伸、谷口博一、柄川千代美、武田　裕、田村茂行
第25回日本内視鏡外科学会総会 2012.12.6-8 横浜市

●当院における腹腔鏡下膵頭十二指腸切除術の導入

中平　伸、武田　裕、橋本直佳、松下克則、日馬弘貴、革島洋志、
向井洋介、浜中美千子、竹野　淳、鈴木　玲、谷口博一、中田　健、加藤健志、

田村茂行
第25回日本内視鏡外科学会総会 2012.12.6-8 横浜市

●腹腔鏡下手術を施行した腹壁デスモイド腫瘍の1例

橋本直佳、竹野　淳、日馬弘貴、松下克則、革島、洋志、向井洋介、
濱中美千子、向坂英樹、中平　伸、鈴木　玲、武田　裕、加藤健志、

田村茂行
第25回日本内視鏡外科学会総会総会 2012.12.6-8 神奈川県

●腹腔鏡下胆嚢摘出術 の基本手技:当院における腹腔鏡下
膵頭十二指腸切除術の導入

中平　伸
第5回大阪内視鏡外科手術セミナー 2012.12.15-16 福島市

●SM深部浸潤が疑われた0-Ⅰ+Ⅱc食道癌の1例

竹野　淳、田村茂行、谷口博一、藤尾　誓、中平　伸、向坂英樹、鈴木　玲、
武田　裕、加藤健志、永野輝明、中塚伸一
第68回食道色素研究会 2012.12.22 東京都

講演会やテレビ出演
●乳癌の骨転移；治療の概要

沖代格次
第11回乳がん看護研究会 2012.7.7 尼崎市

●パクリタキセル+ベバジズマブの使用経験

沖代格次
アバスチン MBC Expert Meeting 2012.7.13 尼崎市

●当科におけるエリブリンの使用経験

沖代格次
Eribulin Meet The Expert 2012.9.7 神戸市

●最近の乳癌薬物療法について

沖代格次
兵庫県病院薬剤師会西宮支部学術講演会 2012.11.22 西宮市

主催研究会
●

中田　健 
第54回関西STOMA研究会 2012.6.2 芦屋市

2011年追加分　論文・著書
●Randomized phase Ⅱ trial of first-line treatment with tailored 

irinotecan ans S-1 therapy versus S-1 monotherapy for 
advanced or recurrent gastric carcinoma（JFMC31-0301）

Komatsu Y, Takahashi Y, Kimura Y, Oda H, Tajima Y, Tamura S, 
Sakurai J, Wakasugi T, Tatebe S, Takahashi M, Sakata Y, Kitajima M, 

Sakamoto J, Saji S
Anticancer Drugs 22（6）:576-583,2011 Jul
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整形外科・スポーツ整形外科
論文・著書

●High survival of dome pelvic osteotomy in patients with early 
osteoarthritis from hip dysplasia

Sakai T, Nishii T, Takao M, Ohzono K, Sugano N
Clin Orthop Relat Res 470（9）:2573-82,2012

●Detection of abnormalities in the superficial zone of cartilage 
repaired using a tissue engineered construct derived from 
synovial stem cells

Ando W, Fujie H, Moriguchi Y, Nansai R, Shimomura K, Hart DA, 
Yoshikawa H, Nakamura N

Eur Cell Mater 24:292-307,2012

●Ovine synovial membrane-derived mesenchymal progenitor cells 
retain the phenotype of the original tissue that was exposed to 
in-vivo inflammation: evidence for a suppressed chondrogenic 
differentiation potential of the cells

Ando W, Heard BJ, Chung M, Nakamura N, Frank CB, Hart DA
 Inflamm Res 61（6）:599-608,2012

●Eleven- to 14-year follow-up results of cementless total hip 
arthroplasty using a third-generation alumina ceramic-on-
ceramic bearing

Sugano N, Takao M, Sakai T, Nishii T, Miki H, Ohzono K
J Arthroplasty 27（5）:736-741,2012

●Subclinical Chronic Atlanto-Occipital Rotatory Fixation: A Case 
Report

Oshima K, Sakaura H, Iwasaki M, Oka k, Sugamoto K, Yoshikawa H
J Bone Joint Surg Case Connect 2（3）: e41 1-3, 2012

●Matrix extracellular phosphoglycoprotein is expressed in 
causative tumors of oncogenic osteomalacia

Imanishi Y, Hashimoto J, Ando W, Kobayashi K, Ueda T, Nagata Y, 
Miyauchi A, Koyano HM, Kaji H, Saito T, Oba K, Komatsu Y, 

Morioka T, Mori K, Miki T, Inaba M.
J Bone Miner Metab 30（1）:93-99,2012

●Three-dimensional measurement of growth of ossification of the 
posterior longitudinal ligament

Fujimori T, Iwasaki M, Nagamoto Y, Ishii T, Sakaura H, Kashii M, 
Yoshikawa H, Sugamoto K

J Neurosurg Spine 16（3）: 289-295,2012

●Three-dimensional measurement of intervertebral range of 
motion in ossification of the posterior longitudinal ligament: Are 
there mobile segments in the continuous type?

Fujimori T, Iwasaki M, Nagamoto Y, Kashii M, Ishii T, Sakaura H, 
Sugamoto K, Yoshikawa H

J Neurosurg Spine 17（1）:74-81,2012

●Three-dimensional motion of the uncovertebral joint during head 
rotation

Nagamoto Y, Ishii T, Iwasaki M, Sakaura H, Morimoto H, Fujimori T, 
Kashii M, Murase T, Yoshikawa H, Sugamoto K

J Neurosurg Spine 17（4）: 327-333,2012

●Disease Evaluation Questionnaire（JHEQ）: a patient-based 
evaluation tool for hip-joint disease. The Subcommittee on Hip 
Disease Evaluation of the Clinical Outcome Committee of the 
Japanese Orthopaedic Association

Matsumoto T, Kaneuji A, Hiejima Y, Sugiyama H, Akiyama H,
 Atsumi T, Ishii M, Izumi K, Ichiseki T, Ito H, Okawa T, Ohzono K,

Otsuka H, Kishida S, Kobayashi S, Sawaguchi T, Sugano N, 
Nakajima I, Nakamura S, Hasegawa Y, Fukuda K, Fujii G, Mawatari T, 

Mori S, Yasunaga Y, Yamaguchi M
J Orthop Sci 17（1）:25-38,2012

●The intraoperative gap difference（flexion gap minus extension 
gap） is altered by insertion of the trial femoral component.

Hananouchi T, Yamamoto K, Ando W, Fudo K, Ohzono K.
Knee 19（5）:601-605,2012

●Chondral fragment of the lateral femoral trochlea of the knee in 
adolescents.

Uchida R, Toritsuka Y, Yoneda K, Hamada M, Ohzono K, Horibe S
Knee 19（5）:719-723,2012

●Postoperative 24-Hour Result of 15-Second Grip and Release 
Test Correlates with Surgical Outcome of Cervical Compression 
Myelopathy

Hosono N, Takenaka S, Mukai Y, Makino T, Sakaura H, Miwa T, 
Kaito T

Spine 37（15）:1283-1287,2012

●膝蓋骨脱臼の評価と治療: 膝蓋骨脱臼の病態
−動態解析−

鳥塚之嘉、山田裕三
関節外科 31:253-265,2012

●解剖学的二重束ACL再建術における骨膜上に設置された
EndoButtonの術後転位

内田良平、前　達雄、史野根生、鳥塚之嘉
JOSKAS 37（1）:92-93,2012

●頚椎の手術　術前・術後ケアのDo & Do Not

坂浦博伸
整形外科看護 春季増刊:38-57,2012

●髄液漏

山下智也
整形外科看護 17（12）:33-36,2012

●腓骨神経麻痺

内田良平
整形外科看護 17（12）:40-43,2012
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●テーラーメイド手術ガイドの股関節手術への応用.

花之内健仁
整形・災害外科 55（8）:989-995,2012

●METAL ON METAL THAにおけるcomponentのデザイ
ンによる金属イオン動態の検討　多施設共同・前向き研
究 −中間報告; 第2報−

安藤　渉、山本健吾、花之内健仁、不動一誠、大園健二、渥美　敬、白土英明、
老沼和弘、徳永裕彦、稲葉　裕、相原雅治

日本人工関節学会誌 42:33-34,2012

●術中大腿骨前捻評価におけるモジュラーネックの増捻・
減捻効果

花之内健仁、山本健吾、安藤　渉、不動一誠、大園健二
Hip joint 38:127-129,2012

●フレア構造を有する臼蓋コンポーネントを用いた
ceramic on ceramic THAの短期成績

安藤　渉、山本健吾、花之内健仁、不動一誠、大園健二、相原雅治
Hip Joint 38:383-386,2012

●放射状MRⅠを用いた股関節唇病変診断のためのanterior 
impingement test の信頼性

花之内健仁、山本健吾、大園健二
Hip joint 38:898-900,2012

●学校スポーツにおける外傷・障害診療ガイド：選抜高等
学校野球大会・全国高等学校野球選手権大会でのメディ
カルサポート

鳥塚之嘉、堀口幸二
臨床スポーツ医学 29:416-421,2012

●大腿骨頭壊死症患者に対する表面置換型人工股関節全置
換術におけるテーラーメイドサージカルガイド（大腿骨
側ならびに臼蓋側）の使用経験.

花之内健仁、山本健吾、安藤　渉、大園健二
厚生労働科学研究費補助金 難治性疾患克服研究事業 特発性大腿骨頭

壊死症の診断・治療・予防法の開発を目的とした全国学際的研究
平成21年-23年度 総合研究報告書 419-421,2012

●アキレス腱炎、アキレス腱周囲炎

鳥塚之嘉
今日の治療指針2012.山口徹、非田原光夫、福井次矢編。

医学書院、東京：912-913, 2012

学会報告
●Comparison between component designs with different femoral 

head size in metal on metal total hip arthroplasty; Multicenter 
prospective study

Ando W, Ohzono K, Atsumi T, Shiratsuchi H, Oinuma K, Tokunaga H, 
Inaba Y, Aihara M

2012 Pacific Rim Orthopaedic Symposium 2012.9.13-15 
Bangkok,Thailand

●Diagnosability Of AnteriorⅠmpingement Test For Detecting 
Acetabular Labral Lesion.Ⅰnternational Society for Hip 
Arthroscopy.

Hananouchi T, Yasui Y, Yamamoto K, Toritsuka Y, Ohzono K
4th International Society for Hip Arthroscopy 2012.9.27-29 Boston,MA

●Clinical and radiographic results following isolated capitate 
shortening osteotomy for the stageⅡorⅢa of Kienböck’s 
disease in middle and elderly patients

Horiki M, Nakagawa R, Denno K
9th Asian Pacific Federation of Societies for Surgery of the Hand 

2012.10.11-13 Bali,Indonesia

●内側型野球肘の保存的治療

堀木　充、中川玲子、川口杏夢、田野確郎
第24回日本肘関節学会 2012.2 新潟県

●上腕骨小頭離断性骨軟骨炎保存的治療例の経過に関する
検討

川口杏夢、堀木　充、中川玲子、田野確郎
第24回日本肘関節学会 2012.2 新潟県

●関節リウマチによる強直肘に対する人工肘関節置換術の
治療成績

久我研作、正富　隆、久保伸之、行岡正雄
第24回日本肘関節学会 2012.2 新潟県

●METAL ON METAL THAにおけるcomponentのデザイ
ンによる金属イオン動態の検討　多施設共同・前向き研
究 −中間報告; 第2報−

安藤　渉、山本健吾、花之内健仁、不動一誠、大園健二、渥美　敬、白土英明、
老沼和弘、徳永裕彦、稲葉　裕、相原雅治

第42回日本人工関節学会 2012.2.24-25 沖縄県

●屈曲・伸展ギャップは大腿骨コンポーネント挿入によっ
て変化する

花之内健仁、山本健吾、安藤　渉、不動一誠、大園健二
第42回日本人工関節学会 2012.2.24-25 沖縄県

●術中想定大腿骨前捻評価による2機種のステムにおける
モジュラーネックの増捻・減捻効果の違い

花之内健仁、山本健吾、安藤　渉、不動一誠、大園健二
第42回日本人工関節学会 2012.2.24-25 沖縄県

●LⅠMA Modulus Stemの短期臨床成績

不動一誠、安藤　渉、山本健吾、花之内健仁、大園健二、相原雅治　
第42回日本人工関節学会 2012.2.24-25 沖縄県

●臼蓋形成不全股に対し、プレスフィット固定においてい
かに骨性被覆がなくても許容できるか

不動一誠、安藤　渉、山本健吾、花之内健仁、大園健二、相原雅治　
第42回日本人工関節学会 2012.2.24-25 沖縄県
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●膝蓋骨脱臼に対する膝蓋骨の動態解析

鳥塚之嘉、山田裕三、堀部秀二、塩崎嘉樹、森友寿夫、中村憲正、
中田　研、菅本一臣、吉川秀樹、史野根生

第85回日本整形外科学会学術集会 2012.4 京都市

●Cortical Bone Trajectory法による低侵襲PLⅠF

大和田哲雄
日本整形外科学会学術集会 2012.4 京都市

●キーンベック病に対する有頭骨短縮骨切り術の治療成績

堀木　充、中川玲子、川口杏夢、田野確郎
第55回日本手外科学会 2012.4 横浜市

●上肢に発生したDEHの治療経験

川口杏夢、堀木　充、中川玲子、田野確郎
第55回日本手外科学会 2012.4 横浜市

●成人腰椎分離すべり症に対するPLⅠF後隣接椎間障害の
検討

坂浦博伸、山下智也、三輪俊格、鈴木省三、大園健二、大和田哲雄
第118回中部日本整形外科災害外科学会 2012.4.6-7 大阪市

●キーンベック病に対する有頭骨短縮骨切り術の治療成績

堀木　充、中川玲子、川口杏夢、田野確郎
第118回中部日本整形外科災害外科学会 2012.4.6-7 大阪市

●ハムストリング腱を用いた解剖学的二重束前十字靭帯再
建術における臨床成績

内田良平、鳥塚之嘉、天野　大、前　達雄、史野根生、大園健二
第118回中部日本整形外科災害外科学会 2012.4 大阪市

●PLⅠF後隣接障害に対するPLⅠFの治療成績

三輪俊格、山下智也、坂浦博伸、大和田哲雄
第118回中部日本整形外科災害外科学会 2012.4.6-7 大阪市

●80歳以上の高齢者に対するPLⅠFの成績 −2年以上経過
例の検討−

山下智也、坂浦博伸、三輪俊格、鈴木省三、大和田哲雄
第118回中部日本整形外科災害外科学会 2012.4.6-7 大阪市

●関節リウマチによる強直肘に対する人工肘関節置換術の
治療成績

久我研作、正富　隆、久保伸之、行岡正雄
第118回中部日本整形外科災害外科学会 2012.4.6-7 大阪市

●上位腰椎（L1/2 , 2/3）に対するPLⅠFの検討

小泉宏太、山下智也、坂浦博伸、三輪俊格、大園健二、大和田哲雄
第118回中部日本整形外科災害外科学会 2012.4.6-7 大阪市

●放射状MRⅠを用いた股関節唇病変診断のためのAnterior 
Ⅰmpingement Testの信頼性

安井行彦、花之内健仁、山本健吾、鳥塚之嘉、大園健二
第118回中部日本整形外科災害外科学会 2012.4.6-7 大阪市

●歩行困難関節リウマチ（ＲＡ）に対する徒手療法の効果

渡邊牧代、行岡正雄、正富　隆、久保伸之、森本　毅、久我研作
第118回中部日本整形外科災害外科学会 2012.4.6-7 大阪市

●腰椎分離すべり症に対するPLⅠF後の症候性隣接椎間障
害

坂浦博伸、山下智也、三輪俊格、鈴木省三、大和田哲雄
第41回日本脊椎脊髄病学会 2012.4.19-20 福岡県

●PLⅠF後隣接障害に対するPLⅠFの治療成績

三輪俊格、山下智也、坂浦博伸、大和田哲雄
第41回日本脊椎脊髄病学会 2012.4.19-20 福岡県

●80歳以上の高齢者に対するPLⅠFの成績 −2年以上経過
例の検討−

山下智也、坂浦博伸、三輪俊格、鈴木省三、大和田哲雄
第41回日本脊椎脊髄病学会 2012.4.19-20 福岡県

●上位腰椎（L1/2、L2/3）に対するPLⅠFの検討

山下智也、坂浦博伸、三輪俊格、大和田哲雄
第41回日本脊椎脊髄病学会 2012.4.19-20 福岡県

●特発性大腿骨頭壊死症との鑑別診断を要した症例の検討

安藤　渉、不動一誠、花之内健仁、小山　毅、山本健吾、大園健二
第33回関西股関節研究会 2012.4.21 大阪市

●ACL再建術後の再損傷膝において脛骨に移植した自家腸
骨の経時的変化

内田良平、鳥塚之嘉、前　達雄、大園健二
第4回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会 2012.7 那覇市

●陳旧性アキレス腱断裂に対して保存治療を施行した3例

内田良平、小泉宏太、鳥塚之嘉、前　達雄、大園健二
第25回日本臨床整形外科学会学術集会・関西 2012.7 神戸市
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●橈骨遠位端骨折の保存的治療中に生じる長母指伸筋腱断
裂の検討

久我研作、田野確郎、堀木　充、中川玲子、川口杏夢
第25回日本臨床整形外科学会学術集会・関西 2012.7 神戸市

●特発性大腿骨頭壊死症との鑑別診断を要した症例の検討

安藤　渉、不動一誠、花之内健仁、小山　毅、山本健吾、大園健二
第25回日本臨床整形外科学会学術集会・関西 2012.7.15-16 神戸市

●内側型野球肘の保存的治療

堀木　充、中川玲子、川口杏夢、田野確郎
第25回日本臨床整形外科学会学術集会・関西 2012.7 神戸市

●上腕骨小頭離断性骨軟骨炎保存的治療例の経過に関する
検討

川口杏夢、堀木　充、中川玲子、田野確郎
第25回日本臨床整形外科学会学術集会・関西 2012.7 神戸市

●頸椎distraction-flexion損傷に対し施行した前方・後方固
定術直後に脊髄麻痺を呈した1例

山下智也、坂浦博伸、三輪俊格、大和田哲雄
第7回骨折治療を考える会 2012.7 大阪市

●保存的に経過観察されている特発性大腿骨頭壊死症の検
討

安藤　渉、不動一誠、花之内健仁、小山　毅、山本健吾、大園健二
特発性大腿骨頭壊死症調査研究班 平成24年度第1回班会議 2012.8.11

福岡市

●Cortical Bone Trajectory 法を用いた脊椎再建 −Failed 
Pedicle Screwに伴うMOB に対する新たな固定術−

大和田哲雄、坂浦博伸、山下智也、三輪俊格
日本脊椎脊髄神経手術手技学会 2012.9 青森県

●股関節鏡視下に治療を行った 滑膜性軟骨腫症の1例

平井幸雄、花之内健仁、山本健吾、小泉宏太、内田良平、鳥塚之嘉、
大園健二

第38回兵庫県阪整会 2012.9.13 尼崎市

●股関節鏡視下に治療を行った 滑膜性軟骨腫症の1例

花之内健仁、山本健吾、小泉宏太、内田良平、鳥塚之嘉、平井幸雄、
大園健二

第33回関西股関節研究会  2012.10.13 大阪市

●骨盤輪骨折に対してＸ線透視およびＣＴガイド下にスク
リュー固定を施行した1例

大槻　大、山本健吾、不動一誠、花之内健仁、安藤　渉、小山　毅、
大園健二

第33回 関西股関節研究会 2012.10.13 大阪市

●両股関節に対し、複数回の手術を施行された1例

安藤　渉、不動一誠、花之内健仁、小山　毅、山本健吾、大園健二
第34回関西股関節研究会 2012.12.1 大阪市

●膝蓋骨脱臼の病態と治療

鳥塚之嘉
第60回日本職業・災害外科学会学術大会 2012.12 大阪市

●THAにおける2つのインプラント前捻決定方法がインプ
ラントインピンジメントまでの可動範囲に与える影響

大槻　大、花之内健仁、山本健吾、安藤　渉、小山　毅、不動一誠、
大園健二

第39回日本股関節学会 2012.12.7-8 新潟市

●Pinnacle AカップとS-ROM A ステムを用いた Metal on 
Metal THAの短期成績

安藤　渉、山本健吾、小山　毅、花之内健仁、不動一誠、大園健二、
相原雅治

第30回日本股関節学会 2012.12.7-8 新潟

●特発性大腿骨頭壊死症との鑑別診断を要した症例の検討

安藤　渉、不動一誠、花之内健仁、小山　毅、山本健吾、大園健二
第39回日本股関節学会 2012.12.7-8 新潟市

●大転子高位股に対する人工股関節全置換術の検討

不動一誠、安藤　渉、山本健吾、花之内健仁、大園健二、相原雅治
第30回日本股関節学会 2012.12.7-8 新潟市

講演会やテレビ出演
●頚椎椎弓形成術後の軸性疼痛予防に対する私たちの取り

組み −どの筋を温存すべきか？−

坂浦博伸
第6回NSG頚椎セミナー 2012.2.11 名古屋市

●Wagner cone stem 適応と手術手技

大園健二
Zimmer Hip Stem Seminar 2012.3.10 東京都

●手外科領域における画像診断のpitfall

田野確郎
北六甲イメージセミナー 2012.6 神戸市

●小侵襲PLⅠFの試み Cortical Bone Trajectory法の導入と
今後

大和田哲雄
和歌の浦低侵襲脊椎外科セミナー 2012.7 和歌山市
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●各種股関節疾患の診断と治療

大園健二
帝人ファーマ学術研修会 2012.8.7 神戸市

●モジュラーネックの増・減捻効果がインプラントインピ
ンジメントまでの可動範囲に与える影響 3次元モデルを
用いたSimulation Study

花之内健仁
ライトメディカルジャパン Hipセミナー2012 2012.9.8 福岡市

●クロワード原法に準ずるPLⅠFの変遷 -骨粗鬆症症例に対
するインスルメンテーションと低侵襲の試み-

大和田哲雄
鹿児島脊椎外科カンファレンス 2012.10 鹿児島市

●労災医療の実際と算定方法

田野確郎
労災医療担当者ブロック研修 2012.11 東京都

●職業災害としての上肢外傷 -肘関節

田野確郎
日本職業・災害医学会 2012.12 大阪市

形成外科
学会報告

●皮膚浸潤した悪性髄膜腫摘出後の頭部皮膚欠損に対する
僧帽筋皮弁による再建の1例

高原厚子、浅田裕司、藤山　浩、武田紘司
第100回日本形成外科学会関西支部学術集会 2012.3.24 大阪市

●全身状態不良な足壊疽患者の下肢切断手術に対する麻酔
法の選択

藤山　浩、浅田裕司、武田紘司、高原厚子
第55回日本形成外科学会学術集会 2012.4.11-13 東京都

●放射線潰瘍により損傷した外腸骨動脈除去後に患肢を温
存および潰瘍治癒をした1例

高原厚子、浅田裕司、藤山　浩、武田紘司
第102回日本形成外科学会関西支部学術集会 2012.12.2 神戸市
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脳神経外科
論文・著書

●Direct percutaneous carotid artery stenting for a patient with 
absence of the common carotid artery

Toyota S, Wakayama A, Yoshimine T
Interv Neuroradiol  18(3): 320-325,2012

●Superior sagittal sinus dural arteriovenous fistulas treated 
by stent placement for an occludedsinus and transarterial 
embolization. A case report

Ohara N, Toyota S, Kobayashi M, Wakayama A
Interv Neuroradiol 18（3）:333-340,2012

●Periventricular intraparenchymal Schwannoma: case report

Ming KH, Taki T
Neurologia medico-chirurgica 52（8）:603-607,2012

●A "Sling Swing Transposition" technique with pedicled dural 
flap for microvascular decompression in hemifacial spasm

Ming KH, Yoshimine T, Taki T
Neurosurgery 71（1sup Operative）:25-30,2012

学会報告
●破裂脳動脈瘤コイル塞栓術後の残存部、再発部に対する

再治療：その適応と治療法の選択

豊田真吾、馬場信行、岩本文徳、若山　暁、吉峰俊樹
脳卒中の外科 40（4）:246-250,2012

●破裂脳動脈瘤コイル塞栓術後の残存部、再発部に対する
再治療：コイル温存クリッピング術の実際

豊田真吾、若山　暁、吉峰俊樹
VIDEO JOURNAL of Japan Neurosurgery 19（1）,2012

●破裂動脈瘤クリッピング術後に留置した腰椎ドレナージ
に伴って発生した、brain sag の診断と治療経験

福永貴典、尾崎友彦、眞島　静、立石明広、西尾雅美、瀧　琢有
第63回日本脳神経外科学会近畿支部学術総会 2012.4.7 吹田市

●責任血管が三叉神経を貫通していた三叉神経痛に対する
微小血管減圧術の1例

西尾雅実、瀧　琢有
第71回日本脳神経外科学会学術総会 2012.10.17 大阪市

●簡便な遠隔画像診断の実用

瀧　琢有、福永貴典、鷹羽良平、竹綱成典、眞島　静、立石明広、
豊田真吾

第71回日本脳神経外科学会学術総会 2012.10.18 大阪市

●破裂および未破裂脳動脈瘤コイル塞栓術後の再発瘤に対
するクリッピング術：留置コイルの術中所見について

豊田真吾、福永貴典、鷹羽良平、竹綱成典、眞島　静、立石明広、
瀧　琢有

第71回日本脳神経外科学会学術総会 2012.10.18 大阪市

●3T TOF-MRAによる脳動脈瘤コイル塞栓術後のフォロー
アップの検討

立石明広、福永貴典、鷹羽良平、竹綱成典、眞島　静、豊田真吾、
瀧　琢有

第71回日本脳神経外科学会学術総会 2012.10.19 大阪市

●破裂動脈瘤クリッピング術後に留置した腰椎ドレナージ
に伴って発生したbrain sagの診断と治療経験

福永貴典、鷹羽良平、竹綱成典、眞島　静、立石明広、豊田真吾、
瀧　琢有

第71回日本脳神経外科学会学術総会 2012.10.19 大阪市

●内視鏡下ⅠCG蛍光血管造影の使用経験

眞島　静、福永貴典、鷹羽良平、竹綱成典、立石明広、豊田真吾、
瀧　琢有

第19回日本神経内視鏡学会学術総会 2012.11.3 東京都

●脳動脈瘤コイル塞栓術後の再発機序についての考察：ク
リッピング術中の留置コイル所見の検討

豊田真吾、福永貴典、鷹羽良平、竹綱成典、眞島　静、立石明広、
瀧　琢有

第28回日本脳神経血管内治療学会学術総会 2012.11.13 仙台市

●脳動脈瘤コイル塞栓術後の再発機序についての考察 ク
リッピング術中の留置コイル所見の検討

豊田真吾、立石明広、真島　静、竹綱成典、福永貴典、若山　暁、
瀧　琢有

第28回脳神経血管内治療学会学術総会 2012.11.15-17 仙台市

●Cervicomedullary hemangioblastoma の1例

眞島　静、福永貴典、鷹羽良平、竹綱成典、立石明広、豊田真吾、
瀧　琢有

第17回関西脳神経外科手術研究会 2012.12 大阪市

講演会やテレビ出演
●脳卒中の再発予防

西尾雅実
尼崎市立障害者センター市民公開講座 2012.1.20 尼崎市

●脳動脈瘤、AVM;コメンテーター

瀧　琢有
第63回日本脳神経外科学会近畿支部学術総会 2012.4.7 吹田市

●脳神経外科医からみた CPAOA 対応

瀧　琢有
兵庫県医師会講演 2012.1 神戸市
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心臓血管外科・呼吸器外科
論文・著書

●Primary leiomyosarcoma of the anterior mediastinum encasing 
the aortic arch, left common carotid, and left subclavian arteries

Iwata T, Miura T, Inoue K, Hanada S, Inoue H, Miyamoto Y
Ann Thorac Cardiovasc Surg 18（2）:140-143,2012

●Surgical reconstruction for intrathoracic aneurysm originating 
from proximal part of the right subclavian artery

Mizoguchi H, Miura T, Inoue K, Iwata T, Tei K, Horio Y
Ann Vasc Dis 5（2）:194-8,2012

●Preoperative serum value of sialyl Lewis X predicts pathological 
nodal extension and survival in patients with surgically treated 
small cell lung cancer

Iwata T, Nishiyama N, Nagano K, Izumi N, Tsukioka T, Chung K, 
Hanada S, Inoue K, Kaji M, Suehiro S

J Surg Oncol 105（8）:818-824,2012

●Malignant esophagobronchial fistula with severe esophageal 
stenosis successfully treated by transbronchial occlusion with 
cyanoacrylate glue

Iwata T, Chung K, Toda M, Hiraoka A, Hagiwara H, Hanada S, 
Yokota T, Inoue K, Miura T

Endoscopy 44（suppl 2）:UCTN:E317-318,2012

●Primary echocardiographic results of the Carpentier-Edwards 
PERⅠMOUNT Magna

Mizoguchi H, Sakaki M, Inoue K, Kobayashi Y,Iwata T, Suehiro Y, 
Miura T

J Med Ultrason 39（3）:155-160,2012

●Pulmonary resection in patients with liver cirrhosis

Iwata T
Topics In Thoracic Surgery, Paulo F. Guerreiro Cardoso（Ed.）, 

ISBN:978-953-51-0010-2, InTech, Available from:http://www. 
intechopen.com/articles/show/title/pulmonary-resection-for-lung-

cancer-in-patients-with-liver-cirrhosis. 2012;  :17-32

学会報告
●Preparation of internal thoracic artery for CABG by pressurized 

infusion of OLPRⅠNONE(PGE3 inhibitor): clinical and 
pathological study

Inoue K, Miura T, Yokota T, Iwata T, Tei K
20th Annual Meeting of the Asian Society for Cardiovascular and 

Thoracic Surgery 2012.3.8-11 Bali,Indonesia

●One year echocardiographic results of the Carpentier–Edwards 
Perimount Magna

Mizoguchi H, Sakaki M, Inoue K, Kobayashi Y,Iwata T, Suehiro Y, 
Miura T

第113回日本循環器学会近畿地方会 2012.6.16 大阪市

●大動脈弓部から左総頚動脈と左鎖骨下動脈を巻き込んだ
縦隔平滑筋肉腫の1例

岩田　隆、丁　奎光、花田庄司、三浦拓也

第59回大阪臨床外科研究会 2012.1.14 大阪市

●悪性胸膜中皮腫に対する胸膜外肺全摘術

岩田　隆、丁　奎光、花田庄司、三浦拓也
第59回大阪臨床外科研究会 2012.1.14 大阪市

●BCG膀胱内注入療法後、ウシ型結核菌による大動脈瘤・
ステントグラフト感染を併発した1例

溝口裕規、三浦拓也、井上和重、岩田　隆、丁　奎光、木村　慶
第66回兵庫県血管外科研究会 2012.1.14 神戸市

●びまん性悪性胸膜中皮腫に対する胸膜外肺摘除術の１例

岩田　隆、丁　奎光、花田庄司
第10回大阪市立大学呼吸器外科勉強会 2012.2.4 大阪市

●びまん性悪性胸膜中皮腫に対する胸膜外肺全摘術

岩田　隆、丁　奎光、花田庄司
第18回大阪市大肺がん勉強会 2012.3.2 大阪市

●整容性を重視した videothoracoscopy-assisted stepwise 
access sternotomy による拡大胸腺摘出術

岩田　隆、丁　奎光、花田庄司、横田武典、井上和重、三浦拓也
第29回日本呼吸器外科学会 2012.5.17 秋田市

●大腸原発単発性縦隔転移性リンパ節癌の1例

岩田　隆、丁　奎光、花田庄司、横田武典、井上和重、三浦拓也
第29回日本呼吸器外科学会 2012.5.17 秋田市

●類基底細胞肺癌の1切除例

丁　奎光、岩田　隆、井上英俊、花田庄司、三浦拓也
第29回日本呼吸器外科学会 2012.5.17 秋田市

●頻脈や過呼吸を伴う食道壁内重複性嚢胞に対し胸腔鏡下
切除術を施行した1例

花田庄司、岩田　隆、丁　奎光
第29回日本呼吸器外科学会 2012.5.17 秋田市

●鎖骨下動脈瘤に対する手術アプローチ −当院における
２例の経験から−

溝口裕規、三浦拓也、井上和重、岩田　隆、丁　奎光、堀尾勇規
第40回日本血管外科学会総会 2012.5.23 長野市

●BCG膀胱内注入療法後、ウシ型結核菌による大動脈瘤・
ステントグラフト感染を併発した1例

溝口裕規、三浦拓也、井上和重、岩田　隆、丁　奎光、木村　慶



61

第40回日本血管外科学会総会 2012.5.23 長野市

●多発性または同時重複心臓腫瘍の1例

横田武典、井上和重、岩田　隆、戸田道仁、三浦拓也
第59回兵庫県心臓外科懇話会 2012.6.15 神戸市

●肝硬変を合併した原発性肺癌患者に対する肺切除術

岩田　隆、丁　奎光、花田庄司、三浦拓也、西山典利、井上清俊、
末廣茂文

第55回関西胸部外科学会学術集 シンポジウム
領域Ａ-７重要臓器に合併症を有する患者の胸部外科手術 2012.6.21 大阪市

●尿路感染に起因する右心系ペースメーカーリードの感染
性心内膜炎の1手術例

井上和重、三浦拓也、横田武典、岩田　隆、丁　奎光
第55回関西胸部外科学会 2012.6.22-23 大阪市

●内胸動脈採取時のコアテック注入および加圧による拡張
の検討

井上和重、岩田　隆、横田武典、戸田道仁、三浦拓也
第1回阪神循環器フォーラム 2012.7.9 尼崎市

●末梢血管障害合併冠動脈バイパス手術の初期手術成績の
検討 −Euro, STS, Japan scoreとの比較−

溝口裕規、三浦拓也、井上和重、岩田　隆、丁　奎光、木村　慶
第17回日本冠動脈外科学会学術大会 2012.7.12 東京都

●左肺底区動脈大動脈起始症

岩田　隆、花田庄司、戸田道仁
第10回大阪市立大学呼吸器外科勉強会 2012.7.27 大阪市

●手術不能食道癌化学療法後の食道破裂に合併した呼吸
不全を伴う食道両側B6気管支瘻に対するシアノアクリ
レートを用いた経気管支鏡的瘻孔塞栓術の経験

岩田　隆、丁　奎光、花田庄司、戸田道仁、井上和重、横田武典、
三浦拓也

第65回日本胸部外科学会定期学術集会 2012.10.18 福岡市

●大腸癌手術11年後に発見された転移性肺腫瘍の1例

戸田道仁、岩田　隆、井上英俊、花田庄司、丁　奎光、横田武典、井上和重、
三浦拓也

第53回日本肺癌学会総会 2012.11.8 岡山市

●右乳癌と同時手術を施行した左肺底区動脈大動脈起始症
の1例

戸田道仁、岩田　隆、花田庄司、柄川千代美、松下克則、井上和重、
横田武典、須永晃弘、菅野皓文、三浦拓也

第74回日本臨床外科学会総会 2012.12.1 東京都

皮膚科
論文・著書

●体表用除細動電極による接触皮膚炎の1例

巽　一啓、中井大介、馬渕恵理子、池上隆太
皮膚科の臨床 54（7）:1036-1037,2012

●尋常性乾癬に合併した抗ラミニンγ1類天疱瘡の1例

巽　一啓、亀井利沙、中井大介、馬渕恵理子、池上隆太、福田俊平、
橋本　隆

皮膚の科学 11（1）:75-81,2012

学会報告
●Annular pustular psoriasis in a patient with pemphigus foliaceus

Kato K, Tatsumi M, Takahashi Y, Yamanaka T
3rd World Psoriasis & Psoriatic Arthritis Conference 2012 2012.6.27-7.1 

Stockholm,Sweden

●膣前庭、膣内に紅色結節を生じた陰部悪性黒色腫の1例

鈴木瑠美、大塩絢子、宮崎安洋、不殿絢子、梅木英紀、平井亜衣子、
福山國太郎

茨城地方会第78回例会 2012.3.4 茨城県

●陰嚢に生じた顆粒細胞腫の1例

福原由美子、平井亜衣子、福山國太郎、佐藤貴浩、横関博雄
東京地方会第842回例会 2012.6.16 東京都
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泌尿器科
学会報告

●ソフト凝固システムを用いた体腔鏡下腎部分切除術の経験

奥野優人、松原重治、福原　恒、山尾　裕、田口　功、川端　岳
第6回KURF 2012.1 神戸市

●腹腔鏡下左副腎摘除術

田口　功
第12回神戸手術手技研究会 2012.2 神戸市

●副腎腫瘍と鑑別が困難であった後腹膜神経節神経腫の1例

田口　功、奥野優人、福原　恒、山尾　裕、松原重治、川端　岳
第218回日本泌尿器科学会関西地方会 2012.2 堺市

●出血する腹腔鏡下副腎摘除術（右）

松原重治
第19回Clinical Urology研究会 2012.3 神戸市

●PVPはじめました

山尾　裕、奥野優人、福原　恒、松原重治、田口　功、川端　岳
第35回神戸UGカンファレンス 2012.3 神戸市

●歯性感染症が原因と考えられた右腎周囲膿瘍の1例

山尾　裕、奥野優人、福原　恒、松原重治、田口　功、川端　岳
第219回日本泌尿器科学会関西地方会 2012.5 京都市

●PVP療法の初期経験

山尾　裕、桑原　元、奥野優人、田口　功、岡本雅之、川端　岳
第21回阪神地区泌尿器科勤務医会 2012.5 大阪市

●PVP療法の初期経験

山尾　裕、桑原　元、奥野優人、田口　功、岡本雅之、川端　岳
尼崎市泌尿器科医会総会 2012.6 尼崎市

●精巣転移を来した腎細胞癌の1例

田口　功
第3回尼崎泌尿器科勉強会 2012.7 尼崎市

●歯性感染症が感染源と思われた腎周囲膿瘍の1例

山尾　裕
第3回尼崎泌尿器科勉強会 2012.7 尼崎市

●当科における腹腔鏡下腎部分切除術の臨床的検討

岡本雅之、桑原　元、奥野優人、山尾　裕、田口　功、川端　岳
第25回近畿内視鏡外科研究会 2012.9 京都市

●精巣転移を来した腎細胞癌の1例

田口　功、桑原　元、奥野優人、山尾　裕、岡本雅之、川端　岳
第220回日本泌尿器科学会関西地方会 2012.9 大阪市

●仰臥位後腹膜鏡下による腎盂形成術と腎盂切石術を同時
に施行した症例の検討

岡本雅之
第20回Clinical Urology研究会 2012.10 神戸市

●副腎腫瘍と鑑別が困難であった後腹膜神経節神経腫の2例

桑原　元、奥野優人、山尾　裕、田口　功、岡本雅之、川端　岳
第62回日本泌尿器科学会中部総会 2012.11 富山市

●TUEBとPVPの比較検討

山尾　裕、桑原　元、奥野優人、田口　功、岡本雅之、川端　岳
第26回日本泌尿器内視鏡学会総会 2012.11 仙台市

●無阻血腹腔鏡下腎部分切除術の新しい工夫（ビデオ）

川端　岳、岡本雅之、田口　功、山尾　裕、奥野優人、桑原　元、
松原重治

第26回日本泌尿器内視鏡学会総会 2012.11 仙台市

●各種方法による腎部分切除術の長期成績 −腎実質縫合
を行わない腹腔鏡下腎部分切除術の手術成績

川端　岳、岡本雅之、田口　功、山尾　裕、奥野優人、桑原　元
第25回日本内視鏡外科学会総会 ワークショップ13 2012.12 横浜市

●腎実質縫合を行わない腹腔鏡下腎部分切除術の検討

川端　岳、岡本雅之、田口　功、山尾　裕、奥野優人、桑原　元
第25回日本内視鏡外科学会総会 2012.12 横浜市

●Sunitinib治療中に肺門部リンパ節転移からの気管支出血
をきたした転移性腎細胞癌の1例

奥野優人、桑原　元、福原　恒、山尾　裕、田口　功、岡本雅之、川端　岳
第221回日本泌尿器科学会関西地方会 2012.12 大阪市

講演会やテレビ出演
●ロボットに負けない（？）腹腔鏡手術

川端　岳
第34回泌尿器科紀の国フォーラム 2012.9 和歌山市
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●腹腔鏡下右副腎摘除術

川端　岳
第19回腹腔鏡ビデオ講習会 2012.9 東京都

●腹腔鏡下腎・副腎手術における膜の解剖と手術手技

川端　岳
第8回Urinary Disease Meeting 2012.11 大阪市

●新しいBPH治療の有用性 グリーンライトレーザー HPS
導入の初期経験−技術的側面より

川端　岳
第26回日本泌尿器内視鏡学会総会 ランチョンセミナー 2012.11 仙台市

産婦人科
論文・著書

●PhaseⅡtrial of paclitaxel and nedaplatin in patients with 
advanced/recurrenct uterine cervical cancer: A Kansai Clinical 
Oncology Group Study

Takekuma M, Hirashima Y, Ito K, Tsubamoto H, Tabata T, Arakawa A, 
Itani Y, Furukawa N, Murakoshi H, Takeuchi S

Gynecol Oncol 126:341-345,2012

学会報告
●画像診断が有効であった尿管内膜症の1例

浦上希吏、小島洋二郎、安藤亮介、繁田直哉、大西圭子、山本志津香、
吉岡恵美、尾崎公章、堀　謙輔、伊藤公彦

第33回日本エンドメトリオーシス学会 2012.1.21-22 長崎市

●当科での子宮内膜症に対するジェノゲスト長期投与例に
関する検討

大西圭子、浦上希吏、安藤亮介、繁田直哉、山本志津香、吉岡恵美、
尾崎公章、小島洋二郎、堀　謙輔、伊藤公彦

第33回日本エンドメトリオーシス学会 2012.1.21-22 長崎市

●院内助産システムへのトリアージとしての任初期自己リ
スク評価の検討

山本志津香、伊藤公彦、梅澤路絵、堀　謙輔、永田えり、小島洋二郎、
尾崎公章、吉岡恵美、大西圭子、安藤亮介、繁田直哉、浦上希吏、
西澤亜紀子、阿曽奈緒、陸上美紀、椋木愛美、大西雅美、白神真衣

平成23年度周産期事例検討会 2012.3.17 神戸市

●当科における新生児蘇生法（NCPR2010）普及の試み

堀　謙輔、浦上希吏、安藤亮介、繁田直哉、大西圭子、山本志津香、
吉岡恵美、尾崎公章、小島洋二郎、伊藤公彦

第64回日本産科婦人科学会 2012.4.13-15 神戸市

●婦人科癌の終末期における予後の予測因子の検討

小島洋二郎、浦上希吏、安藤亮介、繁田直哉、大西圭子、山本志津香、
吉岡恵美、尾崎公章、堀　謙輔、伊藤公彦

第64回日本産科婦人科学会 2012.4.13-15 神戸市

●当科における卵巣顆粒膜細胞腫5例の検討

尾崎公章、浦上希吏、安藤亮介、繁田直哉、大西圭子、山本志津香、
吉岡恵美、小島洋二郎、堀　謙輔、伊藤公彦

第64回日本産科婦人科学会 2012.4.13-15 神戸市

●当科における異所性妊娠に対するmethotrexate全身療法
の臨床成績

吉岡恵美、浦上希吏、安藤亮介、繁田直哉、大西圭子、山本志津香、
尾崎公章、小島洋二郎、堀　謙輔、伊藤公彦

第64回日本産科婦人科学会 2012.4.13-15 神戸市
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●癌化学療法に伴う末梢神経障害にプレガバリンは有用で
ある

山本志津香、浦上希吏、安藤亮介、繁田直哉、大西圭子、吉岡恵美、
尾崎公章、小島洋二郎、堀　謙輔、伊藤公彦

第64回日本産科婦人科学会 2012.4.13-15 神戸市

●子宮内膜症に対するジェノゲストの長期投与例の検討

大西圭子、浦上希吏、安藤亮介、繁田直哉、山本志津香、吉岡恵美、
尾崎公章、小島洋二郎、堀　謙輔、伊藤公彦

第64回日本産科婦人科学会 2012.4.13-15 神戸市

●産婦人科領域における周術期静脈血栓塞栓症（VTE）の予
防に関する検討

繁田直哉、浦上希吏、安藤亮介、大西圭子、山本志津香、吉岡恵美、
尾崎公章、小島洋二郎、堀　謙輔、伊藤公彦

第64回日本産科婦人科学会 2012.4.13-15 神戸市

●広汎子宮全摘術後における補助化学療法の有用性の検討

安藤亮介、伊藤公彦、堀　謙輔、小島洋二郎、尾崎公章、吉岡恵美、
山本志津香、大西圭子、繁田直哉、浦上希吏

第64回日本産科婦人科学会 2012.4.13-15 神戸市

●子 宮 頸 部 病 変 に 対 す るloop electrosurgical excision 
procedure（LEEP）の妥当性

浦上希吏、安藤亮介、繁田直哉、大西圭子、山本志津香、吉岡恵美、
尾崎公章、小島洋二郎、堀　謙輔、伊藤公彦

第64回日本産科婦人科学会 2012.4.13-15 神戸市

●当科での婦人科癌終末期における人工肛門増設の後方視
的検討

吉岡恵美、桑鶴知一郎、浦上希吏、安藤亮介、繁田直哉、武居和佳子、
大西圭子、山本志津香、尾崎公章、小島洋二郎、堀　謙輔、伊藤公彦

第54回関西STOMA研究会 2012.6.2 芦屋市

●当科における婦人科癌終末期に対する人工肛門増設症例
の検討

大西圭子、浦上希吏、安藤亮介、繁田直哉、山本志津香、吉岡恵美、
尾崎公章、小島洋二郎、堀　謙輔、伊藤公彦

第86回兵庫県産科婦人科学会 2012.6.10 神戸市

●KCOGの活動状況

伊藤公彦
第9回婦人科がん会議 2012.6.15-16 桑名市

●卵巣悪性腫瘍合併妊娠との鑑別が困難で、妊娠中絶を
含めた子宮全摘及び両側付属器摘出後にintravenous 
leiomyomatosisと診断された1例

浦上希吏、小島洋二郎、安藤亮介、繁田直哉、大西圭子、山本志津香、
吉岡恵美、尾崎公章、堀　謙輔、伊藤公彦

第126回近畿産科婦人科学会 2012.6.16-17 大阪市

●再発婦人科癌に対するdocetaxel（TXT）腹腔内投与の第
Ⅰ相臨床試験 −KCOG 0601−

井上佳代、鍔本浩志、豊田進司、澤田守男、伊藤公彦
第126回近畿産科婦人科学会 2012.6.16-17 大阪市

●子宮内膜癌と胸腺癌の合併した重複癌の1例

桑鶴知一郎、安藤亮介、浦上希吏、武居和佳子、栗谷圭子、山本志津香、
吉岡恵美、尾崎公章、小島洋二郎、堀　謙輔、伊藤公彦

第32回大阪大学産婦人科オープンクリニカルカンファレンス 2012.7.7
大阪市

●プラチナ感受性再発卵巣癌に対する
Gemcitabine+Carboplatin療法の実際

伊藤公彦
第52回日本婦人科腫瘍学会 スポンサードシンポジウム プラチナ感受性再

発卵巣癌の化学療法 2012.7.19-21 東京都

●大網原発卵黄嚢腫瘍の1例

繁田直哉、浦上希吏、安藤亮介、大西圭子、山本志津香、吉岡恵美、
尾崎公章、小島洋二郎、堀　謙輔、伊藤公彦

第52回日本婦人科腫瘍学会 2012.7.19-21 東京都

●4b期子宮体がんに対する術前化学療法（NAC）の効果

安藤亮介、伊藤公彦、堀　謙輔、小島洋二郎、尾崎公章、吉岡恵美、
山本志津香、大西圭子、繁田直哉、浦上希吏

第52回日本婦人科腫瘍学会 2012.7.19-21 東京都

●進行卵巣癌における術前化学療法（NAC）の有用性の検
討

浦上希吏、安藤亮介、繁田直哉、大西圭子、山本志津香、吉岡恵美、
尾崎公章、小島洋二郎、堀　謙輔、伊藤公彦

第52回日本婦人科腫瘍学会 2012.7.19-21 東京都

●子宮頸部小細胞癌に対する治療法・予後についての後方
視的研究 −KCOG-G0902s/Ⅰntergroup study−

久慈志保、中山裕樹、西尾　真、大槻健郎、永光雄造、田中尚武、
沼崎令子、上浦祥司、伊藤公彦、平嶋泰之、寺本典弘、山田隆司

第52回日本婦人科腫瘍学会 2012.7.19-21 東京都

●婦人科悪性腫瘍術後に行うエノキサパリンナトリウムの
臨床第2相試験 −KCOG-G0903 study−

高橋伸卓、平嶋泰之、伊藤公彦、奈須家栄、井谷嘉男、鍔本浩志
第52回日本婦人科腫瘍学会 2012.7.19-21 東京都

●当科での子宮内膜症に対するジェノゲスト長期投与例に
関する検討

大西圭子、浦上希吏、安藤亮介、繁田直哉、山本志津香、吉岡恵美、
尾崎公章、小島洋二郎、堀　謙輔、伊藤公彦

第23回近畿エンドメトリオーシス研究会 2012.8.25 大阪市

●当科における進行卵巣癌に対する術前化学療法(NAC)の
是非の検討

尾崎公章、桑鶴知一郎、浦上希吏、安藤亮介、武居和佳子、栗谷圭子、
山本志津香、吉岡恵美、堀　謙輔、伊藤公彦
第127回近畿産科婦人科学会 2012.10.7 大阪市
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●当科での骨盤神経温存広汎子宮全摘術後の自律排尿確立
に関する検討

武居和佳子、桑鶴知一郎、安藤亮介、栗谷圭子、山本志津香、吉岡恵美、
尾崎公章、堀　謙輔、伊藤公彦

第50回日本癌治療学会 2012.10.25-27 横浜市

●進行卵巣癌における術前化学療法（NAC）の有用性の検
討

浦上希吏、桑鶴知一郎、安藤亮介、栗谷圭子、山本志津香、吉岡恵美、
尾崎公章、堀　謙輔、伊藤公彦

第50回日本癌治療学会 2012.10.25-27 横浜市

●神経内分泌腫瘍 −子宮頸部高悪性度神経内分泌腫瘍を
中心に−

久慈志保、米田聡美、田中　晶、高橋伸卓、安部正和、武隈宗孝、
平嶋泰之、寺本典弘、山田隆司、伊藤公彦

第53回日本婦人科腫瘍学会 2012.11.23-24 岡山市

講演会やテレビ出演
●臨床試験を実臨床に生かすには

伊藤公彦
平成23年度富山産科婦人科学会特別講演会 2012.2.17 富山市

●婦人科癌における臨床試験について −KCOGの取り組
みを中心に−

伊藤公彦
北関東婦人科化学療法講演会 2012.4.20 大宮市

●婦人科がんの標準治療

伊藤公彦
第4回日本癌治療学会アップデート教育コース 2012.4.21 大阪市

●子宮頸がんの予防と治療について

伊藤公彦
宝塚市医師会学術講演会 2012.5.12 宝塚市

●再発卵巣がん治療 −GC（Gemcitabine+Carboplatin）療
法を中心に−

伊藤公彦
群馬県再発卵巣癌治療講演会 2012.6.29 前橋市

●院内助産所・助産師外来における安全管理とリスクマネ
ジメントの実際

堀　謙輔
院内助産所・助産師外来開設のための管理者および助産師研修 2012.8.30 

神戸市

●分娩期・産褥期の異常とその対応

堀　謙輔
院内助産所・助産師外来開設のための管理者および助産師研修 2012.9.19 

神戸市

眼　　科
論文・著書

●Diquafosol Ophthalmic Solution Phase 3 Study Group A 
randomised, double-masked comparison study of diquafosol 
versus sodium hyaluronate ophthalmic solutions in dry eye 
patients

Takamura E, Tsubota K, Watanabe H, Ohashi Y
Br J Ophthalmol 96（10）:1310-1315,2012

●Development of methicillin-resistant Staphylococcus aureus 
keratitis in a dry eye patient with a therapeutic contact lens

Koh S, Maeda N, Soma T, Hori Y, Tsujikawa M, Watanabe H, 
Nishida K

Eye & Contact Lens: Science & Clinical Practice 38（3）:200-202,2012

●Diquafosol Ophthalmic Solution Phase 2 Study Group.　 
Efficacy and safety of diquafosol ophthalmic solution in patients 
with dry eye syndrome: a Japanese phase 2 clinical trial

Matsumoto Y, Ohashi Y, Watanabe H, Tsubota K
Ophthalmology 119（10）:1954-60,2012

●3%ジクアホソルナトリウム点眼液のドライアイを対象
としたオープンラベルによる長期投与試験

山口昌彦、坪田一男、渡辺　仁、大橋裕一
あたらしい眼科 29（4）:527-535,2012

●涙液 臨床眼科印象記

渡辺　仁
眼科 54:519-520,2012

●ドライアイ治療における点眼の使い分け

渡辺　仁
日本眼科学会誌 116:1121-1122,2012

●治療法バトル 角結膜染色マイスタンダード

松本幸裕、高　静花、近間泰一郎、渡辺　仁
Frontier in Dry Eye 7（1）:72-80,2012

●結膜弛緩症の術式について

島崎聖花、小林　顕、大高　功、渡辺　仁
Frontier in Dry Eye 7（2）:68-74,2012

●ドライアイの外科的治療

渡辺　仁
臨眼 66（増刊）:115-118,2012
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●サイエンティフィック・クエスション 湿潤圧について
教えてください

渡辺　仁
専門医のための眼科診療クオリファイ12．角膜内皮障害 to the rescue 

p.10-12 中山書店 2012

●ⅠCE症候群

渡辺　仁
専門医のための眼科診療クオリファイ12．角膜内皮障害 to the rescue 

p.96-99 中山書店 2012

●LASⅠK術後の合併症の原因と予防

渡辺　仁
専門医のための眼科診療クオリファイ15 メディカルオフサルモロジー
眼薬物治療のすべて 14.眼科治療の副作用 p.459-463 中山書店 2012

●Thygeson点状角膜炎 2.角膜疾患−

渡辺　仁
専門医のための眼科診療クオリファイ15 メディカルオフサルモロジー

眼薬物治療のすべて　p.91-92 中山書店 2012

●反復性角膜上皮びらん A.15

渡辺　仁
メディカルオフサルモロジー（眼薬物治療）2角膜疾患 p.93-94 中山書店 

2012

●フルオレセイン染色ギャラリー

大橋裕一、木下　茂、井上幸次、島崎　潤、高村悦子、西田幸二、山口昌和、
渡辺　仁

マクミランメディカルコミュニケーションズ 2012

学会報告
●Efficacy of tacrolimus eye drop as treatment for dry eye

Watanabe H, Nagahara Y, Kiboshi N, Nakata K
1st Tear Film and Ocular Surface Asia 2012.4.3 Kanagawa,Japan

●Significance of Mucin in the ocular surface

Watanabe H
1st Asia Dry Eye Society Advisory Board Meeting 2012.12.1 

Tokyo,Japan

●ドライアイに対するジクアホゾルナトリウム点眼の治療
効果・適応そして副作用について　角膜カンファランス
2012

渡辺　仁、永原裕紀子、木坊子展生、中田　亙
第36回日本角膜学会総会・第28回日本角膜移植学会 2012.2.23 東京都

●TS-1が眼表面に及ぼす影響の3パターンの発生状況につ
いて

永原裕紀子、木坊子展生、中田　亙、渡辺　仁
第36回日本角膜学会総会・第28回日本角膜移植学会 角膜カンファランス

2012 2012.2.23 東京都

●眼表面上皮・涙液は点眼でどう変化するか？

渡辺　仁
第36回日本角膜学会総会・第28回日本角膜移植学会

モーニングセミナー2  角膜カンファランス2012 2012.2.24 東京都

●TS-1が眼表面に及ぼす影響の3パターンの発生状況につ
いて

永原裕紀子、木坊子展生、中田　亙、渡辺　仁
尼崎・伊丹五公立病院眼科合同カンファランス 2012.3.10 伊丹市

●ムチンからみた角結膜上皮の臨床および分化・発生・生
理作用について

渡辺　仁
東京歯科大第121回眼疾患研究会 2012.3.22 千葉県

●フリーサイズ型シリコン製プラグのドライアイへの涙点
径による留置率の違い

渡辺　仁、永原裕紀子、木坊子展生、中田　亙
第116回日本眼科学会総会 2012.4.5 東京都

●ジクアホソル前向き観察研究におけるドライアイ治療効
果と安全性

山口昌彦、島崎　潤、高村悦子、横井則彦、渡辺　仁、大橋裕一
第116回日本眼科学会総会 2012.4.5 東京都

●水分補充 アジア発ドライアイ治療のあたらしい方向
TFOT

渡辺　仁
第6回箱根ドライアイクラブ 2012.5.26 神奈川県

●総論　涙液

渡辺　仁
3i角膜塾 2012.8.11 京都市

●ドライアイ、そしてマイボーム腺異常

渡辺　仁
3i角膜塾 2012.8.11 京都市

●角膜ジストロフィと角膜変性

渡辺　仁
3i角膜塾 2012.8.11 京都市
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●ドライアイ合併患者診察で役立つ眼科的基礎知識とその
応用

渡辺　仁
第21回日本シェーグレン症候群学会学術集会 モーニングクルズス

スペシャリティ枠を超えた新しい知識の融合 2012.9.8 京都市

●ドライアイに対するタクロリムス点眼の治療効果

渡辺　仁
第21回日本シェーグレン症候群学会学術集会 2012.9.8 京都市

●新標準！角結膜染色検査と涙液検査

渡辺　仁
第66回日本臨床眼科学会フェアウェルセミナー2

フルオレセイン染色ギャラリーへようこそ 2012.10.28 京都市

●ドライアイスペシャリストの老舗こだわり講座 −今、
明らかになる新しい点眼の使い方−

渡辺　仁、島崎　潤、横井則彦、山口昌彦
日本臨床眼科学会 インストラクションコース 2012.10.28 京都市

講演会やテレビ出演
●ドライアイの診断基準と最新の治療

渡辺　仁
第35回日本眼科手術学会、ランチョンセミナー１ 2012.1.27 名古屋市

●涙点プラグ、涙点閉鎖. 教育セミナー21. 眼科外眼部手
術（2）

渡辺　仁
第34回日本眼科手術学会 2012.1.29 名古屋市

●ベストプラクティス！ ドライアイ治療2012

渡辺　仁
北海道眼科医会 道央ブロック懇話会 2012.2.3 札幌市

●これだけは知っておきたい ドライアイの診断・治療の
最前線

渡辺　仁
第15回とやま眼科学術講演会 2012.2.4 富山市

●ドライアイ 最新の考え方 涙液安定性から考える

渡辺　仁
ムコスタ点眼液UD2%発売記念講演会 2012.2.11 東京都

●涙液から診たドライアイ

渡辺　仁
Santen Cornea Symposium in Sendai 2012.2.18 仙台市

●涙液から診たドライアイ

渡辺　仁
Santen Cornea Symposium in Sendai 2012.2.18 仙台市

●ドライアイに対する超実践的治療法2012

渡辺　仁
中国・四国ジクアス点眼液3%発売1周年記念講演会 2012.2.19 高松市

●ベストプラクティス！ドライアイの診断と治療2012

渡辺　仁
宮崎市郡眼科医会講演会 2012.2.25 宮崎市

●活用ひとつで治療が変わる！フルオレセイン染色の使い
方とその解読法

渡辺　仁
函館眼科医会春季学術集会 特別講演 2012.3.3 北海道

●治療選択でこれだけちがう！効果的なドライアイ治療と
は？

渡辺　仁
ドライアイ研究会講習会 2012 2012.3.4 東京都

●ベストプラクティス！ドライアイ治療2012

渡辺　仁
豊明ドライアイ講演会 2012.3.9 名古屋市

●活用ひとつで治療が変わる！フルオレセイン染色の使い
方とその解読法

渡辺　仁
兵庫県西部眼科医会講演会 特別講演 2012.3.31 姫路市

●ドライアイ診断と治療の最前線　外科的治療 −何をど
う選ぶべきか？

渡辺　仁
第116回日本眼科学会総会 教育セミナー4 2012.4.5 東京都

●自覚症状から見たドライアイ

渡辺　仁、岩崎直樹、高　静花、濱野　孝
ムコスタ点眼液UD2%座談会 2012.4.11 大阪市

●ムコスタ点眼で拓かれるドライアイ治療のあたらしい展望

渡辺　仁
大塚ライブオンセミナー 2012.4.19 大阪市
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●基礎的見地から見た臨床における角膜上皮の創傷治癒機序

渡辺　仁
兵庫Cornea塾 2012.5.23 神戸市

●ベストプラクティス！ドライアイの診断と治療　2012

渡辺　仁
ムコスタ点眼発売記念講演会in横浜 特別講演 2012.6.2 横浜市

●活用ひとつで治療が変わる！フルオレセイン染色の使い
方とその解読法

渡辺　仁
愛媛中予地区ドライアイ講演会 特別講演 2012.6.29 松山市

●点眼薬 −その特性を知った使い方とは？ 感染症、ドラ
イアイ、緑内障点眼まで

渡辺　仁
第13回高知県眼科集談会 特別講演 2012.7.7 高知市

●活用ひとつで治療が変わる！フルオレセイン染色の使い
方とその解読法

渡辺　仁
倉敷眼科医会ドライアイ勉強会 特別講演 2012.7.19 岡山県

●いま、知っておきたいドライアイの診断と治療の現況

渡辺　仁
学術講演会 ムコスタフォーラム in 福井 特別講演1 2012.9.13 福井市

●活用ひとつで治療が変わる！フルオレセイン染色の使い
方とその解読法

渡辺　仁
第70回新潟臨床眼科研究会 特別講演 2012.11.11 新潟市

●緑内障治療を含めた点眼治療でのocular surfaceへの影響

渡辺　仁
第2回岐阜眼科アカデミー 特別講演 2012.11.25 岐阜市

耳鼻咽喉科・頭頸部外科
学会報告

●Facelift を用いた耳下腺腫瘍摘出術の検討

笹井久徳、北村公二、古川雅史、伊東真人
ORL 2012.2.4 大阪市

●転移リンパ節から判明した甲状腺オカルト癌症例

笹井久徳、宮原　裕、鎌倉　彩、古川雅史、北村公二、伊東眞人
第74回日本耳鼻咽喉科臨床学会総会・学術講演 2012.7.5-6 東京都
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リハビリテーション科
論文・著書

●事例で分かる運動処方の実際 肥満している患者さん

福井浩之、林　功
糖尿病ケア 9（6）:562-564,2012

●事例で分かる運動処方の実際 足病変を起こしたことの
ある患者さん

福井浩之、林　功
糖尿病ケア 9（6）:565-567,2012

学会報告
●Utility of the revolving-type dynamic traction splint for extension 

contracture of the MP joint

Nakayama J, Minowa N, Denno K, Horiki M, Oka H, Domen K
International Society of Electrophysiology and Kinesiology 2012.7.24 

Brisbane,Australia

●心不全入院患者の再入院危険因子と在院期間の関連

池田真治、竹内香理、棏平　司、藤田雅史、松尾善美
第18回日本心臓リハビリテーション学会学術集会 2012.7.14-15 埼玉県

●心不全入院患者の再入院危険因子と在院期間の関連

池田真治、竹内香理、棏平　司、藤田雅史、松尾善美
第9回兵庫心臓リハビリテーション研究会 2012.9.7 神戸市

●急性心筋梗塞症例の復職のための条件について

棏平　司
全国労災病院リハビリテーション技師会第41回全国研修会 2012.10.14

広島県

●大腿四頭筋セッティング時の伸筋群筋活動量に対する足
関節底背屈筋の影響

下津浦遊、内田良平、小林英史、池田真治、廣田将哉、高野賢一郎、
鳥塚之嘉

第23回日本臨床スポーツ医学会学術集会 2012.11.3 横浜市

●急性期脳卒中患者の意識レベル低下が及ぼす離床と転帰
の影響について

谷本武晴、原田千佳、松元典子、棏平裕樹、中山　淳
第9回日本理学療法士協会神経理学療法研究部会学術集会 2012.12.1

新潟市

●人工股関節全置換術患者の片脚立位における水平動揺性
と疼痛・股関節外転筋力の関係

福井浩之、谷口陽一、松元典子、池田真治、内山匡将、白井一郎、棏平　司、
大島富雄、花之内健仁、山本健吾、大園健二

第39回日本股関節学会学術集会 2012.12.7-8 新潟市

講演会やテレビ出演
●きょう7月17日は「理学療法の日」　理学療法士新たな

職域へ

棏平　司
神戸新聞 朝刊 2012.7.17

●平成24年度新人教育セミナーⅠ 兵庫県理学療法士の活動
について

棏平　司
兵庫県理学療法士会新人教育セミナー 2012.9.9 神戸市
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放射線診断科
論文・著書

●脂肪を画像診断にどう役立てるか？ 泌尿器・婦人科

鳴海善文、伊藤康志
臨床画像 28（5）:576-586,2012

学会報告
●Comparison of CT and MRI findings between small renal cell 

carcinoma (≦3cm) and size-matched angiomyolipoma

Itou Y, Nishizawa Y, Ito Y, Narumi Y
European Congress of  Radiology（ECR）2012.2.29-3.5 Vienna,Austria 

●CT尿路造影

伊藤康志、松木　充、重里　寛、鳴海善文
第31回日本画像医学会シンポジウム 2012.2.17-18 東京都

●前立腺小細胞癌のMRⅠ所見

伊藤康志、西澤恭子、田中淳一郎、中西克之、鳴海善文
第71回日本放射線学会 2012.4.12-4.15 横浜市

●CTU に 対 す る Adaptive Ⅰterative Dose Reduction 
（AⅠDR）を用いた被ばく低減の試み

重里　寛、松木　充、伊藤康志、高田春彦、吉川秀司、鳴海善文 
第71回日本放射線学会 2012.4.12-4.15 横浜市

●広範な早期濃染を呈した胆管細胞癌の1例

山本聖人、稲田悠紀、伊藤康志、松木　充 
第26回腹部放射線研究会 2012.6.22-23 大阪市

●18F-FDG-PETにて高度集積を呈した腎炎症性筋線維芽
細胞性腫瘍の1例

伊藤康志、小森　剛 
第52回日本核医学会学術総会 2012.10.11-13 札幌市

放射線治療科
論文・著書

●化学療法に耐性となった大動脈周囲リンパ節転移に対し
て化学放射線療法が奏効した再発胃癌の1例

木村　豊、谷口博一、藤田正一郎、金　致完、團野克樹、加納寿之、
吉田哲也、大西　直、東野　健、山田優二、香川一史、門田卓士、

今岡真義
癌と化学療法 39（12）:2324-2326,2012

●前立腺癌の術後PSA再燃に対するsalvage ⅠMRT

香川一史、足立加那、若井展英、隅田伊織、網干景子、木﨑寿夫、
山口　肇

臨床放射線 57: 570-576,2012

学会報告
●Clinical significance of salvage surgery for recurrent pharyngeal 

or oral cancer after definitive radiation therapy

Kagawa K, Adachi K, Wakai N, Sumida I, Yamaguchi H, Kizaki H, 
Aboshi K

American Society for Radiation Oncology 54th Annual Meeting 
2012.10.28-31 Boston,MA 

●高精度放射線治療後のGrade 5遅発性有害事象

香川一史、笹井久徳、伊東眞人
第24回日本高精度放射線外部照射研究会 2012.2.4 横浜市

●DMPO法による簡易ⅠMRTプランの線量検証

樽谷和雄、橋本貴生、田中雅之、三浦史織、三輪大介、薮田和利、
香川一史

第300回日本医学放射線学会関西地方会 2012.3.3 大阪市

●消化器癌根治術後の孤立性リンパ節再発に対する化学放
射線療法

香川一史、足立加那、若井展英、隅田伊織、山口　肇、木﨑寿夫、
網干景子

第71回日本医学放射線学会学術集会 2012.4.12-15 横浜市

●N2b以上の咽頭/口腔癌に対する根治的化学放射線療法
後の頸部郭清術の回避率

香川一史、足立加那、隅田伊織、山口　肇、木﨑寿夫、若井展英、
網干景子

第36回日本頭頸部癌学会 2012.6.7-8 松江市

●St Gallen Expert Consensus 2011による乳癌術後照射
患者の分類

香川一史、三輪大介、薮田和利、橋本貴生、樽谷和雄、田中雅之、
向井浩人

日本放射線腫瘍学会第25回学術大会 2012.11.23-25 東京都
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●DMPO法を用いたⅠMRTプランのセグメント数減少によ
る影響の検討

樽谷和雄、薮田和利、三輪大介、橋本貴生、田中雅之、向井浩人、
香川一史

日本放射線腫瘍学会第25回学術大会 2012.11.23-25 東京都

2011年追加分　論文・著書
●Curative-intent stereotactic body radiation therapy for residual 

breast cancer liver metastasis after systemic chemotherapy

Kagara N, Nakano Y, Watanabe A, Inatome J, Nakamura H, 
Kim C, Danno K, Taniguchi H, Kanoh T, Kimura Y, Ohnishi T, Tono T, 

Monden T, Imaoka S, Kagawa K
Breast Cancer 10.1007/s12282-011-0290-5 2011 

核医学診断科
論文・著書

●RⅠによる冠動脈疾患診断

石田良雄
CIRCULATION Up-to-Date 7（4）:56-63,2012

● 18F-FDG PETを用いた心サルコイドーシス診断

石田良雄
Rad Fan 10（12）:44-47,2012

●たこつぼ心筋症における心臓核医学画像の臨床的意義

石田良雄、中城和也、木曽啓祐
臨床放射線 57:114-122,2012

学会報告
●心室瘤を呈した心サルコイドーシスの1例

石田良雄
第117回核医学症例検討会 2012.8.4 尼崎市 

●心サルコイドーシスの診療におけるF-18 FDG PETの役割

石田良雄
第34回心筋生検研究会シンポジウム 2012.11.23 長野県

講演会やテレビ出演
●心臓核医学の実践的応用 −新しい診断分野の開拓−

石田良雄
第7回宮崎心臓核医学研究会 2012.4.20 宮崎市 

●冠動脈疾患の診療における心臓核医学の役割

石田良雄
第5回 Gifu Nuclear Cardiology Salon （GINCS）2012.8.8 岐阜市

●False Positiveの原因と対策

石田良雄
第34回兵庫県核医学技術検討会 2012.12.1 神戸市
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歯科・口腔外科
論文・著書

●含歯性のう胞との鑑別が困難であった顎骨中心性扁平上
皮癌の1例

浜口裕弘、松岡裕大、磯村恵美子、永谷俊介、占部一彦、川嵜康大、
西野　仁、平岡慎一郎、鏡内　肇

大阪大学歯学雑誌 56（2）:119-122,2012

学会報告
●消炎抵抗性を示す口蓋部腫脹により発見された節外性

NK/T細胞リンパ腫、鼻型の1例

松岡裕大、伊藤　章、美馬淳子、大西淑美、北村龍二
第57回日本口腔外科学会総会・学術集会 2012.10.20 横浜

●過剰埋伏歯を伴った鼻口蓋管のう胞の1例

美馬淳子、松岡裕大、北村龍二
第24回日本口腔科学会近畿地方部会 2012.11.17 大津市

講演会やテレビ出演
●歯科衛生士力をあげる口腔ケア術

大西淑美
尼崎市保健所健康増進課研修会 2012.2.2 尼崎市

●口腔ケアのススメ 目的・意義そして効果

大西淑美
播磨歯科医師会研修会 2012.2.25 加古川市

●口腔ケアの可能性 −急性期から終末期まで−

大西淑美
京都大学医学部附属病院23年度NST特別講演 2012.3.9 京都市

●癌患者における口腔ケアの必要性と手技

大西淑美
大阪府立成人病センター職員研修会 2012.6.8 大阪市

●研究のすゝめ

大西淑美
兵庫県病院歯科衛生士会研修会 2012.7.14 神戸市

●療養の場にあわせたオーラルマネジメント

大西淑美
病院歯科介護研究会第15回総会・学術講演会 2012.10.14 岡山市

●がん治療支持療法における知っておきたい口腔ケアの勘
所 −食道がん−

大西淑美
第60回日本職業・災害医学会 2012.12.2 大阪市

●周術期口腔機能管理

北村龍二
尼崎市歯科医師会大庄支部勉強会 2012.12.8 尼崎市

●がん治療支持療法における知っておきたい口腔ケアの勘所

大西淑美
大阪府病院診療所歯科部長会平成24年度講演会 2012.12.8 大阪市
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麻酔科・中央手術部
論文・著書

●術後鎮痛の新しい考え方と方法

上山博史
周産期麻酔 p.150-156 克誠堂出版 2012

学会報告
●脳波パワースペクトルの変化からみたデスフルランの必

要量

上山博史、山中寛男、平田絵美、小山有紀子、萩平　哲、林　英明
第59回日本麻酔科学会学術集会 2012.6.2 神戸市

●予定帝王切開の手術日は妊娠何週に設定すればいいか？

河合茂明、上山博史、馬渡圭子、甲　俊迪、岡田夏枝、宮尾章士
第59回日本麻酔科学会学術集会 2012.6.2 神戸市

救急科／重症治療部
論文・著書

●整形外科ナースのためのお悩み相談室 VTEはどうやっ
て予防したらよい？おこってしまったときの対処法は？

高松純平
整形外科看護 18（2）:199-203,2012

学会報告
●Efforts to improve the team performance in our department 

-SOPs and TML for the torso stab wound

Takamatsu J, Mizobata Y
ECTES 2012 13th European Congress of Trauma & Emergency 

Surgery 2012.5.12-15 Basel,Switzerland

●腹腔内圧が開腹の指標とならなかった腹部コンパートメ
ント症候群の1例

高松純平
第4回Acute Care Surgery研究会学術集会 2012.11.28 東京都

講演会やテレビ出演
●災害時の初期対応 −東日本大震災での経験を踏まえて

高松純平
尼崎市救急特別研修会 2012.9.19 尼崎市



74

病　理　科
論文・著書

●Extranodal marginal zone lymphoma of mucosa-associated 
lymphoid tissue type arising in the pleura with pleural fibrous 
plaques in a lathe worker

Nakatsuka S, Nagano T, Kimura H, Hanada S, Inoue H,Iwata T
Ann Diagn Pathol 16（3）:224-229,2012

●WT1 peptide therapy for a patient with chemotherapy-resistant 
salivary gland cancer

Shirakata T, Oka Y, Nishida S, Hosen N, Tsuboi A, Oji Y, Murao A, 
Tanaka H, Nakatsuka S, Inohara H, Sugiyama H

Anticancer Res 32（3）:1081-1085,2012

●A large retroperitoneal cystic venous malformation mimicking 
bilateral ovarian cystic tumors

Nakatsuka S, Shigeta N, Ojima Y, Kimura H, Nagano T, Ito K
Arch Gynecol Obstet 286（4）:1011-1014,2012

●A case of clear cell adenocarcinoma arising from the 
urethral divert iculum: Uti l i ty of ur inary cytology and 
immunohistochemistry

Nakatsuka S, Taguchi I, Nagatomo T, Yamane M, Sugio K, Yoshino R, 
Oku K, Nagano T, Kimura H, Nakajo K, Kawabata G

Cytojournal 9:11,2012

●Primary extragonadal germinoma of the medulla oblongata

Nakatsuka S, Tateishi A, Nagano T, Kimura H, Nakajo K, Takahashi J, 
Taki T

Int J Surg Pathol 20（3）:276-279,2012

●Mucinous borderline-like tumor of the gastrointestinal type 
arising from mature cystic teratoma of the ovary and its 
immunohistochemical cytokeratin and mucin phenotype

Nakatsuka S, Wakimoto T, Ozaki K, Nagano T, Kimura H, Nakajo K, 
Ito K

J Obstet Gynaecol Res 38（2）:471-475,2012

学会報告
●ホジキンリンパ腫

中塚伸一
第56回日本病理学会近畿支部学術集会 2012.2.18 京都市

●ドレナージにて寛解した体腔液B細胞リンパ腫の2例

木村勇人、長友忠相、杉生憲二、奥　和子、山根三千秋、吉野龍一、
永野輝明、橋本光司、中塚伸一

第101回日本病理学会総会 2012.4.26-28 東京都

●急性感染性電撃性紫斑病の1剖検例

永野輝明、木村勇人、中塚伸一、森川侑佳、飯田慎一郎
第101回日本病理学会総会 2012.4.26-28 東京都

●リンパ節穿刺細胞診で転移性癌が疑われた悪性リンパ腫
の1例

中塚伸一、奥　和子、石丸寿男、杉生憲二、山根三千秋、吉野龍一、
長友忠相、永野輝明、木村勇人、花本　敦、伊東眞人、橋本光司

第53回日本臨床細胞学会総会 2012.6.2-3 千葉県

●頭蓋内原発黒色細胞腫の1例

木村勇人、尾崎友彦、永野輝明、奥　和子、山根三千秋、杉生憲二、
吉野龍一、長友忠相、瀧　琢有、中塚伸一

第53回日本臨床細胞学会総会 2012.6.2-3 千葉県

●骨軟部組織に多発性転移を来した原発不明腫瘍の1例

後藤孝吉、永野輝明、中塚伸一、山下智也、原田博史
第22回大阪病理研究会 2012.12.1 吹田市

●骨軟部組織に多発性転移を来した原発不明腫瘍の1例

後藤孝吉、永野輝明、中塚伸一、山下智也、原田博史
第59回日本病理学会近畿支部学術集会 2012.12.8 京都市

講演会やテレビ出演
●悪性リンパ腫の診断プロセス −B細胞腫瘍を中心に−

中塚伸一
大阪府臨床検査技師会 病理特別講習会 2012.2.3 大阪市

主催研究会
●

中塚伸一
第21回大阪病理研究会 2012.6.23 吹田市

●

中塚伸一
第146回阪神合同CPC 2012.9.13 尼崎市
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検　査　科
学会報告

●子宮平滑筋腫内に発生した平滑筋肉腫の2例

長友忠相、奥　和子、杉生憲二、山根三千秋、吉野龍一、永野輝明、
木村勇人、伊藤公彦、中塚伸一

第53回日本臨床細胞学会総会 春季大会 2012.6.1-3 千葉市

●腹水中に腫瘍細胞を認めた卵巣yolk sactumorの1例

吉野龍一、奥　和子、石丸寿男、杉生憲二、山根三千秋、長友忠相、
後藤孝吉、永野輝明、山本志津香、伊藤公彦、中塚伸一

第21回大阪病理研究会 2012.6.23 吹田市

●再生不良性貧血から発作性夜間ヘモグロビン尿症へ移行
した1例

芝原節子、志賀千代美、仲井和枝、藤之原仁美、浦瀬百合子、
橋本光司

第13回検査血液学会学術集会 2012.7.28 大阪市

●改良型亜鉛測定試薬の基礎的検討

芝原裕和、久富大樹、杉村智恵子、山内富二子、山永みゆき、国戸千薫子、
牟田幸成

日本臨床検査自動化学会第44回大会 2012.10.13 横浜市

講演会やテレビ出演
●臨床化学分野の概要とHbA1cNGSP値導入について

芝原裕和
平成23年度兵庫県医師会精度管理検討会 2012.3.31 神戸市

●この症例をどう見る -栄養評価を中心に −汎血球減少を
きたした長期経腸栄養患者の1例

芝原裕和
第15回兵庫NST研究会 2012.6.9 西宮市

●臨床化学基礎講座 −データが出力されるまで−

芝原裕和
第4回近畿クリナ会 2012.6.24 大阪市

環境医学研究センター（シックハウス診療科）
論文・著書

●A case of cervico-brachial disorder due to tactile interpretation 
for deaf-blind persons

Kitahara T, Nakamura K, Taoda K, Shigeta H, Hirata M
Journal of Occupational Health 54:469-472,2012

●特発性環境不耐症（いわゆる「化学物質過敏症」）患者
に対する単盲検法による化学物質負荷試験

吉田辰夫、平田　衛
日本職業・災害医学会誌 60（1）:11-17,2012
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産業中毒センター
論文・著書

●Arsenic speciation analysis of urine samples from individuals 
living in arsenic-contaminated area in Bangladesh

Hata A, Yamanaka Y, Habib MA, Endo Y, Fujitani N, Endo G
Environ Health Prev Med 17:235-245,2012

●Long-term dietary cadmium intake and cancer incidence: Japan 
Public Health Center-based Prospective（JPHC）Study

Sawada N, Iwasaki M, Inoue M, Takachi R, Sasazuki S, Yamaji T, 
Shimazu T, Endo Y,  Tsugane S

Epidemiology 23:368-376,2012

●A Guillain-Barré syndrome-like neuropathy associated with 
arsenic exposure

Kim S, Takeuchi A, Kawasumi Y, Endo Y, Lee H, Kim Y
J Occup Health 54:344-347,2012

●Development of an analytical method for the determination of 
arsenic in urine by gas chromatography-mass spectrometry for 
biological monitoring of exposure to inorganic arsenic

Takeuchi A, Namera A, Kawasumi Y, Imanaka T, Sakui N, Ota H, 
Endo Y, Sumino K, Nagao M, Endo G

J Occup Health 54:434-440,2012

●特発性環境不耐症（いわゆる「化学物質過敏症」）患者
に対する単盲検法による化学物質曝露負荷試験

吉田辰夫、平田　衛、小川真規
日職災誌 60:11-17,2012

●平成23年度（第25回）労働衛生検査精度管理調査の実施
結果について

圓藤吟史、芦田敏文、圓藤陽子、川本俊弘、山瀧　一
労働衛生管理 23（3）:15-23,2012

●尿中2,5-ヘキサンジオンのクロスチェック集計結果報告

木戸誠二郎、圓藤陽子
労働衛生管理 23（3）:43-49,2012

●化学物質取り扱いにおける最近の行政の動向 リスクア
セスメントを中心に

圓藤陽子
労働と健康 38:1-5,2012

学会報告
●Arsenic metabolites in humans after ingestion of wakame 

seaweed

Hata A, Yamanaka K, Endo G, Yamano Y, Haba R, Fujitani N,
 Endo Y

International Conference on Heavy Metals in the Environment 2012 
2012.9.24-27 Rome,Italy

●Speciation analysis of arsenic compounds in the serum and 
urine of a patient with acute arsine poisoning

Yamanaka K, Yamano Y, Yoshimura Y, Shimoda Y, Endo Y, Endo G
International Conference on Heavy Metals in the Environment 2012 

2012.9.24-27 Rome,Italy

●ジメチルチオアルシン酸の毒性発現に係る代謝機構につ
いて

山中健三、下田康代、星井政志、加藤孝一、立川眞理子、畑　明寿、
圓藤陽子、圓藤吟史

日本薬学会第132年会 2012.3.28-31 札幌市

●生物学的モニタリングのためのGC-MSによる尿中ヒ素
化合物の分析法の開発

竹内靖人、奈女良昭、川澄八重子、今中努志、佐久井徳広、太田裕一、
圓藤陽子、住野公昭、圓藤吟史

日本産業衛生学会近畿地方会 2012.11.17 和歌山市

●グルタチオンに依存したジメチルモノチオアルシン酸の
代謝活性化

黒澤英俊、下田康代、畑　明寿、山野優子、加藤孝一、立川眞理子、
圓藤陽子、圓藤吟史、山中健三

第18回ヒ素シンポジウム 2012.11.24-25 宮崎市

●ワカメ摂取後の尿中ヒ素代謝物に関する研究

畑　明寿、山中健三、圓藤吟史、山野優子、羽場亮太、藤谷　登、
圓藤陽子

第18回ヒ素シンポジウム 2012.11.24-25 宮崎市

●低濃度化学物質曝露による健康障害の実態と診断に関す
る調査研究

圓藤陽子、平田　衛、吉田辰夫
第60回日本職業災害医学会 2012.12.2-3 大阪市

講演会やテレビ出演
●職場で役立つ産業中毒情報

圓藤陽子
平成24年度予防医療ネットワーク 2012.9.21 大阪市
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教育・研修センター
講演会やテレビ出演

●中毒学入門　地下鉄サリン事件、有機リン化合物と拮抗剤

山縣英久
京都大学大学院医学研究科特別講義 2012.6.13 京都市

看　護　部
論文・著書

●感染対策活動を成功させる最強ツール 徹底紹介&活用術
「地域の感染情報センターの週報」「医薬品医療機器情
報提供ホームページ」

久保田理恵
INFECTION CONTROL 2012年春季増刊:127-128,2012

●インスピロンネブライザーまるわかり！

友政淳子、城戸梨恵子、木下直哉、七條純江、岡野仁美、石田雅人、
松本恭子、太田垣猛

エキスパートナーシング 28（12）:24-56,2012

●母乳育児支援を円滑にするかかわり

梅澤路絵、永田えり、若林美紀
妊産婦と赤ちゃんケア5月・6月号:64-70,2012

●末梢血管形成術

阿部なおみ
HEART 2（1）:77-83,2012

●活躍する脳卒中リハビリテーション看護認定看護師

松本恭子
BRAIN NURSING 28:104-105,2012

●治療に伴う看護特集・有害事象別看護①粘膜症状
②唾液分泌障害・味覚障害

渡部昌美
プロフェッショナルがんナーシング 2（4）:54-58,2012
プロフェッショナルがんナーシング 2（4）:74-78,2012

学会報告
●ストーマ保有者の社会生活における困った経験と相談内

容の実態調査

渡邉光子
日本ストーマ排泄リハビリテーション学会 2012.2.3-4 郡山市

●排便管理システム「フレキシシールSIGNAL®」を用い
た腸管膣廔孔患者の排泄管理

渡邉光子、鈴木　玲、山本志津香、西村多江子
日本ストーマ排泄リハビリテーション学会 2012.2.3-4 郡山市

●CCUに入室した循環器内科患者の消化器疾患合併と転
帰との関係

太田理恵、三宅花奈、城戸梨恵子、高木保子、岡本　慎、上松正朗
第39回日本集中治療医学会学術集会 2012.2.28-3.1 千葉市
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●経腸栄養開始時の体温と経腸栄養中の循環変動の関係

城戸梨恵子
第39回日本集中治療医学会学術集会 2012.2.28-3.1 千葉市

●CCU入室24時間におけるSOFAスコアと注入後合併症
の関係

三宅花奈、城戸梨恵子、太田理恵、高木保子、岡本　慎、上松正朗
第39回日本集中治療医学会学術集会 2012.2.28-3.1 千葉市

●CCUに入室した循環器内科患者の消化器疾患合併と転
帰との関係

太田理恵、城戸梨恵子、三宅花奈、高木保子、岡本　慎、上松正朗
第76回日本循環器学会学術集会 2012.3.16-18 福岡市

●ストーマ用皮膚保護材を用いた外陰部レーザー焼却後の
創傷ケア

渡邉光子、堀　謙輔
第21回日本創傷・オストミー失禁管理学会 2012.5.11-12 神戸市

●脊髄損傷患者の在宅褥瘡ケア継続に向けての介入

大城繭子
第21回日本創傷・オストミー失禁管理学会 2012.5.11-12 神戸市

●統一したケアを継続させるためのスタッフ指導

河合ふたば、渡邉光子
第54回関西ストーマ研究会 2012.6.2 芦屋市

●全周離開をしたストーマの創知癒促進方法

影山典子、渡邉光子、斎藤あすか、大山淳子、久下景子
第54回関西ストーマ研究会 2012.6.2 芦屋市

●緩和チームが介入した骨転移患者の骨関連事象と症状緩
和に用いた薬物療法の検討

渡部昌美
第17回日本緩和医療学会 2012.6.21-23 横浜市

●重症虚血肢（CLⅠ）患者ケアにおけるチームビルディング 
−問題の明確−

渡邉光子、大城繭子、進藤敦美、田尻朝子、布谷容子、江籠留美 ほか
第4回日本下肢救済足病学会 2012.7.14-15 名古屋市

●フットポンプによるアキレス腱部の褥瘡予防対策の検証

渡邉光子
第14回日本褥瘡学会 2012.8.31-9.1 横浜市

●高齢者の胃瘻造設に関する文献検討 −30年の研究動向
と家族の代理決定における看護師の役割−

小滝桃子
第43回日本看護学会 地域看護・老年期看護 2012.9.6-7 広島市

●大腸がん患者におけるパロノセトロンの有効性の検討

加納徳美、弘岡貴子、加藤健志、鈴木　玲、中田　健、田村茂行
第50回日本癌治療学会学術集会 2012.10.25-27 横浜市

●頭低位で行われる手術による頭部褥瘡の要因分析

宇戸愛美
第26回日本手術看護学会 2012.11.23-24 横浜市

●パークベンチ位における術中褥瘡予防の取組 −リモイ
スパッドの有効性の検証−

武田　愛
第26回日本手術看護学会 2012.11.23-24 横浜市

●退院支援における退院調整看護師の判断 −判断内容に
焦点を当てて−

瀧本久美子、森下安子
第32回日本看護科学学会 2012.11.30-12.1 東京都

●実習指導看護師の看護学生への関わり −自己評価表を
用いて−

奥平さよ、曾谷咲恵、今田優子
第60回日本職業・災害医学学会学術大会 2012.12.2-3 大阪市

●仕事と育児・介護との両立に関する研究 −育児介護休
業法の認知度−

佐竹さおり、中道　綾、岩永千秋
第60回日本職業・災害医学学会学術大会 2012.12.2-3 大阪市

●人工股関節全置換術後脱臼を生じた患者の脱臼 要因に
ついての調査

春名彩香、足立理恵、川原奈那、野村奈央、大城繭子、曾谷咲恵、渋下　園、
江籠留美、安藤　渉、大園健二

第39回日本股関節学会 2012.12.7-8 新潟市

●効果的な退院調整をめざして −事例検討を通して得た
現状と課題−

姫野勝子
近畿地区看護研究会 2012.12.7 和歌山市
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薬　剤　部
論文・著書

●以前摘出術後にバンコマイシン注を使用し、血中濃度が
異常に低かった症例

川端俊介
兵庫県病院薬剤師会会報（136）2012.5

●血友病疑いの患者にノボセブンHⅠ静注用®を投与した症
例について

川端俊介
兵庫県病院薬剤師会会報（137）2012.9

●薬と上手く付き合いましょう

松原史典
地域の情報誌「シティライフ」阪神版 1月号,2012

学会報告
●Panitumumabを投与後に致死的なインフュージョンリ

アクションをきたした1症例

松本　篤
第33回日本病院薬剤師会近畿学術大会 2012.1.21 大阪市

●電子カルテにおける持参薬管理の現状と課題

清水裕之
第33回日本病院薬剤師会近畿学術大会 2012.1.21 大阪市

●アンジオテンシンⅡ受容体拮抗薬（ARB）とカルシウム拮
抗薬（CCB）の合剤によりメリットはあるのか？

安本祥子
第76回日本循環器学会学術集会 2012.3.16 福岡市

●塩酸バンコマイシン注のTDM複数測定におけるトラフ
濃度の検討

川端俊介
第29回日本TDM学会・学術大会 2012.6.16 神戸市

●トラマドール導入に際して制吐剤の予防的使用の適否に
関する検討

下川福子
第17回日本緩和医療学会学術大会 2012.6.22-23 神戸市

●塩酸バンコマイシン注のTDM複数測定におけるトラフ
濃度の検討

川端俊介
平成24年第1回実務研修会（阪神播磨地区） 2012.7.28 神戸市

●シスプラチン投与患者での低Na血症について

林　洋平
近畿・中国・四国ブロック労災病院薬剤師会 2012.8.25 香川県

●シスプラチン投与患者での低Na血症について

林　洋平
第1回n-HOPE症例検討会 2012.9.12 尼崎市

●泌尿器科領域におけるCBDCA+GEM療法により急激な
血小板減少を認めた症例

澤田奈津子
第1回n-HOPE症例検討会 2012.9.12 尼崎市

●嚥下障害を有する患者へにモルペス®細粒の有用性

野口久美子
第6回日本緩和医療薬学会年会 2012.10.6-7 神戸市

●FAP療法施行中における低Na血症の対策についての検討

門池香織
第22回日本医療薬学会 2012.10.27 新潟市

●透析に伴う難治性の掻痒感にプレガバリンが有効であっ
た1例

川端俊介
第22回日本医療薬学会 2012.10.27 新潟市

●大腸がん化学療法を外来で安全に実施するための薬剤師
の取り組み

下川福子
第60回日本職業・災害医学会学術大会 2012.12.2-3 大阪市

講演会やテレビ出演
●チーム医療における薬剤師の役割

松原史典
協和発酵キリン株式会社社員教育 2012.4.19 芦屋市

●DPCとチーム医療

松原史典
社外講師勉強会 2012.5.18 尼崎市

●基幹病院に於ける薬剤師の業務とその役割

松原史典
Meiji Seikaファルマ株式会社社外講師勉強会 2012.6.6 神戸市

●がん専門薬剤師の役割と課題

松原史典
Meiji Seikaファルマ株式会社社外講師勉強会 2012.7.3 神戸市
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●がん専門薬剤師の役割と課題

下川福子
Meiji Seikaファルマ株式会社社外講師勉強会 2012.7.3 神戸市

●DPCにおける薬剤選択とチーム医療

松原史典
エーザイ株式会社社外講師勉強会 2012.7.6 神戸市

●「食べたい」と希望するがん患者を通して薬剤の有用性と
限界について考えたこと−薬剤師として医療者として−

下川福子
阪神緩和薬物療法ネットワーク第2回学術講演会 2012.8.31 尼崎市

●支持療法と有害事象

松原史典
Meiji Seikaファルマ株式会社社外講師勉強会 2012.9.5 神戸市

●支持療法と有害事象

下川福子
Meiji Seikaファルマ株式会社社外講師勉強会 2012.9.5 神戸市

●病院薬剤師が必要とする情報提供の在り方

松原史典
社外講師勉強会 2012.9.20 神戸市

●医療安全管理責任者講習会

松原史典
平成24年度 医療安全管理責任者講習会 2012.9.21 大阪市

主催研究会
●塩酸バンコマイシン注のTDM複数測定におけるトラフ

濃度の検討

川端俊介
平成24年第1回実務研修会（阪神播磨地区） 2012.7.28 神戸市

●シスプラチン投与患者での低Na血症対策

林　洋平
近畿・中国・四国ブロック労災病院薬剤師会 2012.8.25 香川県

●シスプラチン投与患者での低Na血症

林　洋平、澤田奈津子
第1回n-HOPE症例検討会 2012.9.12 尼崎市

栄養管理室
学会報告

●当院における糖尿病教室（スクール）について

和田幸恵、永井美津代、長尾美恵、光井絵里、山本裕一、林　功、
山本恒彦

第4回関西糖尿病療養指導・看護研究会 2012.2.25 神戸市
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診療情報管理室
学会報告

●当病職歴情報システムを用いた疾病と職業歴に関する分
析について 労災病院グループで運用する病職歴情報シ
ステムの現状と今後の課題

河田泰明、松本佳緒里、肥田美佐子、原田万英、岡本直幸、
浅海加津子、大西　勝、加古由美、小牧 かおり、佐瀬　隆、佐藤由美子、

浜本清美、泉　礼典、菊地多恵子、谷　浩子

第60回日本職業・災害医学会 2012.12.2-3 大阪市

勤労者予防医療センター
論文・著書

●ヘルスプロフェッションとしての理学療法士の可能性 
勤労者の健康を守る産業保健分野への関わり

高野賢一郎
理学療法学 39（8）:474-476,2012

学会報告
●産業理学療法

高野賢一郎
第47回日本理学療法学術大会ステージプレゼンテーション 2012.5.25-27 

神戸市

●ヘルスプロフェッションとしての理学療法士の可能性 
勤労者の健康を守る産業保健分野への関わり

高野賢一郎
第47回日本理学療法学術大会 2012.5.25-27 神戸市

●勤労者の運動を併用した禁煙指導の試み

高野賢一郎、老谷るり子
第60回日本職業災害医学会 2012.12.1-3 大阪市

●勤労者における職種別の肩こりや腰痛の実態と職種別予
防体操の効果

高野賢一郎
第60回日本職業災害医学会 2012.12.1-3 大阪市

講演会やテレビ出演
●職場で役立つ循環器の話

老谷るり子、増田潤子、高野賢一郎
第13回予防医療ネットワーク研修会 2012.3.14 尼崎市

●産業理学療法の現状

高野賢一郎
兵庫県理学療法士会研修会 2012.3.25 明石市

●産業保健とスポーツ 肩こり腰痛改善のための運動

高野賢一郎
滋賀産業保健推進センター講習会 2012.4.19 野洲市

●特定健診での運動指導

高野賢一郎
滋賀産業保健推進センター講習会 2012.4.20 徳島市
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●健康測定と保健指導

高野賢一郎
兵庫産業保健推進センター講習会 2012.5.15 神戸市

●30代メタボ予防の運動指導

高野賢一郎
大阪産業保健推進センター講習会 2012.6.7 大阪市

●勤労者の腰痛予防

高野賢一郎
徳島産業保健推進センター講習会 2012.6.18 徳島市

●VDT障害予防

高野賢一郎
大阪産業保健推進センター講習会 2012.6.28 大阪市

●健康管理と事業者責任

老谷るり子
羽曳野労働基準協会研修会 2012.7.6 富田林市

●勤労女性の妊娠後の腰痛と尿漏れ

高野賢一郎
大阪産業保健推進センター講習会 2012.7.11 大阪市

●高齢勤労者への対策

高野賢一郎
尼崎商工会議所講習会 2012.7.17 尼崎市

●メタボリックシンドローム予防のための食事指導

若林智佳
尼崎商工会議所講習会 2012.7.17 尼崎市

●作業環境評価と改善指導 職場巡視と改善策の提案

高野賢一郎
尼崎商工会議所講習会 2012.7.24 尼崎市

●腰痛の再発防止のために

高野賢一郎
京都産業保健推進センター講習会 2012.7.25 京都市

●勤労者のための生活習慣病予防と改善へのアプローチ

老谷るり子
徳島産業保健推進センター講習会 2012.7.25 徳島市

●職場の受動喫煙対策

老谷るり子
兵庫産業保健推進センター講習会 2012.7.31 神戸市

●メタボ予防の運動指導

高野賢一郎
大阪産業保健推進センター講習会 2012.8.23 大阪市

●腰痛対策、ＶＤＴ作業管理

高野賢一郎
大阪労働基準連合会 2012.8.29 大阪市

●再雇用者の安全対策−再雇用者の運動機能評価と個別指
導

高野賢一郎
兵庫産業保健推進センター講習会 2012.9.5 神戸市

●中高年のメンタル対策

老谷るり子
兵庫産業保健推進センター講習会 2012.9.5 神戸市

●腰痛の再発予防のために

高野賢一郎
岸和田労働基準協会講習会 2012.9.7 岸和田市

●特定保健指導における運動指導のポイント

高野賢一郎
京都産業保健推進センター講習会 2012.9.11 京都市

●VDT障害予防

高野賢一郎
大阪産業保健推進センター講習会 2012.9.13 大阪市

●職場で役立つ産業中毒情報

老谷るり子、高野賢一郎
第14回予防医療ネットワーク研修会 2012.9.21 大阪市
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●勤労者の禁煙支援

老谷るり子
徳島産業保健推進センター講習会 2012.9.26 徳島市

●単身者の食事指導

若林智佳
徳島産業保健推進センター講習会 2012.9.26 徳島市

●勤労女性の妊娠後の腰痛と尿漏れ

高野賢一郎
大阪産業保健推進センター講習会 2012.9.27 大阪市

●職場の受動喫煙対策

老谷るり子
兵庫産業保健推進センター講習会 2012.9.27 姫路市

●健康診断結果の有所見率改善に向けて

老谷るり子
兵庫産業保健推進センター講習会 2012.10.16 姫路市

●働く人の腰痛予防

高野賢一郎
兵庫県保険医協会尼崎支部第81回医療と福祉を考える会 2012.10.20

尼崎市

●特定健診における運動指導

高野賢一郎
姫路労働基準監督署 2012.10.26 姫路市

●勤労者のメタボ改善の運動指導

高野賢一郎
兵庫産業保健推進センター講習会 2012.11.6 神戸市

●メタボリックシンドローム予防のための食事指導

若林智佳
兵庫産業保健推進センター講習会 2012.11.6 神戸市

●産業保健分野への理学療法の展開

高野賢一郎
理学療法士・comセミナー 2012.12.15 横浜市

●特定健診における運動指導のポイント

高野賢一郎
滋賀産業保健推進センター講習会 2012.12.21 大津市

●腰痛の再発予防

高野賢一郎
滋賀産業保健推進センター講習会 2012.12.21 大津市

主催研究会
●

高野賢一郎
第2回産業理学療法研究会研修会・総会 2012.12.2 大阪市
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